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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

本調査は、人権問題の解決を図るための啓発や教育等施策を一層推進するための基礎資料を得

ることを目的として実施したものです。 

 

２ 調査対象 

生駒市在住の 16歳以上の市民を、住民基本台帳より無作為抽出 

 

３ 調査期間 

平成 30 年５月●日から平成 30 年５月 31 日 

 

４ 調査方法 

郵送配布・郵送回収による郵便調査法。 

 

５ 回収状況 

配 布 数 有効回答数 有効回答率 

3,000 通 1,333 通 44.4％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・調査結果を図表にて表示していますが、グラフ以外の表は、最も高い割合のものを  で網

かけをしています。（無回答を除く） 

・内閣府調査とは、「平成 29 年度内閣府人権擁護に関する世論調査」のことです。 

・奈良県調査とは、「平成 29 年度奈良県人権に関する県民意識調査」のことです。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 回答者属性 

性別 

「女性」の割合が 57.4％と最も高く、次いで「男性」の割合が 38.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

※参考 

【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

 

  

男性 女性 選択しない 無回答

N =

　 1,333 38.9 57.4 1.9 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,401 40.9 56.0 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答

N =

1,996 40.5 57.9 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答
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【年齢別】 

年齢別でみると、すべての年齢で「男性」より「女性」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

41.3

46.6

35.6

33.1

38.3

42.0

46.8

56.5

52.3

62.1

63.1

59.3

57.0

51.5

2.2

1.1

2.3

3.0

2.0

0.6

1.8

0.8

0.4

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 選択しない 無回答
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年齢 

「65～69 歳」の割合が 12.9％と最も高く、次いで「70歳以上」の割合が 12.8％、「45～49 歳」

の割合が 11.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

※参考 

【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳

40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳

65～69歳 70歳以上 無回答

N =

　 1,333
3.5

3.1
3.5

5.5 7.6 8.6 11.1 9.7 8.9 10.7 12.9 12.8 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

3.7

3.4

4.0

4.2

2.5

3.7

3.5

4.0

4.8

6.1

4.0

7.1

8.0

12.0

6.4

9.8

24.0

10.4

11.9

8.0

9.8

10.1

4.0

8.5

9.2

16.0

11.6

10.5

4.0

13.9

12.9

4.0

15.4

11.5

12.0

0.6

0.7

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,401 3.8 7.6 14.5 15.4 16.4 22.9 16.3 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16歳～19歳 20歳～29歳 30歳～39歳 40歳～49歳 50歳～59歳

60歳～69歳 70歳以上 無回答

N =

1,996 4.0 11.9 14.9 15.2 21.8 18.8 11.8 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16～19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳以上 無回答
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職業 

「常雇いの勤め」の割合が 30.8％と最も高く、次いで「臨時・パートの勤め（アルバイト、嘱

託、派遣含む）」の割合が 20.3％、「無職」の割合が 17.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考 

【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

常雇いの勤め

臨時・パートの勤め（アルバイト、嘱託、派遣含む）

農林漁業の自営者および家族従業者

商工業・サービス業の経営者・自営業者および家族従業者

自由業（開業医、弁護士、著述業など）

家事専業者（専業主婦など）

高校生

大学生・大学院生

専修学校・各種学校生

その他の職業

無職

無回答

N =

　 1,333 30.8 20.3
0.5

3.5
1.5

16.7
2.0

3.2
0.3

2.1
17.0 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,401 7.0 24.4 4.1 10.3 29.6 5.8 13.5 2.1 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自営業・会社経営 正社員・正職員（常勤）

派遣社員・契約社員 パート・アルバイト

主婦・主夫 学生

無職（家事・介護をしていない方） その他

無回答

N =

1,996 27.2 12.6 9.7 21.6 6.7 17.6 4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常雇いの勤め

臨時・パートの勤め

農林漁業の自営者及び家族従事者、商工業、自由業、その他の職業

家事専業者

高校生、大学生、専修学校・各種学校生

無職

無回答
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「常雇いの勤め」「無職」の割合が高くなっています。また、

女性で「臨時・パートの勤め（アルバイト、嘱託、派遣含む）」「家事専業者（専業主婦など）」の

割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「無職」の割合が高くなっています。また、他に比べ、

30～39 歳で「常雇いの勤め」の割合が、40～49 歳で「臨時・パートの勤め（アルバイト、嘱託、

派遣含む）」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

48.6

19.6

32.0

11.8

26.8

16.0

0.8

0.3

5.4

2.4

4.0

2.5

0.5

12.0

0.2

28.4

12.0

1.9

2.2

4.4

2.4

4.0

0.2

0.4

2.5

2.0

21.4

14.4

16.0

0.4

0.8

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常雇いの勤め

臨時・パートの勤め（アルバイト、嘱託、派遣含む）

農林漁業の自営者および家族従業者

商工業・サービス業の経営者・自営業者および家族従業者

自由業（開業医、弁護士、著述業など）

家事専業者（専業主婦など）

高校生

大学生・大学院生

専修学校・各種学校生

その他の職業

無職

無回答

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

34.1

56.9

46.4

42.3

14.3

4.7

2.2

19.3

18.4

31.9

21.8

20.1

10.5

0.6

1.6

1.1

1.1

3.8

5.2

4.5

4.1

0.6

1.1

2.0

2.2

1.8

3.4

16.1

11.4

17.7

26.1

19.9

58.7 39.1

27.3 3.4

0.4

5.7

1.7

1.1

2.8

1.6

2.3

4.5

4.0

3.4

6.5

29.0

56.1

1.1

0.6

0.4

1.6

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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生駒市での居住年数 

「20 年以上」の割合が 58.1％と最も高く、次いで「10 年以上 20 年未満」の割合が 21.9％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考 

【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N =

　 1,333
1.7

3.4
3.4

9.8 21.9 58.1 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上

無回答

N =

1,401
2.4

4.1
4.2

10.3 22.3 53.7 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上

無回答

N =

1,996 13.0 5.1 5.6
2.5

69.8 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生まれてからずっと 幼児の頃から ６～14歳の頃から

15～19歳の頃から 20歳以降 無回答
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【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、30～49 歳で「20 年以上」の割合が低く、「５年以上 10 年未満」の

割合が高くなっています。また、40～49 歳で「10 年以上 20 年未満」の割合が、30～39 歳で「３

年以上５年未満」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

1.7

1.7

4.2

2.9

4.0

2.7

3.9

4.0

9.1

10.6

12.0

23.7

21.2

16.0

58.2

59.6

64.0

0.4

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

8.0

4.0

1.5

0.8

0.6

10.2

13.2

2.7

1.6

0.3

0.6

1.1

12.1

4.2

1.2

1.9

1.8

8.7

4.5

23.6

19.4

6.5

3.8

1.8

89.1

18.2

9.2

37.6

29.4

11.1

6.4

58.0

37.9

34.6

60.1

82.2

89.5

2.2

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上

無回答
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世帯構成 

「夫婦と子どもからなる世帯」の割合が 47.7％と最も高く、次いで「夫婦だけの世帯」の割合

が 27.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考 

【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとり暮らし世帯 夫婦だけの世帯

夫婦と子どもからなる世帯 親と子ども、孫からなる世帯

ひとり親と子どもからなる世帯 その他

無回答

N =

　 1,333 6.4 27.6 47.7 7.3
4.5

4.4 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 1,401 ％

親（実親・義理の親）

配偶者（事実婚を含む）

子ども

祖父母

兄弟・姉妹

その他の親族

ひとり暮らし

その他

20.8

71.6

44.0

2.4

8.3

1.5

6.7

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

N =

1,996 5.1 20.6 50.5 10.2
4.8

4.8 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとり暮らし世帯 夫婦だけの世帯

夫婦と子どもからなる世帯 親と子ども、孫からなる世帯

ひとり親と子どもからなる世帯 その他

無回答
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【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「ひとり暮らし世帯」「夫婦だけの世帯」の割合が高くな

る傾向がみられます。また、他に比べ、16～19 歳で「夫婦と子どもからなる世帯」の割合が、16

～29 歳で「親と子ども、孫からなる世帯」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとり暮らし世帯 夫婦だけの世帯

夫婦と子どもからなる世帯 親と子ども、孫からなる世帯

ひとり親と子どもからなる世帯 その他

無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

7.3

6.1

28.5

27.7

28.0

48.9

48.0

48.0

6.6

8.1

4.0

4.0

5.1

4.2

4.2

16.0

0.4

0.8

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

4.5

4.0

3.0

5.2

9.2

11.7

9.1

12.1

11.8

22.2

48.1

59.1

76.1

46.6

67.2

67.3

54.0

29.9

21.6

17.4

21.6

11.5

6.1

6.9

3.8

2.9

2.2

13.6

2.9

6.5

4.8

2.9

2.3

4.3

4.5

2.3

4.6

5.6

5.7

2.3

0.8

1.2

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２ 人権問題等の考え方 

（１）人権についての考え 

問１ 次のような考え方について、あなたはどう思いますか。１.～15.のそれぞれにつ

いて選んでください。（それぞれ１つに○） 

「９．国や自治体は、外国人に対するヘイトスピーチ（差別的な発言）を繰り返す団体に、毅

然とした態度をとる必要がある」「12．犯罪被害者のプライバシーが興味本位にとりあげられる

ことは問題だ」で「そうと思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた“そう思う”の割

合が高く、９割以上となっています。また、「14．女性専用車両は女性を保護しすぎている」で

「あまりそう思わない」と「そう思わない」をあわせた“そう思わない”の割合が高く、約７割

となっています。 

平成 29 年度奈良県人権に関する県民意識調査（奈良県調査）と比較すると、県に比べ、９．国

や自治体は、外国人に対するヘイトスピーチ（差別的な発言）を繰り返す団体に、毅然とした態

度をとる必要がある、10．自分の子どもが同性愛者であっても、親として子どもの側に立ち、力

になる必要がある、11．同性愛者であることを身近な人にも言えない社会は問題だ、15．同性の

カップルにも夫婦と同じ権利を認める必要があるで“そう思う”の割合が高くなっています。ま

た、４．家庭のルールを決めるときは、必ず子どもの意見を聞かなければならない、７．精神に

障がいがある人に対しては、なんとなく不安を感じる、14．女性専用車両は女性を保護しすぎて

いるで“そう思わない”の割合が高くなっています。 
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１． 結婚すれば妻は夫の姓を名のるのが
自然だ

２． 男性は外で働き、女性は家庭を中心に家事・
育児をしたほうがよい

３． 子どものしつけのためなら、時には親が体罰を
加えることはやむをえない

４． 家庭のルールを決めるときは、必ず子どもの
意見を聞かなければならない

５． 認知症の高齢者は迷惑をかけるから、
行動の自由は制限されても仕方がない

６． 障がいがあることを理由に乗り物への乗車や
入店を断られるのは問題だ

７． 精神に障がいがある人に対しては、なんとなく
不安を感じる

８． 外国籍であっても、自治体の住民であるから
には地方参政権を認め、投票できるようにする
必要がある

９． 国や自治体は、外国人に対するヘイトスピーチ
（差別的な発言）を繰り返す団体に、毅然 とし
た態度をとる必要がある

10． 自分の子どもが同性愛者であっても、親として
子どもの側に立ち、力になる必要がある

11． 同性愛者であることを身近な人にも言えない
社会は問題だ

12． 犯罪被害者のプライバシーが興味本位に
とりあげられることは問題だ

13． 刑を終えて出所した人を、社会復帰できるよう
地域社会で、支える必要がある

14． 女性専用車両は女性を保護しすぎている

15． 同性のカップルにも夫婦と同じ権利を認める
必要がある

N = 1,333

22.3

6.5

8.4

18.0

10.0

59.8

20.7

26.3

59.9

42.7

34.3

74.6

32.6

10.7

32.0

41.9

27.2

29.9

42.2

42.3

26.4

55.7

33.8

30.2

43.6

45.0

19.7

50.6

20.9

43.2

21.2

37.4

32.4

32.8

31.3

9.4

17.4

21.7

6.3

9.2

15.3

3.4

13.2

35.2

17.5

13.1

28.1

28.7

6.4

15.2

3.7

5.0

17.3

2.4

3.2

3.8

1.7

2.6

32.7

6.1

1.5

0.9

0.7

0.7

1.2

0.8

1.2

1.0

1.1

1.4

1.6

0.6

1.1

0.6

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答
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※参考 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,996

(1) 親が子どもにしつけのために体
罰を行うこと

(2) 教師が児童・生徒に体罰を行う
こと

(3) 結婚しても夫婦別姓のままでい
るということ

(4) 人を差別することは犯罪である
という意見

(5) いじめはいじめられる側にも原
因があることが少なくないという意
見

(6) 少年犯罪を減らすには、少年法
をもっと厳しくする必要があるという
意見

(7) 年齢に関係なく、犯罪は実名報
道をしたほうがよいという意見

(8) 人権を強調しすぎると、権利に
伴う義務や責任がおろそかになっ
てしまうという意見

(9) 子どもが小さいうちは、母親が
子育てに専念することはよいことだ
という意見

(10) 家族が寝たきりの高齢者の希
望に反して施設に入所させること

9.3

4.9

15.5

37.7

9.2

52.0

31.0

21.5

42.9

3.1

38.5

30.9

25.4

37.3

37.9

30.8

34.1

51.9

37.0

26.5

26.2

28.4

25.8

14.6

26.2

10.9

22.0

16.5

13.2

47.0

23.8

33.3

30.0

6.3

23.6

4.6

10.6

5.6

5.3

21.0

2.2

2.6

3.4

4.1

3.1

1.8

2.3

4.6

1.6

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 やや賛成 やや反対 反対 無回答
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【平成 29年度奈良県人権に関する県民意識調査（奈良県調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,219

結婚すれば妻は夫の姓を名のるの
が自然だ

男性は外で働き、女性は家庭を中
心に家事・育児をしたほうがよい

子どものしつけのためなら、時には
親が体罰を加えることやむをえない

家庭のルールを決めるときは、必ず
子どもの意見を聞かなければならな
い

認知症の高齢者は迷惑をかけるか
ら、行動の自由は制限されても仕
方ない

障害があることを理由に乗り物への
乗車や入店を断られるのは問題だ

精神に障害がある人に対しては、
なんとなく不安を感じる

外国籍であっても、自治体の住民
であるからには地方参政権を認め、
投票できるようにする必要がある

国や自治体は、外国人に対するヘ
イトスピーチを繰り返す団体に、毅
然とした態度をとる必要がある

自分の子どもが同性愛者であって
も、親として子どもの側に立ち、力
になる必要がある

同性愛者であることを身近な人にも
言えない社会は問題だ

犯罪被害者のプライバシーが興味
本位にとりあげられることは問題だ

刑を終えて出所した人を、社会復帰
できるよう地域社会で、支える必要
がある

女性専用車両は女性を保護しすぎ
ている

同性のカップルにも夫婦と同じ権利
を認める必要がある

29.3

7.9

7.5

20.3

9.5

48.5

24.0

22.3

39.0

24.4

19.3

63.2

30.7

10.1

20.9

37.2

26.5

29.8

45.0

48.5

33.1

56.8

36.8

39.3

43.6

44.5

27.2

51.7

23.1

39.6

21.7

38.5

33.2

26.2

26.3

10.9

11.3

22.5

12.1

20.3

24.8

4.2

11.6

36.1

26.7

9.0

23.9

25.8

5.0

12.0

3.9

3.9

14.4

3.4

7.1

6.0

1.8

2.2

26.7

8.5

2.8

3.3

3.7

3.5

3.8

3.6

3.9

3.9

6.3

4.7

5.5

3.7

3.8

3.9

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答
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１．結婚すれば妻は夫の姓を名のるのが自然だ 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「そうと思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ“そう思う”の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

27.6

19.2

12.0

38.3

44.2

48.0

18.7

23.1

16.0

13.7

12.2

24.0

1.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

19.6

21.6

17.8

15.6

16.5

28.7

35.1

32.6

35.2

42.5

48.3

46.8

37.6

39.8

28.3

25.0

22.4

22.8

24.6

19.4

12.3

17.4

17.0

16.7

12.9

11.7

10.8

11.7

2.2

1.1

0.6

0.4

0.4

3.5

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２．男性は外で働き、女性は家庭を中心に家事・育児をしたほうがよい 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で“そう思う”の割合が高く、約４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ“そう思う”の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

8.9

5.0

4.0

30.8

24.8

24.0

37.0

38.3

28.0

22.4

31.1

44.0

1.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

4.3

3.4

4.6

4.6

3.2

10.2

11.7

17.4

22.7

25.9

29.3

27.8

27.1

29.2

39.1

35.2

36.8

38.8

41.1

37.3

32.2

39.1

38.6

32.2

27.0

27.4

24.5

24.0

0.6

0.4

0.4

1.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３．子どものしつけのためなら、時には親が体罰を加えることはやむをえない 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で“そう思う”の割合が高く、４割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ“そう思う”の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

11.0

6.9

35.6

26.5

16.0

30.3

34.5

28.0

22.2

31.8

56.0

1.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

2.2

5.7

5.2

6.1

8.1

10.8

14.0

17.4

22.7

25.9

32.7

34.7

29.6

31.0

32.6

35.2

38.5

33.8

29.8

33.1

26.9

47.8

36.4

29.9

27.0

27.4

25.5

26.9

0.6

0.4

1.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４．家庭のルールを決めるときは、必ず子どもの意見を聞かなければならない 

【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～29 歳で“そう思う”の割合が高く、約８割となっています。

また、30～39 歳で“そう思わない”の割合が高く、４割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

18.1

18.3

4.0

43.9

41.2

48.0

30.4

34.2

32.0

6.7

5.9

12.0

0.8

0.4

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

23.9

22.7

13.8

14.1

16.9

18.2

25.7

58.7

54.5

40.2

44.1

39.9

42.0

35.7

17.4

19.3

41.4

34.6

32.3

32.5

32.7

3.4

4.6

6.8

10.5

6.1

5.3

0.4

0.4

1.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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５．認知症の高齢者は迷惑をかけるから、行動の自由は制限されても仕方がない 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で“そう思う”の割合が高く、約６割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、20～39 歳で“そう思う”の割合が高く、約６割となっています。

また、70歳以上で“そう思わない”の割合が高く、５割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

13.1

8.1

8.0

45.9

40.7

36.0

26.8

33.7

32.0

13.1

16.7

16.0

1.2

0.8

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

6.5

13.6

9.8

9.1

10.1

10.2

11.1

50.0

48.9

51.7

44.9

41.9

38.5

32.2

32.6

23.9

23.6

35.0

30.2

31.2

36.8

10.9

13.6

14.4

9.9

17.7

18.2

18.1

0.6

1.1

1.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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６．障がいがあることを理由に乗り物への乗車や入店を断られるのは問題だ 

【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、20～29 歳で「そう思わない」の割合が高く、約２割となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

59.5

60.8

40.0

25.0

26.5

40.0

11.2

8.2

12.0

3.5

3.8

8.0

0.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

60.9

45.5

62.6

57.8

58.9

60.8

67.8

26.1

30.7

28.2

29.7

29.0

24.2

15.8

13.0

20.5

6.9

8.4

8.9

8.3

9.9

3.4

2.3

3.4

2.8

5.4

5.3

0.8

0.4

1.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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７．精神に障がいがある人に対しては、なんとなく不安を感じる 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、女性で「どちらかといえばそう思う」の割合が高く、約６割となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、30～59 歳で“そう思う”の割合が高く、約８割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

22.4

19.2

32.0

52.0

58.8

36.0

18.9

16.5

24.0

5.4

4.7

1.3

0.8

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

15.2

22.7

31.6

19.4

16.5

18.8

20.5

56.5

50.0

50.0

62.0

60.5

53.5

53.2

23.9

21.6

14.4

14.8

18.5

19.7

15.8

4.3

4.5

4.0

3.4

3.6

6.4

7.6

1.1

0.4

0.8

1.6

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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８．外国籍であっても、自治体の住民であるからには地方参政権を認め、投票できるようにする 

必要がある 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、女性で“そう思う”の割合が高く、６割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が下がるにつれ“そう思う”の割合が高くなる傾向がみられ、16～19 歳

で８割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

27.2

26.1

12.0

28.3

37.9

36.0

20.2

22.4

28.0

23.3

12.8

24.0

1.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

45.7

28.4

35.1

20.5

21.8

25.8

26.9

39.1

38.6

34.5

37.3

37.5

28.0

31.0

10.9

17.0

17.8

24.7

21.4

25.5

19.3

4.3

15.9

12.1

17.1

19.0

18.8

21.6

0.6

0.4

0.4

1.9

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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９．国や自治体は、外国人に対するヘイトスピーチ（差別的な発言）を繰り返す団体に、毅然と 

した態度をとる必要がある 

【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、20～29 歳で“そう思わない”の割合が高く、約２割となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

62.8

58.2

44.0

27.6

32.3

40.0

6.4

6.3

8.0

2.1

2.6

1.2

0.7

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

43.5

45.5

60.9

54.4

63.3

62.7

67.8

45.7

35.2

31.6

33.5

30.2

28.7

22.2

6.5

14.8

6.3

9.1

3.2

4.1

6.4

2.2

4.5

1.1

1.9

2.8

2.5

2.3

2.2

1.1

0.4

1.9

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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10．自分の子どもが同性愛者であっても、親として子どもの側に立ち、力になる必要がある 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で“そう思わない”の割合が高く、約２割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ“そう思う”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

37.0

46.5

44.0

44.7

42.7

52.0

12.9

6.8

4.0

4.2

2.6

1.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

56.5

55.7

57.5

49.4

38.3

31.2

34.5

39.1

34.1

37.4

43.0

47.6

48.4

43.9

2.2

6.8

4.0

6.8

9.7

12.7

12.9

2.2

3.4

1.1

0.4

2.8

5.1

7.0

0.4

1.6

2.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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11．同性愛者であることを身近な人にも言えない社会は問題だ 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、女性で“そう思う”の割合が高く、約８割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ“そう思わない”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

29.1

38.0

24.0

44.5

45.5

52.0

20.0

12.0

16.0

5.2

2.9

4.0

1.2

1.6

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

43.5

45.5

37.9

38.0

29.4

31.5

28.7

45.7

42.0

47.7

42.2

49.6

43.9

45.6

6.5

9.1

13.2

17.1

15.3

16.2

18.1

4.3

3.4

1.1

1.9

4.0

6.4

4.7

0.8

1.6

1.9

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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12．犯罪被害者のプライバシーが興味本位にとりあげられることは問題だ 

【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～29 歳で「そうと思う」の割合が低く、６割台半ばとなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

73.4

76.5

60.0

22.5

17.9

20.0

1.9

3.7

12.0

1.0

1.8

8.0

1.2

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

65.2

65.9

80.5

73.4

73.0

74.5

83.6

30.4

25.0

15.5

20.2

21.8

20.4

13.5

4.3

5.7

2.9

3.8

2.8

2.9

1.8

3.4

0.6

2.3

2.0

1.3

0.6

0.6

0.4

0.4

1.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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13．刑を終えて出所した人を、社会復帰できるよう地域社会で、支える必要がある 

【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～19 歳、70歳以上で“そう思う”の割合が高く、約９割となっ

ています。また、40～49 歳で“そう思わない”の割合が高く、２割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

33.9

31.5

32.0

48.4

52.8

40.0

14.5

12.4

12.0

2.5

2.4

12.0

0.8

0.9

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

43.5

34.1

25.9

24.0

25.8

36.6

50.3

45.7

47.7

54.6

53.2

56.5

49.4

40.9

10.9

13.6

14.9

18.6

15.3

9.9

7.0

4.5

4.6

3.4

2.0

1.6

1.2

0.8

0.4

2.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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14．女性専用車両は女性を保護しすぎている 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で“そう思う”の割合が高く、約４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、60～69 歳で“そう思う”の割合が高く、約４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

17.5

6.1

8.0

24.7

18.7

16.0

33.3

36.9

36.0

23.7

38.0

36.0

0.8

0.3

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

10.9

11.4

10.9

7.2

7.7

12.4

17.0

17.4

21.6

19.5

18.3

21.0

25.8

18.1

50.0

33.0

41.4

36.1

32.3

32.5

35.1

21.7

34.1

28.2

37.6

39.1

28.3

29.2

0.8

1.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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15．同性のカップルにも夫婦と同じ権利を認める必要がある 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、女性で“そう思う”の割合が高く、約８割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ“そう思う”の割合が低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そうと思う どちらかといえばそう思う あまりそう思わない

そう思わない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

27.9

34.2

44.0

40.1

46.5

20.0

21.4

14.6

28.0

9.4

3.5

4.0

1.2

1.0

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

54.3

46.6

43.7

31.2

29.8

22.9

26.3

30.4

42.0

44.8

44.9

46.0

44.9

38.0

13.0

6.8

8.0

20.2

17.7

21.3

22.8

2.2

4.5

3.4

3.0

5.6

8.6

10.5

0.8

0.8

2.2

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）人権全般関心項目 

問２ 次の人権問題で、あなたが関心のあるものは何ですか。また、あなたの身近には

どのような人権問題があると思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

関心があるものについては、「子どもに関する問題」の割合が 56.4％と最も高く、次いで「高

齢者に関する問題」の割合が 55.1％、「インターネットを悪用した人権侵害に関する問題」の割

合が 54.7％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「生活保護に関する問題」を除くすべての項目で割合が増加し

ています。 

平成 29 年度内閣府人権擁護に関する世論調査（内閣府調査）と比較すると、「女性に関する問

題」「子どもに関する問題」「高齢者に関する問題」「同和問題」「在日外国人に関する問題」「性同

一性障がい者（身体的な性と心の性が一致しない者）に関する問題」「性的指向（異性愛、同性愛、

両性愛など）に関する問題」「北朝鮮当局による拉致問題」の割合が高く、「障がい者に関する問

題」の割合が低くなっています。 

 

身近にあるものについては、「高齢者に関する問題」の割合が 40.7％と最も高く、次いで「子

どもに関する問題」の割合が 28.5％、「女性に関する問題」の割合が 24.8％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「女性に関する問題」「子どもに関する問題」「高齢者に関する

問題」「障がい者に関する問題」「同和問題」「在日外国人に関する問題」「ハラスメントなど職場

での問題」「非正規雇用など雇用形態の問題」「ワーキング・プアの問題」「プライバシー保護に関

する問題」「インターネットを悪用した人権侵害に関する問題」の割合が増加しています。 
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％

女性に関する問題

子どもに関する問題

高齢者に関する問題

障がい者に関する問題

同和問題

在日外国人に関する問題

ハラスメントなど職場での問題

非正規雇用など雇用形態の問題

ワーキング・プアの問題

生活保護に関する問題

ＨＩＶ感染者、ハンセン病回復者等に関す

る問題

刑を終えて出所した人とその家族に関す

る問題

犯罪被害者とその家族に関する問題

プライバシー保護に関する問題

インターネットを悪用した人権侵害に関す
る問題

性同一性障がい者（身体的な性と心の性

が一致しない者）に関する問題

性的指向（異性愛、同性愛、両性愛など）

に関する問題

北朝鮮当局による拉致問題

その他

無回答

47.9

56.4

55.1

44.5

25.9

30.7

43.1

44.1

43.2

42.5

24.9

29.1

34.9

47.1

54.7

25.3

23.6

49.4

2.3

4.7

24.8

28.5

40.7

23.7

9.1

11.0

19.7

20.9

14.1

11.6

4.4

4.3

4.2

18.4

14.1

6.2

5.3

3.5

2.3

32.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

関心がある （N = 1,333）

身近にある （N = 1,333）
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【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

女性に関する問題

子どもに関する問題

高齢者に関する問題

障がい者に関する問題

同和問題

外国人に関する問題

職場（※パワーハラスメント等）での問題

非正規雇用など雇用形態の問題

ワーキングプアの問題

ＨＩＶ感染者、ハンセン病回復者等に

関する問題

刑を終えて出所した人とその家族に
関する問題

犯罪被害者とその家族に関する問題

性同一性障がい者に関する問題

プライバシー保護に関する問題

インターネットを悪用した人権侵害に

関する問題

性的指向（異性愛、．同性愛、両性愛

など），に関する問題

北朝鮮当局による拉致問題

その他

24.0

38.5

47.0

28.1

10.9

13.0

20.0

35.3

29.9

8.2

13.2

15.7

8.7

28.6

36.1

6.7

30.5

1.1

8.2

14.5

25.2

11.5

3.8

4.2

8.2

12.8

7.8

1.1

1.3

1.1

1.6

6.6

5.0

1.1

0.5

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

関心がある （N = 1,401）

身近にある （N = 1,401）
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①関心があるもの 

【平成 29年度内閣府人権擁護に関する世論調査（内閣府調査）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,758 ％

女性

子ども

高齢者

 障害者

 部落差別等の同和問題

アイヌの人々

外国人

ＨＩＶ感染者等

ハンセン病患者・回復者等

刑を終えて出所した人

犯罪被害者等

インターネットによる人権侵害

北朝鮮当局によって拉致された被害者等

ホームレス

性的指向（異性愛、同性愛、両性愛）

性同一性障害者（生物学的な性と性自認

（こころの性）が一致しない者）

人身取引（性的搾取、強制労働等を目的と

した人身取引）

東日本大震災に伴う人権問題

その他

特にない

30.6

33.7

36.7

51.1

14.0

6.7

15.0

10.8

11.2

14.6

16.9

43.2

26.2

11.8

15.0

15.5

10.5

28.8

0.2

7.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80



34 

 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「同和問題」「在日外国人に関する問題」の割合が、女性で「女

性に関する問題」「子どもに関する問題」の割合が高くなっています。また、選択しないで「ワー

キング・プアの問題」「性的指向（異性愛、同性愛、両性愛など）に関する問題」の割合が高くな

っています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
に
関
す
る
問
題 

子
ど
も
に
関
す
る
問
題 

高
齢
者
に
関
す
る
問
題 

障
が
い
者
に
関
す
る
問
題 

同
和
問
題 

在
日
外
国
人
に
関
す
る
問
題 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
職
場
で
の

問
題 

非
正
規
雇
用
な
ど
雇
用
形
態
の

問
題 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の
問
題 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題 

男性 519 38.2 53.8 54.1 45.3 30.1 35.6 44.7 45.5 43.5 44.7 

女性 765 54.4 59.0 55.9 43.3 22.5 27.2 41.6 43.3 42.5 40.7 

選択しない 25 44.0 44.0 48.0 48.0 24.0 20.0 44.0 44.0 48.0 44.0 

 

区分 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
回

復
者
等
に
関
す
る
問
題 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
と
そ

の
家
族
に
関
す
る
問
題 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
に
関

す
る
問
題 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る

問
題 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
に
関
す
る
問
題 

性
同
一
性
障
が
い
者
（
身
体
的
な

性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
者
）

に
関
す
る
問
題 

性
的
指
向
（
異
性
愛
、
同
性
愛
、

両
性
愛
な
ど
）
に
関
す
る
問
題 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉
致
問
題 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 26.4 30.3 37.2 47.8 56.3 23.7 22.9 49.9 2.9 5.0 

女性 23.7 28.8 33.9 46.4 53.5 26.1 23.7 49.3 2.0 4.4 

選択しない 16.0 20.0 20.0 48.0 56.0 24.0 28.0 48.0 － 4.0 
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【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「高齢者に関する問題」の割合が高くなる傾向がみられ、

70 歳以上で約７割となっています。また、他に比べ、20～39 歳で「女性に関する問題」「子ども

に関する問題」の割合が、50～59 歳で「インターネットを悪用した人権侵害に関する問題」の割

合が、70歳以上で「同和問題」「北朝鮮当局による拉致問題」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
に
関
す
る
問
題 

子
ど
も
に
関
す
る
問
題 

高
齢
者
に
関
す
る
問
題 

障
が
い
者
に
関
す
る
問
題 

同
和
問
題 

在
日
外
国
人
に
関
す
る
問
題 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
職
場
で
の

問
題 

非
正
規
雇
用
な
ど
雇
用
形
態
の

問
題 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の
問
題 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題 

16～19 歳 46 32.6 39.1 28.3 26.1 13.0 32.6 32.6 32.6 21.7 13.0 

20～29 歳 88 56.8 64.8 44.3 39.8 30.7 42.0 53.4 48.9 47.7 43.2 

30～39 歳 174 54.0 66.1 52.9 44.8 24.7 25.9 48.9 43.1 44.8 36.2 

40～49 歳 263 49.8 61.6 55.9 46.0 22.4 26.6 44.5 41.4 43.7 40.7 

50～59 歳 248 41.5 48.4 53.6 41.9 27.0 30.2 46.0 46.4 43.1 45.6 

60～69 歳 314 46.2 54.5 57.6 44.9 22.9 29.9 35.4 42.4 43.0 43.6 

70 歳以上 171 49.7 56.7 67.3 51.5 35.1 36.3 40.9 49.1 43.3 50.9 

 

区分 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
回

復
者
等
に
関
す
る
問
題 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
と
そ

の
家
族
に
関
す
る
問
題 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
に
関

す
る
問
題 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る

問
題 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
に
関
す
る
問
題 

性
同
一
性
障
が
い
者
（
身
体
的
な

性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
者
）

に
関
す
る
問
題 

性
的
指
向
（
異
性
愛
、
同
性
愛
、

両
性
愛
な
ど
）
に
関
す
る
問
題 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉
致
問
題 

そ
の
他 

無
回
答 

16～19 歳 19.6 26.1 30.4 39.1 45.7 26.1 26.1 28.3 2.2 8.7 

20～29 歳 31.8 36.4 44.3 51.1 54.5 43.2 43.2 42.0 4.5 3.4 

30～39 歳 24.1 34.5 39.1 47.7 55.2 30.5 26.4 37.9 1.7 4.6 

40～49 歳 20.9 25.1 31.9 43.3 49.0 22.1 20.9 37.3 2.3 4.9 

50～59 歳 26.6 28.2 33.9 48.4 63.3 21.0 19.4 46.0 2.0 4.0 

60～69 歳 22.0 24.2 30.6 43.6 52.2 19.1 18.5 58.0 1.9 6.1 

70 歳以上 30.4 37.4 41.5 56.7 57.3 32.7 28.7 78.4 2.9 1.8 
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【職業別】 

職業別でみると、他に比べ、臨時・パートの勤め（アルバイト、嘱託、派遣含む）、商工業・サ

ービス業の経営者・自営業者および家族従業者、家事専業者（専業主婦など）で「子どもに関す

る問題」の割合が、家事専業者（専業主婦など）、その他の職業、無職で「高齢者に関する問題」

の割合が、商工業・サービス業の経営者・自営業者および家族従業者、大学生・大学院生で「ハ

ラスメントなど職場での問題」の割合が、商工業・サービス業の経営者・自営業者および家族従

業者、自由業（開業医、弁護士、著述業など）、大学生・大学院生で「インターネットを悪用した

人権侵害に関する問題」の割合が、自由業（開業医、弁護士、著述業など）、無職で「北朝鮮当局

による拉致問題」の割合が高くなっています。また、自由業（開業医、弁護士、著述業など）で

「同和問題」「非正規雇用など雇用形態の問題」「ワーキング・プアの問題」の割合が、大学生・

大学院生で「在日外国人に関する問題」、「性同一性障がい者（身体的な性と心の性が一致しない

者）に関する問題」「性的指向（異性愛、同性愛、両性愛など）に関する問題」の割合が高くなっ

ています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
に
関
す
る
問
題 

子
ど
も
に
関
す
る
問
題 

高
齢
者
に
関
す
る
問
題 

障
が
い
者
に
関
す
る
問
題 

同
和
問
題 

在
日
外
国
人
に
関
す
る
問
題 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
職
場
で
の

問
題 

非
正
規
雇
用
な
ど
雇
用
形
態
の

問
題 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の
問
題 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題 

常雇いの勤め 407 43.5 53.1 53.3 44.0 26.8 31.7 46.7 41.0 45.2 41.0 

臨時・パートの勤
め（アルバイト、
嘱託、派遣含む） 

269 52.0 62.1 50.9 41.6 20.1 24.2 41.3 44.6 44.2 41.6 

農林漁業の自営
者および家族従
業者 

6 － 16.7 16.7 16.7 16.7 16.7 16.7 33.3 16.7 33.3 

商工業・サービ
ス業の経営者・
自営業者および
家族従業者 

47 53.2 61.7 55.3 46.8 34.0 40.4 55.3 46.8 44.7 42.6 

自 由 業 （ 開 業
医、弁護士、著
述業など） 

20 50.0 55.0 55.0 45.0 50.0 40.0 45.0 70.0 60.0 40.0 

家事専業者（専
業主婦など） 

220 54.5 61.8 60.9 48.6 25.0 27.7 43.2 43.2 44.1 42.3 

高校生 26 34.6 53.8 34.6 34.6 15.4 34.6 30.8 34.6 15.4 11.5 

大学生・大学院
生 

42 50.0 47.6 40.5 35.7 21.4 50.0 57.1 47.6 40.5 42.9 

専修学校・各種
学校生 

4 75.0 75.0 75.0 75.0 25.0 25.0 50.0 25.0 25.0 50.0 

その他の職業 27 48.1 59.3 63.0 48.1 40.7 29.6 48.1 44.4 48.1 51.9 

無職 226 44.2 52.2 64.2 45.1 27.0 32.3 32.7 48.2 39.8 49.1 
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【職業別（つづき）】 

 

単位：％ 

区分 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
回

復
者
等
に
関
す
る
問
題 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
と
そ

の
家
族
に
関
す
る
問
題 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
に
関

す
る
問
題 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る

問
題 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
に
関
す
る
問
題 

性
同
一
性
障
が
い
者
（
身
体
的
な

性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
者
）

に
関
す
る
問
題 

性
的
指
向
（
異
性
愛
、
同
性
愛
、

両
性
愛
な
ど
）
に
関
す
る
問
題 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉
致
問
題 

そ
の
他 

無
回
答 

常雇いの勤め 23.3 28.0 34.6 46.2 53.6 22.4 22.6 38.6 2.0 4.2 

臨時・パートの勤
め（アルバイト、
嘱託、派遣含む） 

22.3 24.9 33.5 43.1 54.6 24.5 21.2 49.8 1.1 4.1 

農林漁業の自営
者および家族従
業者 

16.7 33.3 33.3 33.3 50.0 16.7 16.7 16.7 － 16.7 

商工業・ サービ
ス業の経営者・
自営業者および
家族従業者 

40.4 27.7 31.9 40.4 61.7 27.7 17.0 55.3 2.1 4.3 

自由業（開業医、
弁護士、著述業
など） 

25.0 40.0 45.0 55.0 60.0 25.0 25.0 65.0 5.0 － 

家事専業者（専
業主婦など） 

25.5 31.8 37.3 49.1 57.3 28.6 26.4 55.5 1.4 4.5 

高校生 23.1 34.6 34.6 34.6 42.3 26.9 23.1 23.1 3.8 7.7 

大学生・大学院
生 

28.6 33.3 42.9 57.1 61.9 40.5 45.2 50.0 4.8 9.5 

専修学校・各種
学校生 

25.0 75.0 50.0 25.0 25.0 25.0 25.0 － － 25.0 

その他の職業 33.3 37.0 40.7 48.1 55.6 33.3 33.3 48.1 － 11.1 

無職 22.6 29.2 32.7 51.8 53.1 22.6 19.9 65.0 4.4 4.4 
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②身近にあるもの 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「ハラスメントなど職場での問題」の割合が高くなっていま

す。また、女性で「女性に関する問題」の割合が高く、約３割となっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
に
関
す
る
問
題 

子
ど
も
に
関
す
る
問
題 

高
齢
者
に
関
す
る
問
題 

障
が
い
者
に
関
す
る
問
題 

同
和
問
題 

在
日
外
国
人
に
関
す
る
問
題 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
職
場
で
の

問
題 

非
正
規
雇
用
な
ど
雇
用
形
態
の

問
題 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の
問
題 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題 

男性 519 18.9 25.8 39.7 23.1 9.6 11.6 22.7 21.2 14.6 12.9 

女性 765 28.8 30.5 41.3 24.2 8.6 10.3 17.4 20.8 13.6 11.0 

選択しない 25 28.0 28.0 40.0 24.0 8.0 12.0 28.0 16.0 12.0 4.0 

 

区分 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
回

復
者
等
に
関
す
る
問
題 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
と
そ

の
家
族
に
関
す
る
問
題 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
に
関

す
る
問
題 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る

問
題 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
に
関
す
る
問
題 

性
同
一
性
障
が
い
者
（
身
体
的
な

性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
者
）

に
関
す
る
問
題 

性
的
指
向
（
異
性
愛
、
同
性
愛
、

両
性
愛
な
ど
）
に
関
す
る
問
題 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉
致
問
題 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 4.4 4.0 3.5 18.7 13.7 6.4 5.2 3.9 2.9 34.1 

女性 4.3 4.2 4.6 18.2 14.5 5.8 5.0 3.1 1.7 30.8 

選択しない 4.0 4.0 4.0 24.0 20.0 12.0 16.0 － 4.0 40.0 
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【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が下がるにつれ「インターネットを悪用した人権侵害に関する問題」の

割合が高くなっており、16～19 歳で約３割となっています。また、他に比べ、30～39 歳で「女性

に関する問題」「子どもに関する問題」「ハラスメントなど職場での問題」の割合が、16～19 歳で

「障がい者に関する問題」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
に
関
す
る
問
題 

子
ど
も
に
関
す
る
問
題 

高
齢
者
に
関
す
る
問
題 

障
が
い
者
に
関
す
る
問
題 

同
和
問
題 

在
日
外
国
人
に
関
す
る
問
題 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
職
場
で
の

問
題 

非
正
規
雇
用
な
ど
雇
用
形
態
の

問
題 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の
問
題 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題 

16～19 歳 46 28.3 37.0 43.5 45.7 6.5 19.6 13.0 15.2 15.2 17.4 

20～29 歳 88 29.5 25.0 35.2 25.0 10.2 11.4 22.7 27.3 21.6 12.5 

30～39 歳 174 39.1 44.3 42.5 24.7 13.2 10.9 28.7 26.4 20.7 10.9 

40～49 歳 263 33.5 40.7 44.9 25.5 6.8 13.3 24.3 26.2 16.7 9.5 

50～59 歳 248 23.8 26.2 45.2 25.0 4.8 5.6 21.8 19.4 13.7 11.7 

60～69 歳 314 15.0 17.5 39.2 18.8 11.1 12.4 14.6 18.2 9.6 11.8 

70 歳以上 171 14.0 16.4 31.0 19.9 10.5 9.4 9.9 11.7 7.0 12.3 

 

区分 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
回

復
者
等
に
関
す
る
問
題 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
と
そ

の
家
族
に
関
す
る
問
題 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
に
関

す
る
問
題 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る

問
題 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
に
関
す
る
問
題 

性
同
一
性
障
が
い
者
（
身
体
的
な

性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
者
）

に
関
す
る
問
題 

性
的
指
向
（
異
性
愛
、
同
性
愛
、

両
性
愛
な
ど
）
に
関
す
る
問
題 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉
致
問
題 

そ
の
他 

無
回
答 

16～19 歳 6.5 4.3 6.5 30.4 30.4 15.2 13.0 6.5 4.3 21.7 

20～29 歳 8.0 6.8 3.4 25.0 25.0 13.6 10.2 5.7 3.4 26.1 

30～39 歳 4.6 4.6 4.6 23.0 18.4 8.0 8.6 6.9 2.3 23.6 

40～49 歳 2.7 3.8 2.7 18.6 16.3 4.9 3.0 1.9 1.9 25.5 

50～59 歳 3.2 2.8 3.6 18.5 10.9 4.4 4.0 2.4 2.8 31.0 

60～69 歳 6.4 5.7 4.8 15.3 10.8 5.7 4.5 2.2 1.6 38.5 

70 歳以上 2.3 2.3 5.3 12.9 7.6 2.9 3.5 2.3 1.8 46.8 
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【職業別】 

職業別でみると、他に比べ、高校生、大学生・大学院生で「性同一性障がい者（身体的な性と

心の性が一致しない者）に関する問題」「性的指向（異性愛、同性愛、両性愛など）に関する問題」

の割合が高くなっています。また、常雇いの勤めで「ハラスメントなど職場での問題」の割合が、

臨時・パートの勤め（アルバイト、嘱託、派遣含む）で「非正規雇用など雇用形態の問題」の割

合が、自由業（開業医、弁護士、著述業など）で「高齢者に関する問題」「ワーキング・プアの問

題」の割合が、高校生で「障がい者に関する問題」「在日外国人に関する問題」「生活保護に関す

る問題」の割合が、大学生・大学院生で「同和問題」「プライバシー保護に関する問題」の割合が、

その他の職業で「北朝鮮当局による拉致問題」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
に
関
す
る
問
題 

子
ど
も
に
関
す
る
問
題 

高
齢
者
に
関
す
る
問
題 

障
が
い
者
に
関
す
る
問
題 

同
和
問
題 

在
日
外
国
人
に
関
す
る
問
題 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
職
場
で
の

問
題 

非
正
規
雇
用
な
ど
雇
用
形
態
の

問
題 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
の
問
題 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題 

常雇いの勤め 407 29.5 32.9 43.5 23.6 9.8 12.0 31.0 21.4 15.2 13.5 

臨時・パートの勤
め（アルバイト、
嘱託、派遣含む） 

269 28.6 32.3 43.9 24.5 7.4 10.0 22.7 33.1 18.2 10.0 

農林漁業の自営
者および家族従
業者 

6 33.3 50.0 50.0 16.7 － － 16.7 16.7 － 16.7 

商工業・サービス
業の経営者・ 自
営業者および家
族従業者 

47 25.5 21.3 44.7 25.5 4.3 12.8 8.5 19.1 19.1 14.9 

自由業（開業医、
弁護士、著述業
など） 

20 25.0 25.0 55.0 25.0 10.0 10.0 25.0 20.0 25.0 15.0 

家事専業者（ 専
業主婦など） 

220 21.8 24.1 40.0 20.5 9.1 10.5 9.1 16.4 8.6 8.6 

高校生 26 23.1 34.6 46.2 42.3 3.8 26.9 19.2 11.5 11.5 19.2 

大学生・大学院
生 

42 31.0 33.3 35.7 35.7 16.7 11.9 14.3 21.4 19.0 14.3 

専修学校・ 各種
学校生 

4 25.0 25.0 － － － － 25.0 25.0 25.0 － 

その他の職業 27 22.2 37.0 33.3 25.9 3.7 3.7 18.5 22.2 14.8 7.4 

無職 226 14.2 19.0 31.9 20.8 9.7 8.4 8.8 11.1 9.3 10.6 
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【職業別（つづき）】 

 

単位：％ 

区分 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
回

復
者
等
に
関
す
る
問
題 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
と
そ

の
家
族
に
関
す
る
問
題 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
に
関

す
る
問
題 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る

問
題 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
に
関
す
る
問
題 

性
同
一
性
障
が
い
者
（
身
体
的
な

性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
者
）

に
関
す
る
問
題 

性
的
指
向
（
異
性
愛
、
同
性
愛
、

両
性
愛
な
ど
）
に
関
す
る
問
題 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉
致
問
題 

そ
の
他 

無
回
答 

常雇いの勤め 4.9 4.9 3.4 20.1 12.5 6.4 4.7 3.4 1.7 28.3 

臨時・パートの勤
め（アルバイト、
嘱託、派遣含む） 

4.1 4.1 4.8 20.8 16.0 6.3 5.9 3.0 3.7 26.4 

農林漁業の自営
者および家族従
業者 

－ － － 50.0 16.7 － － － － 33.3 

商工業・サービス
業の経営者・ 自
営業者および家
族従業者 

2.1 2.1 4.3 10.6 12.8 8.5 6.4 4.3 － 36.2 

自由業（開業医、
弁護士、著述業
など） 

－ － － 15.0 10.0 － － － 10.0 25.0 

家事専業者（ 専
業主婦など） 

4.5 3.2 4.5 17.3 14.1 5.9 5.5 2.3 1.4 33.2 

高校生 7.7 3.8 3.8 23.1 26.9 15.4 11.5 7.7 3.8 23.1 

大学生・大学院
生 

7.1 9.5 7.1 35.7 40.5 14.3 11.9 9.5 － 26.2 

専修学校・ 各種
学校生 

－ － － － － － － － － 75.0 

その他の職業 7.4 3.7 3.7 22.2 18.5 7.4 － 14.8 3.7 29.6 

無職 3.5 3.5 4.0 11.1 8.8 3.5 4.9 2.2 2.2 47.3 
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（３）人権全般（感じ方） 

問３ あなたは、「人権」ということをどの程度身近に感じておられますか。 

（いずれか１つに○） 

「非常に身近に感じる」と「身近に感じる」をあわせた“身近に感じる”の割合が 38.8％、「あ

まり身近に感じない」と「まったく身近に感じない」をあわせた“身近に感じない”の割合が 45.9％

となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、“身近に感じる”の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

 

【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

非常に身近に感じる 身近に感じる あまり身近に感じない

まったく身近に感じない どちらともいえない 無回答

N =

　 1,333 7.1 31.7 41.4 4.5 13.1 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

7.1

6.7

4.0

30.8

32.2

24.0

44.1

40.5

40.0

4.6

4.2

12.0

11.4

14.1

20.0

1.9

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,401 4.0 26.5 51.0 5.6 9.0 4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、女性の 16～29 歳で“身近に感じる”の割合が高く、５割とな

っています。また、男性の 30～39 歳で“身近に感じない”の割合が高く、約６割となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

非常に身近に感じる 身近に感じる あまり身近に感じない

まったく身近に感じない どちらともいえない 無回答

N =

男性　16～19歳 19

　　　　20～29歳 41

　　　　30～39歳 62

　　　　40～49歳 87

　　　　50～59歳 95

　　　　60～69歳 132

　　　　70歳以上 80

女性　16～19歳 26

　　　　20～29歳 46

　　　　30～39歳 108

　　　　40～49歳 166

　　　　50～59歳 147

　　　　60～69歳 179

　　　　70歳以上 88

選択しない
       　16～19歳

1

　　　　20～29歳 1

　　　　30～39歳 4

　　　　40～49歳 8

　　　　50～59歳 5

　　　　60～69歳 2

　　　　70歳以上 3

14.6

6.5

8.0

4.2

7.6

6.3

3.8

13.0

2.8

7.2

10.2

5.0

5.7

20.0

36.8

22.0

27.4

29.9

30.5

36.4

30.0

46.2

37.0

32.4

38.6

20.4

30.2

36.4

50.0

25.0

20.0

33.3

31.6

41.5

53.2

40.2

42.1

40.2

53.8

23.1

30.4

44.4

32.5

45.6

47.5

39.8

100.0

100.0

25.0

37.5

40.0

50.0

5.3

2.4

8.1

5.7

4.2

3.8

3.8

3.8

2.2

5.6

3.6

4.8

2.8

5.7

12.5

50.0

33.3

26.3

14.6

1.6

14.9

15.8

11.4

5.0

23.1

13.0

14.8

17.5

15.6

10.6

10.2

25.0

25.0

20.0

33.3

4.9

3.2

1.1

3.2

0.8

1.3

4.3

0.6

3.4

3.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【職業別】 

職業別でみると、他に比べ、自由業（開業医、弁護士、著述業など）、高校生で“身近に感じる”

の割合が高く、約５割となっています。また、家事専業者（専業主婦など）、無職で“身近に感じ

ない”の割合が高く、約５割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

非常に身近に感じる 身近に感じる あまり身近に感じない

まったく身近に感じない どちらともいえない 無回答

N =

常雇いの勤め 411

臨時・パートの勤め
（アルバイト、嘱託、
  派遣含む）

270

農林漁業の自営者
および家族従業者

6

商工業・サービス業
の経営者・自営業者
および家族従業者

47

自由業
（開業医、弁護士、
  著述業など）

20

家事専業者
（専業主婦など）

222

高校生 27

大学生・大学院生 42

専修学校・各種学校生 4

その他の職業 28

無職 226

5.1

5.9

8.5

5.0

6.8

3.7

19.0

17.9

8.0

35.5

30.0

33.3

34.0

45.0

26.6

44.4

21.4

50.0

35.7

29.2

40.4

42.6

50.0

42.6

40.0

48.2

25.9

38.1

50.0

25.0

42.5

5.1

4.1

16.7

4.3

4.1

3.7

4.8

3.6

4.9

12.9

14.8

10.6

10.0

10.8

22.2

16.7

10.7

12.8

1.0

2.6

3.6

7.1

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（４）人権全般（人権尊重の意味） 

問４ 「人権が尊重される」ということは、どういうことだと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

「個人として尊重される」の割合が 68.4％と最も高く、次いで「差別されない、平等である」

の割合が 65.5％、「健康で文化的な最低限度の生活を送ることができる」の割合が 53.2％となっ

ています。 

平成 25 年度調査と比較すると、すべての項目の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

国家などの権力から干渉され

ず、自由に生活できる

差別されない、平等である

個人として尊重される

個人の持つ可能性を発揮する

機会が認められる

多様な価値観が認められる

健康で文化的な最低限度の生

活を送ることができる

その他

無回答

34.1

65.5

68.4

36.7

49.4

53.2

1.2

2.2

23.5

56.2

59.1

28.6

35.3

45.0

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 1,333）

平成25年度調査 （N = 1,401）
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「個人の持つ可能性を発揮する機会が認められる」の割合が

高く、約４割となっています。また、女性で「差別されない、平等である」「個人として尊重され

る」の割合が高く、約７割となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

国
家
な
ど
の
権
力
か
ら
干
渉
さ

れ
ず
、
自
由
に
生
活
で
き
る 

差
別
さ
れ
な
い
、
平
等
で
あ
る 

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る 

個
人
の
持
つ
可
能
性
を
発
揮
す

る
機
会
が
認
め
ら
れ
る 

多
様
な
価
値
観
が
認
め
ら
れ
る 

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 519 37.4 62.4 65.7 40.5 48.7 50.7 2.3 1.9 

女性 765 32.5 67.5 71.0 33.6 49.4 54.5 0.3 1.8 

選択しない 25 24.0 64.0 56.0 44.0 52.0 68.0 4.0 8.0 
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、女性の 16～19 歳、30～39 歳で「個人として尊重される」の割合が高く、

約８割となっています。また、女性の 20～49 歳で「多様な価値観が認められる」の割合が、男性

の 20～29 歳、50～59 歳で「個人の持つ可能性を発揮する機会が認められる」の割合が高くなっ

ています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

国
家
な
ど
の
権
力
か
ら
干
渉
さ

れ
ず
、
自
由
に
生
活
で
き
る 

差
別
さ
れ
な
い
、
平
等
で
あ
る 

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る 

個
人
の
持
つ
可
能
性
を
発
揮
す

る
機
会
が
認
め
ら
れ
る 

多
様
な
価
値
観
が
認
め
ら
れ
る 

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 16～19 歳 19 31.6 63.2 73.7 42.1 52.6 47.4 － － 

    20～29 歳 41 43.9 63.4 68.3 48.8 51.2 43.9 4.9 4.9 

    30～39 歳 62 25.8 66.1 67.7 32.3 56.5 48.4 1.6 3.2 

    40～49 歳 87 32.2 60.9 59.8 35.6 48.3 44.8 3.4 1.1 

    50～59 歳 95 35.8 61.1 72.6 50.5 47.4 41.1 1.1 2.1 

    60～69 歳 132 42.4 61.4 65.2 37.1 43.9 57.6 3.0 0.8 

    70 歳以上 80 42.5 63.8 60.0 40.0 50.0 62.5 1.3 1.3 

女性 16～19 歳 26 34.6 57.7 80.8 26.9 34.6 30.8 － － 

    20～29 歳 46 30.4 60.9 73.9 39.1 58.7 54.3 － 2.2 

    30～39 歳 108 22.2 75.0 77.8 36.1 62.0 45.4 － 0.9 

    40～49 歳 166 33.1 70.5 75.3 36.7 57.8 56.0 0.6 0.6 

    50～59 歳 147 33.3 63.9 70.7 32.0 44.9 51.0 － 1.4 

    60～69 歳 179 35.2 65.9 65.4 31.3 44.1 62.0 0.6 3.9 

    70 歳以上 88 38.6 69.3 62.5 31.8 36.4 61.4 － 1.1 

選択しない 
    16～19 歳 

1 － － 100.0 － － 100.0 － － 

    20～29 歳 1 － 100.0 100.0 100.0 100.0 － － － 

    30～39 歳 4 － 75.0 75.0 50.0 75.0 75.0 － － 

    40～49 歳 8 － 50.0 37.5 25.0 37.5 37.5 12.5 25.0 

    50～59 歳 5 80.0 80.0 80.0 80.0 60.0 100.0 － － 

    60～69 歳 2 － 50.0 50.0 － 100.0 50.0 － － 

    70 歳以上 3 33.3 66.7 － 33.3 － 100.0 － － 

 

  



48 

（５）自分の人権侵害の有無 

問５ あなたは、ここ５年ぐらいの間に、自分の人権が侵害されたと思われたことがあ

りますか。（いずれか１つに○） 

「ない」の割合が 72.3％と最も高く、次いで「ある」の割合が 14.3％、「わからない」の割合

が 11.8％となっています。 

平成 25 年度調査、平成 16 年度調査と比較すると大きな変化はみられません。 

奈良県調査との比較は、選択肢が異なるため参考とします。 

内閣府調査と比較すると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

 

【奈良県調査】 

 

 

 

 

 

 

【内閣府調査】 

 

 

 

 

 

  

ある ない わからない 無回答

N =

　 1,333 14.3 72.3 11.8 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,401 10.3 74.7 12.7 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,219 9.4 81.9 8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,758 15.9 84.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

ある ない わからない 無回答

N =

1,996 18.4 76.2 5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答
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【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある ない わからない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

14.1

14.2

20.0

74.0

72.3

48.0

11.0

11.9

28.0

1.0

1.6

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、男性の 30～39 歳、女性の 20～29 歳で「ある」の割合が高く、約３割と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある ない わからない 無回答

N =

男性　16～19歳 19

　　　　20～29歳 41

　　　　30～39歳 62

　　　　40～49歳 87

　　　　50～59歳 95

　　　　60～69歳 132

　　　　70歳以上 80

女性　16～19歳 26

　　　　20～29歳 46

　　　　30～39歳 108

　　　　40～49歳 166

　　　　50～59歳 147

　　　　60～69歳 179

　　　　70歳以上 88

選択しない
         16～19歳

1

　　　　20～29歳 1

　　　　30～39歳 4

　　　　40～49歳 8

　　　　50～59歳 5

　　　　60～69歳 2

　　　　70歳以上 3

10.5

17.1

29.0

14.9

17.9

9.8

2.5

11.5

28.3

13.9

17.5

19.7

8.9

4.5

37.5

40.0

78.9

58.5

54.8

69.0

68.4

85.6

90.0

69.2

54.3

72.2

71.7

63.3

78.2

86.4

100.0

50.0

50.0

20.0

100.0

66.7

10.5

22.0

14.5

14.9

12.6

4.5

6.3

19.2

15.2

13.9

10.8

15.6

8.9

6.8

100.0

50.0

12.5

40.0

33.3

2.4

1.6

1.1

1.1

1.3

2.2

1.4

3.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【職業別】 

職業別でみると、他に比べ、臨時・パートの勤め（アルバイト、嘱託、派遣含む）で「ある」

の割合が高く、約２割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある ない わからない 無回答

N =

常雇いの勤め 411

臨時・パートの勤め
（アルバイト、嘱託、
  派遣含む）

270

農林漁業の自営者
および家族従業者

6

商工業・サービス業
の経営者・自営業者
および家族従業者

47

自由業
（開業医、弁護士、
  著述業など）

20

家事専業者
（専業主婦など）

222

高校生 27

大学生・大学院生 42

専修学校・各種学校生 4

その他の職業 28

無職 226

16.1

19.6

14.9

10.0

9.0

11.1

14.3

25.0

21.4

9.7

68.6

66.7

83.3

70.2

80.0

78.4

74.1

78.6

75.0

60.7

80.5

14.6

13.0

14.9

5.0

10.4

14.8

7.1

14.3

7.5

0.7

0.7

16.7

5.0

2.3

3.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（６）人権侵害の内容 
問５で「１ ある」と答えた方におうかがいします。 

問６－（１）それはどのような内容でしたか。（○はいくつでも） 

「働いている場で雇用主や上司などから不当な待遇を受けた」の割合が 39.8％と最も高く、次

いで「うわさをたてられたり、悪口、かげ口をいわれたりした」の割合が 30.9％、「責任や義務

のないことをやらされた」の割合が 12.6％となっています。 

平成25年度調査と比較すると、「身近な人から暴力や虐待を受けた」の割合が減少しています。

また、平成 16 年度調査と比較すると、「働いている場で雇用主や上司などから不当な待遇を受け

た」の割合が増加し、「うわさをたてられたり、悪口、かげ口をいわれたりした」「役所や警察な

ど、公的機関で不当な扱いを受けた」「プライバシーを侵害された」が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

働いている場で雇用主や上

司などから不当な待遇を受

けた

就職のとき、差別的な扱いを

受けた

社会福祉施設等で不当な扱

いを受けた

プライバシーを侵害された

ストーカーやつきまといを受

けた

性的いやがらせ（セクシュア

ル・ハラスメント）を受けた

配偶者や恋人からの暴力（ド

メスティック・バイオレンス）を

受けた

その他

おぼえていない

無回答

39.8

5.2

0.5

11.0

3.1

6.3

3.1

9.4

0.5

2.1

42.1

6.9

1.4

13.1

5.5

8.3

12.4

0.7

27.0

2.2

1.4

18.8

5.2

4.9

7.6

11.7

4.6

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 191）

平成25年度調査 （N = 145）

平成16年度調査 （N = 367）

％

うわさをたてられたり、悪口、

かげ口をいわれたりした

インターネット上で、悪口、か

げ口をかかれたりした

役所や警察など、公的機関

で不当な扱いを受けた

権利の行使を妨害された

責任や義務のないことをや

らされた

犯罪や不法行為のぬれぎぬ

を着せられた

地域社会で仲間はずれにさ

れた

アパートなどの住宅への入

居を断られた

学校でいじめられたり、仲間

はずれにされたりした

身近な人から暴力や虐待を

受けた

30.9

6.3

7.3

4.7

12.6

1.6

4.7

1.0

4.2

4.7

33.8

8.3

6.9

9.0

2.8

4.1

0.7

2.8

9.7

46.9

12.5

7.9

14.2

3.0

4.6

1.6

5.7

5.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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※参考 

【奈良県調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 114 ％

学歴・出身校

職業

収入・財産

身体の障害

知的障害

精神の障害

同和地区出身

国籍・人種・民族

病歴

宗教

思想・信条

逮捕・犯罪歴

女性であること・男性であること

母子・父子家庭、両親なし

理由は分からない

その他

無回答

3.5

8.8

5.3

3.5

0.9

3.5

2.6

2.6

0.9

1.8

7.0

0.0

15.8

4.4

12.3

16.7

10.5

0 5 10 15 20 25 30
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「うわさをたてられたり、悪口、かげ口をいわれたりした」

「役所や警察など、公的機関で不当な扱いを受けた」「権利の行使を妨害された」「就職のとき、

差別的な扱いを受けた」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

う
わ
さ
を
た
て
ら
れ
た
り
、
悪
口
、 

か
げ
口
を
い
わ
れ
た
り
し
た 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
悪
口
、 

か
げ
口
を
か
か
れ
た
り
し
た 

役
所
や
警
察
な
ど
、
公
的
機
関
で 

不
当
な
扱
い
を
受
け
た 

権
利
の
行
使
を
妨
害
さ
れ
た 

責
任
や
義
務
の
な
い
こ
と
を 

や
ら
さ
れ
た 

犯
罪
や
不
法
行
為
の
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を

着
せ
ら
れ
た 

地
域
社
会
で
仲
間
は
ず
れ
に 

さ
れ
た 

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
住
宅
へ
の
入
居 

を
断
ら
れ
た 

学
校
で
い
じ
め
ら
れ
た
り
、 

仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
た
り
し
た 

身
近
な
人
か
ら
暴
力
や
虐
待
を 

受
け
た 

男性 73 34.2 8.2 11.0 9.6 15.1 4.1 5.5 1.4 5.5 2.7 

女性 109 28.4 5.5 5.5 0.9 11.9 － 4.6 0.9 3.7 5.5 

選択しない 5 20.0 － － 20.0 － － － － － 20.0 

 

区分 

働
い
て
い
る
場
で
雇
用
主
や
上
司 

な
ど
か
ら
不
当
な
待
遇
を
受
け
た 

就
職
の
と
き
、
差
別
的
な
扱
い
を 

受
け
た 

社
会
福
祉
施
設
等
で
不
当
な 

扱
い
を
受
け
た 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
さ
れ
た 

ス
ト
ー
カ
ー
や
つ
き
ま
と
い
を 

受
け
た 

性
的
い
や
が
ら
せ
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・ 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
を
受
け
た 

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
を
受
け
た 

そ
の
他 

お
ぼ
え
て
い
な
い 

無
回
答 

男性 41.1 9.6 － 9.6 1.4 4.1 1.4 8.2 － － 

女性 37.6 2.8 0.9 11.9 4.6 8.3 4.6 11.0 0.9 3.7 

選択しない 40.0 － － 20.0 － － － － － － 
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、60～69 歳で「うわさをたてられたり、悪口、かげ口をいわれたり

した」の割合が高く、約４割となっています。また、20～39 歳で「インターネット上で、悪口、

かげ口をかかれたりした」の割合が、20～29 歳で「性的いやがらせ（セクシュアル・ハラスメン

ト）を受けた」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

う
わ
さ
を
た
て
ら
れ
た
り
、
悪
口
、 

か
げ
口
を
い
わ
れ
た
り
し
た 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
悪
口
、 

か
げ
口
を
か
か
れ
た
り
し
た 

役
所
や
警
察
な
ど
、
公
的
機
関
で 

不
当
な
扱
い
を
受
け
た 

権
利
の
行
使
を
妨
害
さ
れ
た 

責
任
や
義
務
の
な
い
こ
と
を 

や
ら
さ
れ
た 

犯
罪
や
不
法
行
為
の
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を

着
せ
ら
れ
た 

地
域
社
会
で
仲
間
は
ず
れ
に 

さ
れ
た 

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
住
宅
へ
の
入
居 

を
断
ら
れ
た 

学
校
で
い
じ
め
ら
れ
た
り
、 

仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
た
り
し
た 

身
近
な
人
か
ら
暴
力
や
虐
待
を 

受
け
た 

16～19 歳 5 60.0 40.0 － － 20.0 20.0 － － 60.0 － 

20～29 歳 20 20.0 10.0 5.0 10.0 15.0 － － － － 10.0 

30～39 歳 33 33.3 12.1 9.1 9.1 15.2 6.1 6.1 － 3.0 6.1 

40～49 歳 45 33.3 4.4 13.3 2.2 13.3 － 2.2 － 4.4 2.2 

50～59 歳 48 20.8 4.2 6.3 2.1 8.3 － 8.3 2.1 2.1 6.3 

60～69 歳 29 37.9 － － 3.4 17.2 － 6.9 3.4 － － 

70 歳以上 6 50.0 － － － － － － － 16.7 16.7 

 

区分 

働
い
て
い
る
場
で
雇
用
主
や
上
司 

な
ど
か
ら
不
当
な
待
遇
を
受
け
た 

就
職
の
と
き
、
差
別
的
な
扱
い
を 

受
け
た 

社
会
福
祉
施
設
等
で
不
当
な 

扱
い
を
受
け
た 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
さ
れ
た 

ス
ト
ー
カ
ー
や
つ
き
ま
と
い
を 

受
け
た 

性
的
い
や
が
ら
せ
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・ 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
を
受
け
た 

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
を
受
け
た 

そ
の
他 

お
ぼ
え
て
い
な
い 

無
回
答 

16～19 歳 － － － 40.0 － － － 20.0 － － 

20～29 歳 45.0 10.0 － 5.0 － 15.0 5.0 15.0 － 10.0 

30～39 歳 42.4 12.1 － 12.1 6.1 9.1 6.1 9.1 － － 

40～49 歳 46.7 2.2 － 13.3 2.2 4.4 － 11.1 2.2 － 

50～59 歳 41.7 － 2.1 6.3 6.3 6.3 4.2 2.1 － 4.2 

60～69 歳 27.6 3.4 － 10.3 － 3.4 － 13.8 － － 

70 歳以上 － 16.7 － 33.3 － － 16.7 16.7 － － 
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【職業別】 

職業別でみると、他に比べ、臨時・パートの勤め（アルバイト、嘱託、派遣含む）で「役所や

警察など、公的機関で不当な扱いを受けた」「働いている場で雇用主や上司などから不当な待遇

を受けた」の割合が、家事専業者（専業主婦など）で「地域社会で仲間はずれにされた」「身近な

人から暴力や虐待を受けた」の割合が、無職で「うわさをたてられたり、悪口、かげ口をいわれ

たりした」「インターネット上で、悪口、かげ口をかかれたりした」「学校でいじめられたり、仲

間はずれにされたりした」「プライバシーを侵害された」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

う
わ
さ
を
た
て
ら
れ
た
り
、
悪
口
、

か
げ
口
を
い
わ
れ
た
り
し
た 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
悪
口
、
か

げ
口
を
か
か
れ
た
り
し
た 

役
所
や
警
察
な
ど
、
公
的
機
関
で
不

当
な
扱
い
を
受
け
た 

権
利
の
行
使
を
妨
害
さ
れ
た 

責
任
や
義
務
の
な
い
こ
と
を
や
ら

さ
れ
た 

犯
罪
や
不
法
行
為
の
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を

着
せ
ら
れ
た 

地
域
社
会
で
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ

た ア
パ
ー
ト
な
ど
の
住
宅
へ
の
入
居

を
断
ら
れ
た 

学
校
で
い
じ
め
ら
れ
た
り
、
仲
間
は

ず
れ
に
さ
れ
た
り
し
た 

身
近
な
人
か
ら
暴
力
や
虐
待
を
受

け
た 

常雇いの勤め 66 25.8 6.1 6.1 4.5 15.2 － 1.5 － － 3.0 

臨時・パートの勤
め（アルバイト、
嘱託、派遣含む） 

52 26.9 5.8 11.5 3.8 7.7 3.8 － － 5.8 1.9 

農林漁業の自営
者および家族従
業者 

－ － － － － － － － － － － 

商工業・ サービ
ス業の経営者・
自営業者および
家族従業者 

7 28.6 － 14.3 28.6 14.3 － 14.3 － － － 

自由業（開業医、
弁護士、著述業
など） 

2 － － 50.0 － － － 50.0 － － － 

家事専業者（専
業主婦など） 

20 45.0 － 5.0 － 15.0 － 15.0 － － 20.0 

高校生 2 100.0 － － － － － － － 100.0 － 

大学生・大学院
生 

6 － － － － 16.7 － － － － 16.7 

専修学校・各種
学校生 

1 － － 100.0 － － － － － － － 

その他の職業 6 16.7 － － － － － 16.7 － － － 

無職 22 50.0 18.2 － 4.5 18.2 4.5 9.1 9.1 13.6 4.5 

 

  



57 

 

【職業別（つづき）】 

 

単位：％ 

区分 

働
い
て
い
る
場
で
雇
用
主
や
上
司

な
ど
か
ら
不
当
な
待
遇
を
受
け
た 

就
職
の
と
き
、
差
別
的
な
扱
い
を
受

け
た 

社
会
福
祉
施
設
等
で
不
当
な
扱
い

を
受
け
た 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
さ
れ
た 

ス
ト
ー
カ
ー
や
つ
き
ま
と
い
を
受

け
た 

性
的
い
や
が
ら
せ
（
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
を
受
け
た 

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
を

受
け
た 

そ
の
他 

お
ぼ
え
て
い
な
い 

無
回
答 

常雇いの勤め 40.9 7.6 1.5 4.5 1.5 7.6 4.5 12.1 － 1.5 

臨時・パートの勤
め（アルバイト、
嘱託、派遣含む） 

50.0 5.8 － 11.5 5.8 9.6 1.9 3.8 1.9 3.8 

農林漁業の自営
者および家族従
業者 

－ － － － － － － － － － 

商工業・ サービ
ス業の経営者・
自営業者および
家族従業者 

42.9 － － － － － － － － － 

自由業（開業医、
弁護士、著述業
など） 

－ － － － － － － － － － 

家事専業者（専
業主婦など） 

10.0 － － 20.0 － 5.0 5.0 15.0 － － 

高校生 － － － － － － － － － － 

大学生・大学院
生 

50.0 16.7 － 16.7 － － － 33.3 － 16.7 

専修学校・各種
学校生 

100.0 － － 100.0 － － － － － － 

その他の職業 50.0 － － － 16.7 － － 50.0 － － 

無職 27.3 4.5 － 27.3 4.5 4.5 4.5 － － － 

 

  



58 

（７）対処方法 

問６－（２）そのとき、どうされましたか。（○はいくつでも） 

「だまってがまんした（特になにもしなかった）」の割合が 49.7％と最も高く、次いで「友人、

同僚や上司に相談した」の割合が 36.1％、「親、きょうだい、子どもや親せきに相談した」の割

合が 27.2％となっています。 

平成 16 年度調査、平成 25 年度調査と比較すると、「だまってがまんした（特になにもしなか

った）」が増加している。また、平成 16 年度調査と比較すると、「親、きょうだい、子どもや親せ

きに相談した」「自分で処理(解決) した」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

親、きょうだい、子どもや親せき

に相談した

友人、同僚や上司に相談した

法務局に相談した

人権擁護委員に相談した

県の担当者に相談した

市の担当者に相談した

弁護士に相談した

警察に相談した

民間団体などに相談した

新聞などマスコミに相談した

自分で処理( 解決) した

だまってがまんした（特になにも

しなかった）

その他

おぼえていない

無回答

27.2

36.1

1.0

1.0

2.1

2.6

3.7

2.1

1.6

0.5

19.4

49.7

7.3

0.0

0.0

29.0

33.8

0.7

0.7

0.7

2.8

4.1

6.9

0.7

0.0

21.4

28.3

8.3

1.4

34.9

39.2

0.8

0.3

0.8

2.7

6.8

4.6

0.8

0.3

29.4

37.3

7.4

2.5

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 191）

平成25年度調査 （N = 145）

平成16年度調査 （N = 367）
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※参考 

【奈良県調査】 

人権侵害の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N =

114 12.3
2.6

0.9 14.9 17.5 45.6
2.6

0.9 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相手に直接抗議した 相手に対抗措置をした（やりかえし等）

訴えた（マスコミや行政、裁判、警察） 相談した

無視した 黙って我慢した

逃げた その他

無回答

N = 17 ％

友人や身近な人

家族

弁護士

職場の窓口

警察

地域の有力者

学校の先生（窓口）

議員や政党

市町村の窓口

県の窓口

民間の人権団体

新聞などマスコミ

法務局や人権擁護委員

その他

無回答

52.9

35.3

11.8

11.8

11.8

5.9

5.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.9

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「自分で処理( 解決) した」「だまってがまんした（特になに

もしなかった）」の割合が高くなっています。また、女性で「親、きょうだい、子どもや親せきに

相談した」「友人、同僚や上司に相談した」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

親
、
き
ょ
う
だ
い
、
子
ど
も
や 

親
せ
き
に
相
談
し
た 

友
人
、
同
僚
や
上
司
に
相
談
し
た 

法
務
局
に
相
談
し
た 

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
た 

県
の
担
当
者
に
相
談
し
た 

市
の
担
当
者
に
相
談
し
た 

弁
護
士
に
相
談
し
た 

男性 73 12.3 20.5 2.7 2.7 1.4 4.1 4.1 

女性 109 38.5 45.9 － － 1.8 1.8 3.7 

選択しない 5 － 60.0 － － － － － 

 

区分 

警
察
に
相
談
し
た 

民
間
団
体
な
ど
に
相
談
し
た 

新
聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ
に
相
談
し
た 

自
分
で
処
理(

 

解
決) 

し
た 

だ
ま
っ
て
が
ま
ん
し
た 

（
特
に
な
に
も
し
な
か
っ
た
） 

そ
の
他 

お
ぼ
え
て
い
な
い 

無
回
答 

男性 2.7 1.4 1.4 24.7 57.5 6.8 － － 

女性 1.8 1.8 － 12.8 45.9 8.3 － － 

選択しない － － － 40.0 20.0 － － － 
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、60～69 歳で「だまってがまんした（特になにもしなかった）」の

割合が高く、５割台半ばとなっています。また、20～29 歳で「親、きょうだい、子どもや親せき

に相談した」「友人、同僚や上司に相談した」の割合が高く、４割台半ばとなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

親
、
き
ょ
う
だ
い
、
子
ど
も
や 

親
せ
き
に
相
談
し
た 

友
人
、
同
僚
や
上
司
に
相
談
し
た 

法
務
局
に
相
談
し
た 

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
た 

県
の
担
当
者
に
相
談
し
た 

市
の
担
当
者
に
相
談
し
た 

弁
護
士
に
相
談
し
た 

16～19 歳 5 40.0 40.0 － － － － － 

20～29 歳 20 45.0 45.0 － － － 5.0 － 

30～39 歳 33 33.3 39.4 3.0 － － 6.1 3.0 

40～49 歳 45 33.3 40.0 － － － 2.2 4.4 

50～59 歳 48 14.6 37.5 － － 4.2 － 2.1 

60～69 歳 29 20.7 24.1 3.4 3.4 3.4 3.4 6.9 

70 歳以上 6 16.7 － － － － － － 

 

区分 

警
察
に
相
談
し
た 

民
間
団
体
な
ど
に
相
談
し
た 

新
聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ
に
相
談
し
た 

自
分
で
処
理(

 

解
決) 

し
た 

だ
ま
っ
て
が
ま
ん
し
た
（
特
に
な
に

も
し
な
か
っ
た
） 

そ
の
他 

お
ぼ
え
て
い
な
い 

無
回
答 

16～19 歳 － － － 20.0 60.0 20.0 － － 

20～29 歳 － － － 10.0 35.0 － － － 

30～39 歳 3.0 － － 15.2 51.5 － － － 

40～49 歳 4.4 － － 20.0 48.9 6.7 － － 

50～59 歳 － 4.2 － 22.9 47.9 10.4 － － 

60～69 歳 － － － 20.7 55.2 17.2 － － 

70 歳以上 16.7 － － － 83.3 － － － 
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（８）対処しなかった理由 
問６－（２）で「12 だまってがまんした（特になにもしなかった）」と答えられた方におたずねします。 

問６－（３） その理由はなぜですか。（あてはまるものすべてに○） 

「抗議や対抗措置ができる相手ではなかった」の割合が 31.6％と最も高く、次いで「我慢でき

る程度の事柄だった」の割合が 26.3％、「相談したかったが、誰に相談してよいか分からなかっ

た」「人間関係を壊したくなかった」の割合が 24.2％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「我慢できる程度の事柄だった」「人間関係を壊したくなかっ

た」「過去に相談、訴えたりしたが役に立たなかった」の割合が増加し、「抗議や対抗措置ができ

る相手ではなかった」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
平成30年度調査 （N = 95）

平成25年度調査 （N = 41）

％

相談したかったが、誰に相談し

てよいか分からなかった

抗議や対抗措置ができる相手

ではなかった

我慢できる程度の事柄だった

人間関係を壊したくなかった

人に言える事柄ではなかった

相談機関に相談すると、プライ

バシーが守られないと思った

過去に相談、訴えたりしたが役

に立たなかった

その他

無回答

24.2

31.6

26.3

24.2

8.4

9.5

23.2

23.2

1.1

19.5

39.0

17.1

14.6

7.3

4.9

9.8

19.5

0 10 20 30 40 50
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※参考 

【奈良県調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N =

75 18.7 14.7 30.7 6.7 12.0 1.3 9.3 6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

我慢できる程度の事柄だった

人間関係をこわしたくなかった

抗議や対抗措置ができる相手ではなかった

人に言える事柄ではなかった

相談したかったが、誰に相談してよいか分からなかった

相談機関に相談するとプライバシーが守られない

過去に相談したり、訴えたりしたが、役に立たなかった

その他

無回答
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「抗議や対抗措置ができる相手ではなかった」「人に言える事

柄ではなかった」「過去に相談、訴えたりしたが役に立たなかった」の割合が高くなっています。

また、女性で「人間関係を壊したくなかった」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

相
談
し
た
か
っ
た
が
、
誰
に 

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら

な
か
っ
た 

抗
議
や
対
抗
措
置
が
で
き

る
相
手
で
は
な
か
っ
た 

我
慢
で
き
る
程
度
の
事
柄

だ
っ
た 

人
間
関
係
を
壊
し
た
く
な

か
っ
た 

人
に
言
え
る
事
柄
で
は
な

か
っ
た 

相
談
機
関
に
相
談
す
る
と
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ

な
い
と
思
っ
た 

過
去
に
相
談
、
訴
え
た
り
し

た
が
役
に
立
た
な
か
っ
た 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 42 26.2 42.9 26.2 14.3 11.9 9.5 28.6 26.2 2.4 

女性 50 22.0 22.0 28.0 32.0 6.0 10.0 18.0 20.0 － 

選択しない 1 － 100.0 － － － － － － － 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、60～69 歳で「我慢できる程度の事柄だった」の割合が高く、約４

割となっています。また、40～49 歳で「相談したかったが、誰に相談してよいか分からなかった」

の割合が、30～39 歳で「相談機関に相談すると、プライバシーが守られないと思った」の割合が

高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

相
談
し
た
か
っ
た
が
、
誰
に

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら

な
か
っ
た 

抗
議
や
対
抗
措
置
が
で
き

る
相
手
で
は
な
か
っ
た 

我
慢
で
き
る
程
度
の
事
柄

だ
っ
た 

人
間
関
係
を
壊
し
た
く
な

か
っ
た 

人
に
言
え
る
事
柄
で
は
な

か
っ
た 

相
談
機
関
に
相
談
す
る
と
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ

な
い
と
思
っ
た 

過
去
に
相
談
、
訴
え
た
り
し

た
が
役
に
立
た
な
か
っ
た 

そ
の
他 

無
回
答 

16～19 歳 3 33.3 － 33.3 33.3 33.3 33.3 － 33.3 － 

20～29 歳 7 14.3 42.9 42.9 14.3 － － － 28.6 － 

30～39 歳 17 29.4 29.4 23.5 11.8 17.6 29.4 29.4 29.4 5.9 

40～49 歳 22 36.4 40.9 13.6 27.3 4.5 4.5 31.8 22.7 － 

50～59 歳 23 21.7 26.1 26.1 34.8 8.7 4.3 13.0 21.7 － 

60～69 歳 16 － 43.8 43.8 6.3 6.3 － 31.3 6.3 － 

70 歳以上 5 40.0 － 20.0 60.0 － 20.0 20.0 40.0 － 
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３ 主な人権課題について 

（１）女性に関する人権問題 

問７ あなたは、女性に関する人権問題について、現時点で特に問題があると思われる

のはどのようなことですか。（〇は３つまで） 

「男女ともに、働きながら、家事や子育て・介護などを両立できる環境が整備されていないこ

と」の割合が 59.6％と最も高く、次いで「雇用、昇進、昇給などで男女が差別されること」の割

合が 31.0％、「「男は仕事、女は家庭」という男女の固定的な役割分担意識があること」の割合が

25.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

「男は仕事、女は家庭」という男女の固定的な

役割分担意識があること

雇用、昇進、昇給などで男女が差別される

こと

女性の社会進出のための支援制度の不備

男女ともに、働きながら、家事や子育て・介護など

を両立できる環境が整備されていないこと

配偶者や恋人からの暴力

（ドメスティック・バイオレンス）

性的いやがらせ（セクシュアル・ハラスメント）

職場において妊娠や出産者に対する嫌がらせ
（マタニティ・ハラスメント）

ストーカー行為

売春・買春、援助交際

痴漢やわいせつ行為などの性犯罪

メディアによる女性のヌード写真の掲載

地域の慣習やしきたりに女性の参加制限がある

こと

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

25.7

31.0

24.6

59.6

8.3

13.4

9.6

9.7

5.9

18.0

3.3

6.9

1.4

3.7

2.6

5.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「性的いやがらせ（セクシュアル・ハラスメント）」「ストー

カー行為」の割合が高くなっています。また、女性で「男女ともに、働きながら、家事や子育て・

介護などを両立できる環境が整備されていないこと」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う 

男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
が 

あ
る
こ
と 

雇
用
、
昇
進
、
昇
給
な
ど
で
男
女
が 

差
別
さ
れ
る
こ
と 

女
性
の
社
会
進
出
の
た
め
の
支
援 

制
度
の
不
備 

男
女
と
も
に
、
働
き
な
が
ら
、
家
事
や 

子
育
て
・
介
護
な
ど
を
両
立
で
き
る 

環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と 

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力 

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
） 

性
的
い
や
が
ら
せ 

（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
） 

職
場
に
お
い
て
妊
娠
や
出
産
者
に 

対
す
る
嫌
が
ら
せ 

（
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
） 

ス
ト
ー
カ
ー
行
為 

男性 519 26.0 29.9 23.3 53.2 8.7 16.6 10.4 13.1 

女性 765 25.9 32.0 25.8 64.3 7.8 11.2 9.2 7.7 

選択しない 25 20.0 28.0 16.0 48.0 8.0 16.0 12.0 4.0 

 

区分 

売
春
・
買
春
、
援
助
交
際 

痴
漢
や
わ
い
せ
つ
行
為
な
ど
の 

性
犯
罪 

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
女
性
の 

ヌ
ー
ド
写
真
の
掲
載 

地
域
の
慣
習
や
し
き
た
り
に
女
性
の 

参
加
制
限
が
あ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 7.1 16.6 2.5 9.6 2.1 3.3 2.9 4.0 

女性 4.6 18.2 3.5 5.1 1.0 3.9 2.4 5.5 

選択しない 8.0 36.0 4.0 8.0 － 8.0 4.0 4.0 

 

  



67 

 

【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、女性の 30～39 歳で「男女ともに、働きながら、家事や子育

て・介護などを両立できる環境が整備されていないこと」の割合が高く、７割台半ばとなってい

ます。また、男性の 16～19 歳で「「男は仕事、女は家庭」という男女の固定的な役割分担意識が

あること」の割合が、女性の 16～19 歳で「雇用、昇進、昇給などで男女が差別されること」の割

合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う 

男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
が 

あ
る
こ
と 

雇
用
、
昇
進
、
昇
給
な
ど
で
男
女
が 

差
別
さ
れ
る
こ
と 

女
性
の
社
会
進
出
の
た
め
の
支
援 

制
度
の
不
備 

男
女
と
も
に
、
働
き
な
が
ら
、
家
事
や 

子
育
て
・
介
護
な
ど
を
両
立
で
き
る 

環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と 

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力 

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
） 

性
的
い
や
が
ら
せ 

（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
） 

職
場
に
お
い
て
妊
娠
や
出
産
者
に 

対
す
る
嫌
が
ら
せ 

（
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
） 

ス
ト
ー
カ
ー
行
為 

男性 16～19 歳 19 47.4 26.3 － 21.1 5.3 26.3 5.3 10.5 

    20～29 歳 41 29.3 22.0 29.3 51.2 9.8 14.6 12.2 17.1 

    30～39 歳 62 32.3 14.5 21.0 48.4 11.3 16.1 22.6 14.5 

    40～49 歳 87 27.6 20.7 20.7 51.7 11.5 17.2 11.5 11.5 

    50～59 歳 95 27.4 25.3 25.3 56.8 14.7 18.9 6.3 21.1 

    60～69 歳 132 18.9 43.9 28.8 61.4 1.5 18.2 6.8 10.6 

    70 歳以上 80 22.5 40.0 17.5 50.0 7.5 10.0 10.0 7.5 

女性 16～19 歳 26 26.9 46.2 11.5 57.7 7.7 11.5 11.5 19.2 

    20～29 歳 46 30.4 30.4 32.6 63.0 4.3 15.2 15.2 19.6 

    30～39 歳 108 24.1 28.7 33.3 74.1 3.7 13.9 15.7 7.4 

    40～49 歳 166 23.5 29.5 19.9 62.0 11.4 16.9 9.6 7.8 

    50～59 歳 147 21.1 33.3 27.9 64.6 6.8 9.5 11.6 7.5 

    60～69 歳 179 29.6 31.8 26.3 64.8 6.7 5.6 3.4 4.5 

    70 歳以上 88 30.7 35.2 23.9 60.2 10.2 9.1 4.5 4.5 

選択しない 
    16～19 歳 

1 － － － 100.0 － － － － 

    20～29 歳 1 － － － － － － － － 

    30～39 歳 4 25.0 25.0 50.0 75.0 25.0 25.0 － － 

    40～49 歳 8 12.5 37.5 12.5 37.5 － 25.0 25.0 － 

    50～59 歳 5 20.0 40.0 20.0 60.0 20.0 － 20.0 20.0 

    60～69 歳 2 50.0 50.0 － － － － － － 

    70 歳以上 3 － － － 33.3 － － － － 
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【性・年齢別】（つづき） 

 

単位：％ 

区分 

売
春
・
買
春
、
援
助
交
際 

痴
漢
や
わ
い
せ
つ
行
為
な
ど
の 

性
犯
罪 

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
女
性
の 

ヌ
ー
ド
写
真
の
掲
載 

地
域
の
慣
習
や
し
き
た
り
に
女
性
の 

参
加
制
限
が
あ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 16～19 歳 15.8 15.8 － 15.8 － 5.3 5.3 10.5 

    20～29 歳 14.6 22.0 2.4 7.3 2.4 2.4 4.9 2.4 

    30～39 歳 8.1 14.5 6.5 4.8 6.5 － 4.8 6.5 

    40～49 歳 － 23.0 － 9.2 2.3 2.3 3.4 4.6 

    50～59 歳 8.4 16.8 4.2 11.6 1.1 1.1 2.1 － 

    60～69 歳 6.1 10.6 2.3 10.6 1.5 3.8 2.3 2.3 

    70 歳以上 7.5 17.5 1.3 10.0 1.3 8.8 1.3 8.8 

女性 16～19 歳 3.8 23.1 － 11.5 － － 11.5 － 

    20～29 歳 － 17.4 2.2 4.3 － 2.2 6.5 － 

    30～39 歳 2.8 21.3 2.8 2.8 0.9 1.9 0.9 3.7 

    40～49 歳 6.6 24.1 3.0 3.0 1.8 5.4 1.8 5.4 

    50～59 歳 3.4 18.4 3.4 8.2 2.0 2.7 1.4 6.8 

    60～69 歳 3.9 12.3 3.9 6.7 － 4.5 2.2 8.4 

    70 歳以上 9.1 13.6 6.8 2.3 1.1 6.8 2.3 4.5 

選択しない 
    16～19 歳 

－ 100.0 － － － － － － 

    20～29 歳 － － － － － － 100.0 － 

    30～39 歳 － 75.0 － － － － － － 

    40～49 歳 12.5 25.0 － 12.5 － 12.5 － － 

    50～59 歳 20.0 40.0 － － － － － － 

    60～69 歳 － 50.0 50.0 50.0 － － － － 

    70 歳以上 － － － － － 33.3 － 33.3 
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（２）子どもに関する人権問題 

問８ あなたは、子どもに関する人権問題について、現時点で特に問題があると思われ

るのはどのようなことですか。（〇は３つまで） 

「子ども同士のいじめ」の割合が 51.8％と最も高く、次いで「親による子どもの体罰・虐待」

の割合が 43.3％、「子どもの貧困問題」の割合が 29.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

子ども同士のいじめ

親による子どもの体罰・虐待

子どもの貧困問題

進路選択などで、子どもの意思を無視すること

成績や学歴だけで判断すること

学校での教師による体罰や差別的な扱い

ビデオ、インターネット（パソコン、スマートフォン

など）での子どもを取り巻く性情報のはんらん

インターネットでの特定個人への誹謗中傷

児童買春や子どものヌード写真・映像を撮影や

所持すること

家庭、学校、地域の連携が弱く、子どもを育てる

環境が孤立していること

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

51.8

43.3

29.9

7.3

24.5

10.8

21.8

22.5

10.5

14.7

1.3

1.3

2.6

4.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、女性で「ビデオ、インターネット（パソコン、スマートフォンなど）

での子どもを取り巻く性情報のはんらん」「児童買春や子どものヌード写真・映像を撮影や所持

すること」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

子
ど
も
同
士
の
い
じ
め 

親
に
よ
る
子
ど
も
の
体
罰
・
虐
待 

子
ど
も
の
貧
困
問
題 

進
路
選
択
な
ど
で
、
子
ど
も
の
意
思
を

無
視
す
る
こ
と 

成
績
や
学
歴
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と 

学
校
で
の
教
師
に
よ
る
体
罰
や
差
別
的

な
扱
い 

ビ
デ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
）
で
の
子

ど
も
を
取
り
巻
く
性
情
報
の
は
ん
ら
ん 

男性 519 51.8 42.4 31.2 7.9 25.6 10.4 18.3 

女性 765 52.3 43.9 29.3 6.8 24.1 10.7 24.2 

選択しない 25 40.0 56.0 24.0 12.0 20.0 20.0 16.0 

 

区分 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
特
定
個
人
へ
の

誹
謗
中
傷 

児
童
買
春
や
子
ど
も
の
ヌ
ー
ド
写
真
・

映
像
を
撮
影
や
所
持
す
る
こ
と 

家
庭
、
学
校
、
地
域
の
連
携
が
弱
く
、

子
ど
も
を
育
て
る
環
境
が
孤
立
し
て
い

る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 21.0 7.1 16.6 1.9 1.7 2.5 3.3 

女性 23.1 12.7 13.9 0.9 1.0 2.5 5.4 

選択しない 28.0 8.0 12.0 － － 4.0 － 
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、女性の 16～19 歳で「成績や学歴だけで判断すること」の割合

が高く、約４割となっています。また、男性の 16～19 歳で「進路選択などで、子どもの意思を無

視すること」の割合が、女性の 30～39 歳で「インターネットでの特定個人への誹謗中傷」の割合

が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

子
ど
も
同
士
の
い
じ
め 

親
に
よ
る
子
ど
も
の
体
罰
・
虐
待 

子
ど
も
の
貧
困
問
題 

進
路
選
択
な
ど
で
、
子
ど
も
の
意
思
を

無
視
す
る
こ
と 

成
績
や
学
歴
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と 

学
校
で
の
教
師
に
よ
る
体
罰
や
差
別
的

な
扱
い 

ビ
デ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
）
で
の
子

ど
も
を
取
り
巻
く
性
情
報
の
は
ん
ら
ん 

男性 16～19 歳 19 57.9 47.4 5.3 26.3 31.6 21.1 － 

    20～29 歳 41 48.8 53.7 19.5 17.1 36.6 12.2 19.5 

    30～39 歳 62 56.5 46.8 37.1 4.8 19.4 8.1 16.1 

    40～49 歳 87 52.9 43.7 29.9 4.6 17.2 9.2 11.5 

    50～59 歳 95 57.9 36.8 37.9 7.4 22.1 8.4 21.1 

    60～69 歳 132 48.5 41.7 29.5 6.8 28.0 10.6 22.0 

    70 歳以上 80 45.0 38.8 36.3 7.5 33.8 11.3 22.5 

女性 16～19 歳 26 46.2 46.2 26.9 19.2 42.3 19.2 － 

    20～29 歳 46 56.5 32.6 26.1 17.4 23.9 19.6 21.7 

    30～39 歳 108 58.3 49.1 31.5 5.6 12.0 15.7 25.9 

    40～49 歳 166 53.6 43.4 32.5 4.8 19.3 10.2 27.1 

    50～59 歳 147 50.3 46.3 33.3 7.5 22.4 4.8 26.5 

    60～69 歳 179 50.3 41.3 25.7 4.5 28.5 8.4 22.3 

    70 歳以上 88 50.0 45.5 22.7 6.8 36.4 11.4 26.1 

選択しない 
    16～19 歳 

1 100.0 100.0 － － － － － 

    20～29 歳 1 － － － － － － － 

    30～39 歳 4 50.0 75.0 － 25.0 － 25.0 25.0 

    40～49 歳 8 12.5 50.0 25.0 － 25.0 25.0 12.5 

    50～59 歳 5 20.0 60.0 40.0 40.0 20.0 20.0 20.0 

    60～69 歳 2 50.0 50.0 50.0 － 50.0 － 50.0 

    70 歳以上 3 100.0 33.3 33.3 － 33.3 33.3 － 
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【性・年齢別】（つづき） 

 

単位：％ 

区分 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
特
定
個
人
へ
の

誹
謗
中
傷 

児
童
買
春
や
子
ど
も
の
ヌ
ー
ド
写
真
・

映
像
を
撮
影
や
所
持
す
る
こ
と 

家
庭
、
学
校
、
地
域
の
連
携
が
弱
く
、

子
ど
も
を
育
て
る
環
境
が
孤
立
し
て
い

る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 16～19 歳 15.8 － － － － － 10.5 

    20～29 歳 19.5 4.9 14.6 9.8 － 4.9 4.9 

    30～39 歳 21.0 4.8 22.6 6.5 － 3.2 4.8 

    40～49 歳 25.3 9.2 9.2 － 3.4 3.4 3.4 

    50～59 歳 27.4 9.5 15.8 － 1.1 1.1 － 

    60～69 歳 14.4 6.8 22.0 0.8 3.0 3.0 3.0 

    70 歳以上 21.3 6.3 15.0 1.3 1.3 1.3 3.8 

女性 16～19 歳 11.5 3.8 11.5 － － 7.7 － 

    20～29 歳 21.7 13.0 19.6 － － 2.2 2.2 

    30～39 歳 30.6 10.2 13.9 3.7 － 1.9 4.6 

    40～49 歳 23.5 16.3 12.0 1.2 1.8 1.2 5.4 

    50～59 歳 25.2 15.0 10.9 0.7 0.7 2.0 5.4 

    60～69 歳 19.0 12.3 13.4 － 1.1 3.9 7.8 

    70 歳以上 21.6 9.1 21.6 － 1.1 2.3 4.5 

選択しない 
16～19 歳 

100.0 － － － － － － 

    20～29 歳 － － － － － 100.0 － 

    30～39 歳 50.0 － － － － － － 

    40～49 歳 37.5 12.5 12.5 － － － － 

    50～59 歳 20.0 20.0 － － － － － 

    60～69 歳 － － 50.0 － － － － 

    70 歳以上 － － － － － － － 

 

  



73 

 

【世帯構成別】 

世帯構成別でみると、他に比べ、ひとり暮らし世帯、夫婦だけの世帯、ひとり親と子どもから

なる世帯で「子どもの貧困問題」の割合が高く、３割台半ばとなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

子
ど
も
同
士
の
い
じ
め 

親
に
よ
る
子
ど
も
の
体
罰
・
虐
待 

子
ど
も
の
貧
困
問
題 

進
路
選
択
な
ど
で
、
子
ど
も
の
意
思
を

無
視
す
る
こ
と 

成
績
や
学
歴
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と 

学
校
で
の
教
師
に
よ
る
体
罰
や
差
別
的

な
扱
い 

ビ
デ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
）
で
の
子

ど
も
を
取
り
巻
く
性
情
報
の
は
ん
ら
ん 

ひとり暮らし世帯 85 45.9 45.9 34.1 4.7 22.4 8.2 20.0 

夫婦だけの世帯 368 50.0 42.1 34.0 6.3 27.7 12.0 21.5 

夫婦と子どもからなる世帯 636 55.7 45.0 26.6 8.2 21.9 9.9 23.0 

親と子ども、孫からなる世帯 97 42.3 44.3 26.8 8.2 29.9 13.4 19.6 

ひとり親と子どもからなる世帯 60 53.3 43.3 35.0 11.7 30.0 8.3 16.7 

その他 58 48.3 31.0 34.5 3.4 20.7 10.3 19.0 

 

区分 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
特
定
個
人
へ
の

誹
謗
中
傷 

児
童
買
春
や
子
ど
も
の
ヌ
ー
ド
写
真
・

映
像
を
撮
影
や
所
持
す
る
こ
と 

家
庭
、
学
校
、
地
域
の
連
携
が
弱
く
、

子
ど
も
を
育
て
る
環
境
が
孤
立
し
て
い

る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

ひとり暮らし世帯 17.6 9.4 17.6 － 3.5 3.5 9.4  

夫婦だけの世帯 19.6 10.6 16.8 0.5 1.1 2.7 4.9  

夫婦と子どもからなる世帯 24.4 11.3 13.2 1.7 1.1 1.6 3.8  

親と子ども、孫からなる世帯 21.6 11.3 16.5 2.1 2.1 4.1 4.1  

ひとり親と子どもからなる世帯 21.7 10.0 11.7 1.7 － 1.7 6.7  

その他 27.6 3.4 17.2 1.7 － 8.6 1.7  
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（３）高齢者に関する人権問題 

問９ あなたは、高齢者に関する人権問題について、現時点で特に問題があると思われ

るのはどのようなことですか。（〇は３つまで） 

「家庭や施設での介護を支援する制度が十分でないこと」の割合が 44.1％と最も高く、次いで

「経済的に自立が困難なこと」の割合が 27.3％、「近所や地域の人とのふれあいや理解を深める

機会が少なく孤立していること」の割合が 27.0％となっています。 

内閣府調査との比較は、選択肢が異なることと回答数が異なることから参考とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

近所や地域の人とのふれあいや理解を深める

機会が少なく孤立していること

経済的に自立が困難なこと

働ける能力を発揮する機会が少ないこと

悪徳商法の被害が多いこと

家族が世話することを避けたり、家族から虐待

を受けたりすること

家族以外の関係者から虐待を受けること

家庭や施設での介護を支援する制度が十分

でないこと

高齢者の意見や行動を尊重しないこと

道路の環境整備や公共施設、乗り物、建物の

設備などにおいて、高齢者が暮らしやすいまち

づくり・住宅づくりが進んでいないこと

情報を高齢者にわかりやすい形にして伝える

配慮が足りないこと

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

27.0

27.3

23.8

25.9

15.4

8.6

44.1

4.6

23.6

18.1

1.6

3.8

2.7

4.2

0 10 20 30 40 50
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【内閣府調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,758 ％

働く能力を発揮する機会が少ないこと

差別的な言動をされること

悪徳商法、特殊詐欺の被害が多いこと

アパート等への入居を拒否されること

家庭内での看護や介護において嫌がらせや

虐待を受けること

病院での看護や養護施設において劣悪な

処遇や虐待を受けること

高齢者が邪魔者扱いされ、つまはじきに

されること

高齢者の意見や行動が尊重されないこと

経済的に自立が困難なこと

その他

特にない

わからない

32.7

13.3

55.0

19.2

29.5

38.7

29.2

18.0

37.8

0.3

5.6

2.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【性 別】 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

近
所
や
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
理

解
を
深
め
る
機
会
が
少
な
く
孤
立
し
て

い
る
こ
と 

経
済
的
に
自
立
が
困
難
な
こ
と 

働
け
る
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
が
少
な

い
こ
と 

悪
徳
商
法
の
被
害
が
多
い
こ
と 

家
族
が
世
話
す
る
こ
と
を
避
け
た
り
、

家
族
か
ら
虐
待
を
受
け
た
り
す
る
こ
と 

家
族
以
外
の
関
係
者
か
ら
虐
待
を
受
け

る
こ
と 

家
庭
や
施
設
で
の
介
護
を
支
援
す
る
制

度
が
十
分
で
な
い
こ
と 

男性 519 28.9 28.5 24.3 23.9 16.4 7.7 41.6 

女性 765 26.4 27.2 23.3 27.2 15.2 8.9 46.0 

選択しない 25 8.0 16.0 32.0 24.0 12.0 12.0 36.0 

 

区分 

高
齢
者
の
意
見
や
行
動
を
尊
重
し
な
い

こ
と 

道
路
の
環
境
整
備
や
公
共
施
設
、
乗
り

物
、
建
物
の
設
備
な
ど
に
お
い
て
、
高

齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
・

住
宅
づ
く
り
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と 

情
報
を
高
齢
者
に
わ
か
り
や
す
い
形
に

し
て
伝
え
る
配
慮
が
足
り
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

男性 3.9 20.8 15.2 2.1 5.4 3.3 2.9  

女性 5.0 24.7 20.0 1.0 2.9 2.2 4.7  

選択しない 4.0 40.0 20.0 4.0 － 8.0 8.0  
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、女性の 30～39 歳で「近所や地域の人とのふれあいや理解を深

める機会が少なく孤立していること」「働ける能力を発揮する機会が少ないこと」の割合が高く

なっています。また、女性の 60～69 歳で「道路の環境整備や公共施設、乗り物、建物の設備など

において、高齢者が暮らしやすいまちづくり・住宅づくりが進んでいないこと」の割合が、女性

の 70 歳以上で「情報を高齢者にわかりやすい形にして伝える配慮が足りないこと」の割合が高

くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

近
所
や
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
理

解
を
深
め
る
機
会
が
少
な
く
孤
立
し
て

い
る
こ
と 

経
済
的
に
自
立
が
困
難
な
こ
と 

働
け
る
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
が
少
な

い
こ
と 

悪
徳
商
法
の
被
害
が
多
い
こ
と 

家
族
が
世
話
す
る
こ
と
を
避
け
た
り
、

家
族
か
ら
虐
待
を
受
け
た
り
す
る
こ
と 

家
族
以
外
の
関
係
者
か
ら
虐
待
を
受
け

る
こ
と 

家
庭
や
施
設
で
の
介
護
を
支
援
す
る
制

度
が
十
分
で
な
い
こ
と 

男性 16～19 歳 19 31.6 10.5 10.5 26.3 5.3 15.8 15.8 

    20～29 歳 41 24.4 17.1 26.8 22.0 12.2 7.3 31.7 

    30～39 歳 62 35.5 37.1 24.2 14.5 24.2 12.9 38.7 

    40～49 歳 87 24.1 33.3 18.4 31.0 17.2 6.9 49.4 

    50～59 歳 95 30.5 34.7 23.2 31.6 14.7 8.4 51.6 

    60～69 歳 132 30.3 25.8 28.8 18.2 14.4 4.5 43.2 

    70 歳以上 80 26.3 23.8 25.0 23.8 20.0 6.3 32.5 

女性 16～19 歳 26 26.9 19.2 19.2 30.8 23.1 7.7 46.2 

    20～29 歳 46 23.9 21.7 15.2 32.6 19.6 8.7 54.3 

    30～39 歳 108 40.7 29.6 33.3 20.4 13.9 8.3 50.0 

    40～49 歳 166 27.1 32.5 27.1 26.5 15.7 7.2 50.0 

    50～59 歳 147 27.9 27.2 21.1 28.6 14.3 10.9 48.3 

    60～69 歳 179 17.9 26.3 19.6 26.8 14.5 8.4 40.8 

    70 歳以上 88 23.9 21.6 21.6 30.7 13.6 9.1 36.4 

選択しない 
16～19 歳 

1 － － 100.0 100.0 － － 100.0 

    20～29 歳 1 － － － － － － － 

    30～39 歳 4 － 25.0 － 75.0 － － 75.0 

    40～49 歳 8 － － 37.5 12.5 25.0 12.5 25.0 

    50～59 歳 5 － 40.0 20.0 － 20.0 40.0 60.0 

    60～69 歳 2 50.0 50.0 50.0 － － － － 

    70 歳以上 3 － － 66.7 － － － － 
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【性・年齢別（つづき）】 

単位：％      

区分 

高
齢
者
の
意
見
や
行
動
を
尊
重
し
な
い

こ
と 

道
路
の
環
境
整
備
や
公
共
施
設
、
乗
り

物
、
建
物
の
設
備
な
ど
に
お
い
て
、
高

齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
・

住
宅
づ
く
り
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と 

情
報
を
高
齢
者
に
わ
か
り
や
す
い
形
に

し
て
伝
え
る
配
慮
が
足
り
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

男性 16～19 歳 10.5 － 15.8 5.3 10.5 10.5 10.5  

    20～29 歳 7.3 34.1 9.8 4.9 12.2 4.9 2.4  

    30～39 歳 4.8 14.5 11.3 4.8 3.2 1.6 8.1  

    40～49 歳 2.3 11.5 11.5 2.3 5.7 3.4 1.1  

    50～59 歳 2.1 22.1 12.6 － 2.1 2.1 1.1  

    60～69 歳 3.0 23.5 18.9 1.5 6.1 3.8 1.5  

    70 歳以上 5.0 27.5 21.3 1.3 5.0 2.5 3.8  

女性 16～19 歳 11.5 23.1 3.8 － － 7.7 －  

    20～29 歳 2.2 23.9 13.0 － 6.5 2.2 2.2  

    30～39 歳 4.6 13.9 15.7 1.9 2.8 3.7 4.6  

    40～49 歳 3.0 24.1 21.1 1.8 1.8 1.8 3.6  

    50～59 歳 4.8 23.1 22.4 － 2.0 0.7 6.1  

    60～69 歳 5.6 33.5 18.4 1.1 3.4 2.2 6.1  

    70 歳以上 6.8 26.1 30.7 1.1 4.5 2.3 4.5  

選択しない 
    16～19 歳 

－ － － － － － －  

    20～29 歳 － － － － － 100.0 －  

    30～39 歳 25.0 25.0 25.0 － － － －  

    40～49 歳 － 50.0 25.0 12.5 － 12.5 12.5  

    50～59 歳 － 60.0 － － － － －  

    60～69 歳 － － － － － － 50.0  

    70 歳以上 － 66.7 33.3 － － － －  
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【世帯構成別】 

世帯構成別でみると、他に比べ、親と子ども、孫からなる世帯で「経済的に自立が困難なこと」

の割合が高く、３割台半ばとなっています。また、夫婦だけの世帯で「道路の環境整備や公共施

設、乗り物、建物の設備などにおいて、高齢者が暮らしやすいまちづくり・住宅づくりが進んで

いないこと」の割合が、ひとり暮らし世帯で「特に問題と思うことはない」の割合が高くなって

います。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

近
所
や
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
理

解
を
深
め
る
機
会
が
少
な
く
孤
立
し
て

い
る
こ
と 

経
済
的
に
自
立
が
困
難
な
こ
と 

働
け
る
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
が
少
な

い
こ
と 

悪
徳
商
法
の
被
害
が
多
い
こ
と 

家
族
が
世
話
す
る
こ
と
を
避
け
た
り
、

家
族
か
ら
虐
待
を
受
け
た
り
す
る
こ
と 

家
族
以
外
の
関
係
者
か
ら
虐
待
を
受
け

る
こ
と 

家
庭
や
施
設
で
の
介
護
を
支
援
す
る
制

度
が
十
分
で
な
い
こ
と 

ひとり暮らし世帯 85 27.1 28.2 25.9 27.1 18.8 8.2 32.9 

夫婦だけの世帯 368 28.5 24.2 24.7 24.7 13.6 8.4 43.2 

夫婦と子どもからなる世帯 636 27.4 26.6 24.2 27.5 16.0 9.0 46.4 

親と子ども、孫からなる世帯 97 26.8 35.1 19.6 23.7 17.5 7.2 41.2 

ひとり親と子どもからなる世帯 60 21.7 31.7 18.3 25.0 16.7 3.3 43.3 

その他 58 19.0 39.7 25.9 17.2 13.8 10.3 44.8 

 

 
区分 

高
齢
者
の
意
見
や
行
動
を
尊
重
し
な
い

こ
と 

道
路
の
環
境
整
備
や
公
共
施
設
、
乗
り
物
、

建
物
の
設
備
な
ど
に
お
い
て
、
高
齢
者
が

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
・
住
宅
づ
く

り
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と 

情
報
を
高
齢
者
に
わ
か
り
や
す
い
形
に

し
て
伝
え
る
配
慮
が
足
り
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

ひとり暮らし世帯 8.2 18.8 12.9 － 9.4 2.4 4.7  

夫婦だけの世帯 4.1 27.7 21.5 1.6 3.0 2.2 4.6  

夫婦と子どもからなる世帯 4.9 21.4 16.5 1.6 3.5 3.1 3.3  

親と子ども、孫からなる世帯 3.1 22.7 15.5 2.1 4.1 2.1 5.2  

ひとり親と子どもからなる世帯 3.3 21.7 23.3 － 6.7 3.3 6.7  

その他 1.7 27.6 15.5 5.2 1.7 3.4 5.2  
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（４）障がい者に関する人権問題 

問 10 あなたは、障がいのある人に関する人権問題について、現時点で特に問題がある

と思われるのはどのようなことですか。（〇は３つまで） 

「障がいのある人に対する人々の理解が十分でないこと」の割合が 59.2％と最も高く、次いで

「道路の段差や駅の階段など、外出に不便をともなうこと」の割合が 33.6％、「就職、職場での

生活で不利益を受けること」の割合が 26.5％となっています。 

内閣府調査との比較は、選択肢が異なることと回答数が異なることから参考とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

障がいのある人に対する人々の理解が
十分でないこと

差別的な発言や落書きなどをすること

就職、職場での生活で不利益を受ける

こと

道路の段差や駅の階段など、外出に

不便をともなうこと

障がいのある人の意見や行動が

軽視されること

家族が必要な支援をしなかったり、暴力、

暴言などの虐待をしたりすること

地域活動等に気軽に参加できないこと

障がいのある人の暮らしに適した住宅が

身近にないこと

障がいのある人の生活を支援する

福祉サービスが十分でないこと

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

59.2

11.3

26.5

33.6

13.7

10.4

6.2

11.3

24.2

2.5

3.0

7.0

4.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【内閣府調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,758 ％

職場、学校等で嫌がらせやいじめを受ける

こと

就職・職場で不利な扱いを受けること

差別的な言動をされること

アパート等への入居を拒否されること

宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を

拒否されること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

その他

特にない

わからない

35.0

29.1

49.0

9.7

6.2

31.7

0.5

9.6

19.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、女性で「道路の段差や駅の階段など、外出に不便をともなうこと」

の割合が高く、３割台半ばとなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る

人
々
の
理
解
が
十
分
で
な
い

こ
と 

差
別
的
な
発
言
や
落
書
き
な

ど
を
す
る
こ
と 

就
職
、
職
場
で
の
生
活
で
不
利

益
を
受
け
る
こ
と 

道
路
の
段
差
や
駅
の
階
段
な

ど
、
外
出
に
不
便
を
と
も
な
う

こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
の
意
見
や

行
動
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と 

家
族
が
必
要
な
支
援
を
し
な

か
っ
た
り
、
暴
力
、
暴
言
な
ど

の
虐
待
を
し
た
り
す
る
こ
と 

男性 519 59.0 12.5 25.4 29.1 13.1 10.2 

女性 765 59.6 10.8 27.5 36.5 14.2 10.5 

選択しない 25 60.0 4.0 20.0 44.0 12.0 8.0 

 

区分 

地
域
活
動
等
に
気
軽
に
参
加

で
き
な
い
こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
の
暮
ら
し

に
適
し
た
住
宅
が
身
近
に
な

い
こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
を

支
援
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

十
分
で
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な

い わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 7.1 11.2 25.4 3.5 3.3 6.6 3.3 

女性 5.8 11.0 23.4 1.8 2.9 7.3 4.4 

選択しない 8.0 16.0 16.0 4.0 － 12.0 － 
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、男性の 50～59 歳、女性の 30～39 歳で「障がいのある人に対する人々の

理解が十分でないこと」の割合が高く、６割台半ばとなっています。また、男性の 60～69 歳で

「障がいのある人の生活を支援する福祉サービスが十分でないこと」の割合が高く、３割台半ば

となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る

人
々
の
理
解
が
十
分
で
な
い

こ
と 

差
別
的
な
発
言
や
落
書
き
な

ど
を
す
る
こ
と 

就
職
、
職
場
で
の
生
活
で
不
利

益
を
受
け
る
こ
と 

道
路
の
段
差
や
駅
の
階
段
な

ど
、
外
出
に
不
便
を
と
も
な
う

こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
の
意
見
や

行
動
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と 

家
族
が
必
要
な
支
援
を
し
な

か
っ
た
り
、
暴
力
、
暴
言
な
ど

の
虐
待
を
し
た
り
す
る
こ
と 

男性 16～19 歳 19 47.4 21.1 15.8 10.5 26.3 － 

    20～29 歳 41 58.5 22.0 24.4 19.5 14.6 9.8 

    30～39 歳 62 64.5 8.1 30.6 22.6 16.1 11.3 

    40～49 歳 87 60.9 10.3 14.9 27.6 13.8 9.2 

    50～59 歳 95 64.2 16.8 24.2 34.7 13.7 10.5 

    60～69 歳 132 57.6 9.1 25.8 34.1 9.1 9.1 

    70 歳以上 80 52.5 12.5 35.0 28.8 12.5 15.0 

女性 16～19 歳 26 61.5 26.9 34.6 7.7 19.2 19.2 

    20～29 歳 46 56.5 15.2 32.6 32.6 19.6 10.9 

    30～39 歳 108 65.7 13.9 32.4 31.5 22.2 13.0 

    40～49 歳 166 58.4 20.5 30.1 38.0 12.0 13.9 

    50～59 歳 147 61.2 6.1 22.4 42.2 12.2 8.2 

    60～69 歳 179 59.8 3.9 27.4 38.0 13.4 5.6 

    70 歳以上 88 52.3 2.3 21.6 37.5 10.2 12.5 

選択しない 16～19 歳 1 － － － 100.0 － 100.0 

    20～29 歳 1 － － － － － － 

    30～39 歳 4 50.0 25.0 － 100.0 － － 

    40～49 歳 8 62.5 － 12.5 37.5 12.5 － 

    50～59 歳 5 80.0 － 20.0 40.0 － 20.0 

    60～69 歳 2 50.0 － 50.0 50.0 － － 

    70 歳以上 3 66.7 － 33.3 － 33.3 － 
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【性・年齢別（つづき）】 

単位：％ 

区分 

地
域
活
動
等
に
気
軽
に
参
加

で
き
な
い
こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
の
暮
ら
し

に
適
し
た
住
宅
が
身
近
に
な

い
こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
を

支
援
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

十
分
で
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な

い わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 16～19 歳 10.5 5.3 5.3 10.5 － 15.8 10.5 

    20～29 歳 9.8 17.1 12.2 4.9 4.9 7.3 4.9 

    30～39 歳 9.7 4.8 24.2 4.8 － 4.8 6.5 

    40～49 歳 6.9 10.3 21.8 6.9 3.4 8.0 2.3 

    50～59 歳 6.3 11.6 27.4 4.2 3.2 4.2 1.1 

    60～69 歳 5.3 12.1 34.8 － 4.5 6.8 2.3 

    70 歳以上 6.3 13.8 23.8 1.3 3.8 6.3 3.8 

女性 16～19 歳 7.7 11.5 3.8 3.8 3.8 11.5 － 

    20～29 歳 4.3 13.0 17.4 6.5 6.5 2.2 － 

    30～39 歳 5.6 6.5 23.1 0.9 0.9 5.6 3.7 

    40～49 歳 7.2 7.8 22.9 2.4 1.8 6.0 3.6 

    50～59 歳 6.8 12.9 20.4 1.4 3.4 6.8 4.8 

    60～69 歳 3.9 11.7 29.1 － 2.2 10.1 6.7 

    70 歳以上 5.7 17.0 28.4 3.4 4.5 9.1 5.7 

選択しない 16～19 歳 － 100.0 － － － － － 

    20～29 歳 － － － － － 100.0 － 

    30～39 歳 25.0 25.0 25.0 － － － － 

    40～49 歳 － 25.0 12.5 12.5 － 12.5 － 

    50～59 歳 － － 40.0 － － － － 

    60～69 歳 50.0 － － － － － － 

    70 歳以上 － － － － － 33.3 － 
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【世帯構成別】 

世帯構成別でみると、他に比べ、親と子ども、孫からなる世帯で「障がいのある人に対する人々

の理解が十分でないこと」の割合が高く、約７割となっています。また、夫婦だけの世帯で「道

路の段差や駅の階段など、外出に不便をともなうこと」の割合が高く、約４割となっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る

人
々
の
理
解
が
十
分
で
な
い

こ
と 

差
別
的
な
発
言
や
落
書
き
な

ど
を
す
る
こ
と 

就
職
、
職
場
で
の
生
活
で
不
利

益
を
受
け
る
こ
と 

道
路
の
段
差
や
駅
の
階
段
な

ど
、
外
出
に
不
便
を
と
も
な
う

こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
の
意
見
や

行
動
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と 

家
族
が
必
要
な
支
援
を
し
な

か
っ
た
り
、
暴
力
、
暴
言
な
ど

の
虐
待
を
し
た
り
す
る
こ
と 

ひとり暮らし世帯 85 54.1 11.8 25.9 32.9 14.1 12.9 

夫婦だけの世帯 368 55.2 9.0 25.5 37.8 11.7 9.2 

夫婦と子どもからなる世帯 636 62.9 13.1 28.1 32.2 14.8 9.1 

親と子ども、孫からなる世帯 97 67.0 11.3 22.7 29.9 14.4 16.5 

ひとり親と子どもからなる世帯 60 48.3 11.7 28.3 31.7 15.0 18.3 

その他 58 55.2 8.6 19.0 31.0 12.1 8.6 

 

区分 

地
域
活
動
等
に
気
軽
に
参
加

で
き
な
い
こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
の
暮
ら
し

に
適
し
た
住
宅
が
身
近
に
な

い
こ
と 

障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
を

支
援
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

十
分
で
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な

い わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

ひとり暮らし世帯 5.9 12.9 23.5 2.4 8.2 5.9 4.7 

夫婦だけの世帯 6.3 13.3 28.5 1.6 1.9 6.5 4.1 

夫婦と子どもからなる世帯 6.9 10.1 22.8 3.1 2.4 7.1 3.6 

親と子ども、孫からなる世帯 7.2 10.3 21.6 1.0 2.1 6.2 4.1 

ひとり親と子どもからなる世帯 5.0 5.0 11.7 3.3 6.7 11.7 5.0 

その他 1.7 13.8 24.1 3.4 5.2 10.3 5.2 
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（５）同和問題に関する人権問題 

問 11 あなたは、同和問題に関する人権問題について、現時点で特に問題があると思わ

れるのはどのようなことですか。（〇は３つまで） 

「差別的な言動やうわさ話」の割合が26.9％と最も高く、次いで「わからない」の割合が22.1％、

「結婚問題での周囲の反対」の割合が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

差別的な言動やうわさ話

インターネットを悪用した差別書き込みや

差別文書の掲載

就職・職場での差別、不利な扱い

結婚問題での周囲の反対

身元調査の実施

地域の付き合いでの差別、不利な扱い

同和地区への居住の敬遠

生活環境上の問題（住環境の未整備）

就労、産業面での問題（不安定就労など）

同和問題の理解不足につけ込み、高額図書を

売りつけるなどの「えせ同和行為」

同和問題についての関心が薄らいでいること

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

26.9

14.1

14.0

20.0

11.9

7.7

14.9

2.7

6.2

6.1

11.1

2.9

11.4

22.1

3.8

0 10 20 30 40 50
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「同和問題の理解不足につけ込み、高額図書を売りつけるな

どの「えせ同和行為」」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

差
別
的
な
言
動
や
う
わ
さ
話 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

た
差
別
書
き
込
み
や
差
別
文

書
の
掲
載 

就
職
・
職
場
で
の
差
別
、
不
利

な
扱
い 

結
婚
問
題
で
の
周
囲
の
反
対 

身
元
調
査
の
実
施 

地
域
の
付
き
合
い
で
の
差
別
、

不
利
な
扱
い 

同
和
地
区
へ
の
居
住
の
敬
遠 

男性 519 26.6 15.6 14.1 18.3 10.8 10.4 14.5 

女性 765 28.4 12.9 14.4 21.4 12.8 5.9 14.9 

選択しない 25 8.0 20.0 8.0 12.0 4.0 8.0 12.0 

 

区分 

生
活
環
境
上
の
問
題
（
住
環
境

の
未
整
備
） 

就
労
、
産
業
面
で
の
問
題
（
不

安
定
就
労
な
ど
） 

同
和
問
題
の
理
解
不
足
に
つ
け

込
み
、
高
額
図
書
を
売
り
つ
け

る
な
ど
の
「
え
せ
同
和
行
為
」 

同
和
問
題
に
つ
い
て
の
関
心

が
薄
ら
い
で
い
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な

い わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 3.5 6.9 9.4 10.4 4.2 13.5 17.5 2.9 

女性 2.2 6.0 3.8 11.5 2.0 10.1 25.2 3.9 

選択しない － 4.0 4.0 8.0 4.0 12.0 40.0 － 
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、男性の 16～19 歳、女性の 30～39 歳で「差別的な言動やうわ

さ話」の割合が高く、約４割となっています。また、男性の 30～39 歳、女性の 40～49 歳で「就

職・職場での差別、不利な扱い」の割合が、男性の 40～59 歳で「同和問題の理解不足につけ込

み、高額図書を売りつけるなどの「えせ同和行為」」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

差
別
的
な
言
動
や
う
わ
さ
話 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

た
差
別
書
き
込
み
や
差
別
文

書
の
掲
載 

就
職
・
職
場
で
の
差
別
、
不
利

な
扱
い 

結
婚
問
題
で
の
周
囲
の
反
対 

身
元
調
査
の
実
施 

地
域
の
付
き
合
い
で
の
差
別
、

不
利
な
扱
い 

同
和
地
区
へ
の
居
住
の
敬
遠 

男性 16～19 歳 19 42.1 21.1 15.8 15.8 － － 10.5 

    20～29 歳 41 26.8 24.4 7.3 7.3 12.2 17.1 9.8 

    30～39 歳 62 33.9 19.4 25.8 19.4 8.1 12.9 9.7 

    40～49 歳 87 26.4 10.3 12.6 13.8 12.6 8.0 11.5 

    50～59 歳 95 27.4 22.1 17.9 17.9 12.6 9.5 13.7 

    60～69 歳 132 22.7 12.1 10.6 21.2 9.8 12.9 16.7 

    70 歳以上 80 23.8 11.3 10.0 22.5 11.3 7.5 21.3 

女性 16～19 歳 26 11.5 7.7 7.7 15.4 7.7 3.8 － 

    20～29 歳 46 28.3 8.7 19.6 21.7 17.4 13.0 10.9 

    30～39 歳 108 39.8 22.2 15.7 23.1 15.7 10.2 17.6 

    40～49 歳 166 34.3 15.1 22.3 27.1 16.3 9.0 14.5 

    50～59 歳 147 27.9 10.9 16.3 17.7 8.8 4.1 19.0 

    60～69 歳 179 25.1 10.6 8.9 19.6 12.8 2.8 12.8 

    70 歳以上 88 17.0 10.2 5.7 21.6 9.1 1.1 15.9 

選択しない 
    16～19 歳 

1 － 100.0 － － － － － 

    20～29 歳 1 － － － － － － － 

    30～39 歳 4 － 25.0 25.0 － 25.0 － － 

    40～49 歳 8 12.5 12.5 12.5 12.5 － － 12.5 

    50～59 歳 5 － 20.0 － 20.0 － 40.0 20.0 

    60～69 歳 2 － 50.0 － － － － 50.0 

    70 歳以上 3 33.3 － － － － － － 
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【性・年齢別（つづき）】 

単位：％ 

区分 

生
活
環
境
上
の
問
題
（
住
環
境

の
未
整
備
） 

就
労
、
産
業
面
で
の
問
題
（
不

安
定
就
労
な
ど
） 

同
和
問
題
の
理
解
不
足
に
つ

け
込
み
、
高
額
図
書
を
売
り
つ

け
る
な
ど
の
「
え
せ
同
和
行
為
」 

同
和
問
題
に
つ
い
て
の
関
心

が
薄
ら
い
で
い
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な

い わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 16～19 歳 － 10.5 5.3 10.5 10.5 10.5 21.1 － 

    20～29 歳 7.3 12.2 2.4 7.3 2.4 12.2 26.8 － 

    30～39 歳 － 12.9 4.8 9.7 4.8 9.7 16.1 3.2 

    40～49 歳 4.6 1.1 14.9 10.3 10.3 6.9 21.8 2.3 

    50～59 歳 5.3 6.3 16.8 9.5 2.1 11.6 14.7 2.1 

    60～69 歳 3.0 3.0 8.3 10.6 1.5 22.0 12.9 4.5 

    70 歳以上 2.5 12.5 5.0 13.8 2.5 13.8 20.0 3.8 

女性 16～19 歳 － 3.8 3.8 11.5 3.8 3.8 50.0 － 

    20～29 歳 6.5 6.5 4.3 8.7 2.2 17.4 21.7 － 

    30～39 歳 4.6 9.3 2.8 9.3 1.9 7.4 15.7 2.8 

    40～49 歳 1.2 5.4 6.0 12.7 3.6 7.8 18.7 3.0 

    50～59 歳 2.7 5.4 4.8 12.9 1.4 9.5 29.3 2.7 

    60～69 歳 － 5.0 1.7 7.8 1.1 11.7 32.4 5.6 

    70 歳以上 3.4 6.8 3.4 19.3 1.1 12.5 21.6 8.0 

選択しない 
    16～19 歳 

－ － － － － － － － 

    20～29 歳 － － － － － － 100.0 － 

    30～39 歳 － － － － － 25.0 50.0 － 

    40～49 歳 － － － 12.5 － － 62.5 － 

    50～59 歳 － 20.0 20.0 － － 20.0 20.0 － 

    60～69 歳 － － － － － 50.0 － － 

    70 歳以上 － － － 33.3 － － 33.3 － 
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（６）在日外国人に関する人権問題 

問 12 あなたは、在日外国人に関する人権問題について、現時点で特に問題があると思

われるのはどのようなことですか。（〇は３つまで） 

「外国の生活習慣や文化、宗教などの違いへの理解が不足しており、地域社会の受け入れが十

分でないこと」の割合が 33.6％と最も高く、次いで「差別的な発言（ヘイトスピーチ等）や行為

などをすること」の割合が 24.6％、「言語の違いによって十分な情報が得られないこと」の割合

が 23.5％となっています。 

内閣府調査との比較は、選択肢が異なることと回答数が異なることから参考とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

外国の生活習慣や文化、宗教などの違いへの理解が
不足しており、地域社会の受け入れが十分でないこと

年金や医療保険などの社会保障が十分でないこと

住宅を容易に借りることができないこと

外国人の子どもに対し、十分な教育ができないこと

就職や仕事の内容、待遇などで不利な条件に

おかれていること

差別的な発言（ヘイトスピーチ等）や行為などをする

こと

近隣や地域の人とのふれあいや理解を深める機会が

少なく孤立していること

地方参政権が認められていないこと

言語の違いによって十分な情報が得られないこと

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

33.6

12.9

7.4

9.6

12.8

24.6

10.4

8.0

23.5

1.7

10.3

20.1

3.9

0 10 20 30 40 50
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【内閣府調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,758 ％

職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること

就職・職場で不利な扱いを受けること

差別的な言動をされること

アパート等への入居を拒否されること

宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を

拒否されること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

その他

特にない

わからない

45.7

35.0

49.8

7.8

7.1

31.8

0.5

7.4

18.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【性 別】 

性別でみると、男性と女性とで大きな差異はみられません。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

外
国
の
生
活
習
慣
や
文
化
、
宗
教
な

ど
の
違
い
へ
の
理
解
が
不
足
し
て

お
り
、
地
域
社
会
の
受
け
入
れ
が
十

分
で
な
い
こ
と 

年
金
や
医
療
保
険
な
ど
の
社
会
保

障
が
十
分
で
な
い
こ
と 

住
宅
を
容
易
に
借
り
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と 

外
国
人
の
子
ど
も
に
対
し
、
十
分
な

教
育
が
で
き
な
い
こ
と 

就
職
や
仕
事
の
内
容
、
待
遇
な
ど
で

不
利
な
条
件
に
お
か
れ
て
い
る
こ

と 差
別
的
な
発
言
（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

等
）
や
行
為
な
ど
を
す
る
こ
と 

男性 519 36.4 12.1 7.5 10.2 14.3 24.5 

女性 765 32.2 13.6 7.2 9.0 12.2 25.2 

選択しない 25 24.0 4.0 12.0 12.0 4.0 20.0 

 

区分 

近
隣
や
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い

や
理
解
を
深
め
る
機
会
が
少
な
く

孤
立
し
て
い
る
こ
と 

地
方
参
政
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な

い
こ
と 

言
語
の
違
い
に
よ
っ
て
十
分
な
情

報
が
得
ら
れ
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 13.1 8.7 23.3 2.7 12.9 13.5 3.1 

女性 8.6 7.6 23.8 1.0 8.1 24.7 3.9 

選択しない 4.0 8.0 20.0 － 16.0 36.0 － 
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、男性の 16～19 歳で「外国の生活習慣や文化、宗教などの違い

への理解が不足しており、地域社会の受け入れが十分でないこと」の割合が、男性の 50～59 歳

で「差別的な発言（ヘイトスピーチ等）や行為などをすること」の割合が高く、約４割となって

います。また、男性の 20～29 歳、60～69 歳で「特に問題と思うことはない」の割合が高く、約

２割となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

外
国
の
生
活
習
慣
や
文
化
、
宗
教
な

ど
の
違
い
へ
の
理
解
が
不
足
し
て

お
り
、
地
域
社
会
の
受
け
入
れ
が
十

分
で
な
い
こ
と 

年
金
や
医
療
保
険
な
ど
の
社
会
保

障
が
十
分
で
な
い
こ
と 

住
宅
を
容
易
に
借
り
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と 

外
国
人
の
子
ど
も
に
対
し
、
十
分
な

教
育
が
で
き
な
い
こ
と 

就
職
や
仕
事
の
内
容
、
待
遇
な
ど
で

不
利
な
条
件
に
お
か
れ
て
い
る
こ

と 差
別
的
な
発
言
（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

等
）
や
行
為
な
ど
を
す
る
こ
と 

男性 16～19 歳 19 42.1 10.5 － － 26.3 36.8 

    20～29 歳 41 34.1 12.2 2.4 7.3 14.6 19.5 

    30～39 歳 62 35.5 14.5 11.3 12.9 17.7 25.8 

    40～49 歳 87 32.2 8.0 5.7 5.7 13.8 25.3 

    50～59 歳 95 36.8 15.8 9.5 17.9 15.8 38.9 

    60～69 歳 132 37.9 11.4 6.8 10.6 9.8 14.4 

    70 歳以上 80 38.8 11.3 8.8 6.3 15.0 21.3 

女性 16～19 歳 26 34.6 19.2 7.7 11.5 7.7 34.6 

    20～29 歳 46 39.1 13.0 8.7 8.7 23.9 26.1 

    30～39 歳 108 36.1 17.6 8.3 11.1 13.0 25.0 

    40～49 歳 166 31.3 12.7 9.0 7.2 15.7 28.3 

    50～59 歳 147 33.3 16.3 6.1 12.9 10.2 26.5 

    60～69 歳 179 30.2 8.9 7.3 6.7 9.5 22.3 

    70 歳以上 88 26.1 14.8 3.4 8.0 8.0 21.6 

選択しない 
    16～19 歳 

1 － － － － － － 

    20～29 歳 1 － － － － － － 

    30～39 歳 4 － － － 25.0 － 25.0 

    40～49 歳 8 － 12.5 25.0 12.5 12.5 － 

    50～59 歳 5 60.0 － 20.0 20.0 － 20.0 

    60～69 歳 2 － － － － － 50.0 

    70 歳以上 3 66.7 － － － － 33.3 
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【性・年齢別（つづき）】 

単位：％ 

区分 

近
隣
や
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い

や
理
解
を
深
め
る
機
会
が
少
な
く

孤
立
し
て
い
る
こ
と 

地
方
参
政
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な

い
こ
と 

言
語
の
違
い
に
よ
っ
て
十
分
な
情

報
が
得
ら
れ
な
い
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 16～19 歳 － 21.1 21.1 － 15.8 10.5 5.3 

    20～29 歳 14.6 2.4 29.3 4.9 22.0 12.2 － 

    30～39 歳 12.9 6.5 17.7 4.8 8.1 14.5 4.8 

    40～49 歳 10.3 11.5 20.7 4.6 12.6 18.4 1.1 

    50～59 歳 12.6 9.5 23.2 2.1 9.5 7.4 1.1 

    60～69 歳 16.7 4.5 30.3 1.5 18.2 11.4 4.5 

    70 歳以上 13.8 13.8 16.3 1.3 7.5 20.0 5.0 

女性 16～19 歳 11.5 15.4 19.2 － 3.8 23.1 － 

    20～29 歳 10.9 8.7 19.6 2.2 15.2 15.2 2.2 

    30～39 歳 8.3 9.3 21.3 － 5.6 25.0 3.7 

    40～49 歳 10.2 6.6 21.1 1.2 8.4 19.9 4.2 

    50～59 歳 8.8 6.1 24.5 1.4 9.5 25.2 1.4 

    60～69 歳 6.7 8.9 25.7 1.1 6.1 31.3 4.5 

    70 歳以上 6.8 4.5 29.5 1.1 9.1 25.0 9.1 

選択しない 
    16～19 歳 

－ － － － － 100.0 － 

    20～29 歳 － － － － － 100.0 － 

    30～39 歳 － 25.0 25.0 － 25.0 25.0 － 

    40～49 歳 － － 12.5 － 25.0 50.0 － 

    50～59 歳 20.0 － 40.0 － － 20.0 － 

    60～69 歳 － － － － 50.0 － － 

    70 歳以上 － － 33.3 － － 33.3 － 
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（７）犯罪被害者に関する人権問題 

問 13 あなたは、犯罪被害者の方やその家族に関する人権問題について、現時点で特に

問題があると思われるのはどのようなことですか。（〇は３つまで） 

「マスコミ等の取材で平穏な私生活が保てなくなること」の割合が 53.3％と最も高く、次いで

「誤ってプライバシーが報道されること」の割合が 44.6％、「インターネットで情報が拡散され

ること」の割合が 44.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

差別的な言動を受けること

事件のことに関して、周囲にうわさ話を
されること

捜査や刑事裁判において精神的
負担を受けること

誤ってプライバシーが報道されること

マスコミ等の取材で平穏な私生活が

保てなくなること

インターネットで情報が拡散されること

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

16.6

32.6

18.5

44.6

53.3

44.0

1.0

3.2

10.0

3.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80



96 

 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、女性で「インターネットで情報が拡散されること」の割合が高く、

約５割となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

差
別
的
な
言
動
を
受
け
る
こ
と 

事
件
の
こ
と
に
関
し
て
、
周
囲
に
う

わ
さ
話
を
さ
れ
る
こ
と 

捜
査
や
刑
事
裁
判
に
お
い
て
精
神

的
負
担
を
受
け
る
こ
と 

誤
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
報
道
さ

れ
る
こ
と 

マ
ス
コ
ミ
等
の
取
材
で
平
穏
な
私

生
活
が
保
て
な
く
な
る
こ
と 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
が
拡
散

さ
れ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 519 18.7 32.8 19.7 43.7 52.8 39.7 1.7 5.2 9.1 2.3 

女性 765 15.3 33.2 17.5 45.6 54.1 47.2 0.5 2.0 10.7 3.5 

選択しない 25 8.0 24.0 24.0 44.0 40.0 44.0 － 4.0 16.0 8.0 
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、男性の 50～59 歳、女性の 20～29 歳で「誤ってプライバシー

が報道されること」の割合が、男性の 20～29 歳、50～59 歳、女性の 20～29 歳で「マスコミ等の

取材で平穏な私生活が保てなくなること」の割合が高く、約６割となっています。また、女性の

30～59 歳で「インターネットで情報が拡散されること」の割合が高く、５割台半ばとなっていま

す。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

差
別
的
な
言
動
を
受
け
る
こ
と 

事
件
の
こ
と
に
関
し
て
、
周
囲
に
う

わ
さ
話
を
さ
れ
る
こ
と 

捜
査
や
刑
事
裁
判
に
お
い
て
精
神

的
負
担
を
受
け
る
こ
と 

誤
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
報
道
さ

れ
る
こ
と 

マ
ス
コ
ミ
等
の
取
材
で
平
穏
な
私

生
活
が
保
て
な
く
な
る
こ
と 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
が
拡
散

さ
れ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 16～19 歳 19 15.8 42.1 10.5 36.8 47.4 47.4 5.3 5.3 5.3 5.3 

    20～29 歳 41 29.3 31.7 14.6 53.7 63.4 36.6 2.4 2.4 12.2 － 

    30～39 歳 62 21.0 43.5 14.5 45.2 58.1 41.9 1.6 1.6 6.5 1.6 

    40～49 歳 87 19.5 35.6 23.0 41.4 51.7 42.5 2.3 2.3 9.2 3.4 

    50～59 歳 95 14.7 23.2 23.2 58.9 61.1 46.3 1.1 4.2 3.2 1.1 

    60～69 歳 132 16.7 32.6 18.2 36.4 45.5 33.3 0.8 9.8 11.4 3.8 

    70 歳以上 80 18.8 30.0 21.3 36.3 48.8 38.8 1.3 6.3 13.8 1.3 

女性 16～19 歳 26 7.7 50.0 15.4 30.8 53.8 34.6 － － 15.4 － 

    20～29 歳 46 19.6 41.3 23.9 60.9 63.0 34.8 2.2 － 2.2 4.3 

    30～39 歳 108 24.1 33.3 17.6 52.8 54.6 54.6 － 1.9 6.5 3.7 

    40～49 歳 166 15.1 33.7 13.9 48.8 53.0 56.0 0.6 4.2 7.2 4.2 

    50～59 歳 147 12.2 32.7 17.0 48.3 57.8 53.7 1.4 － 10.2 1.4 

    60～69 歳 179 14.0 30.2 16.2 38.0 52.0 41.3 － 0.6 15.6 5.6 

    70 歳以上 88 13.6 31.8 26.1 40.9 50.0 34.1 － 3.4 15.9 2.3 

選択しない 
    16～19 歳 

1 － － － 100.0 100.0 100.0 － － － － 

    20～29 歳 1 － － － － － － － － 100.0 － 

    30～39 歳 4 － 25.0 25.0 50.0 50.0 50.0 － － － 25.0 

    40～49 歳 8 25.0 25.0 25.0 25.0 37.5 50.0 － － 25.0 － 

    50～59 歳 5 － 20.0 40.0 40.0 20.0 40.0 － 20.0 20.0 － 

    60～69 歳 2 － 50.0 50.0 100.0 50.0 － － － － － 

    70 歳以上 3 － 33.3 － 33.3 33.3 33.3 － － － 33.3 
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（８）インターネットに関する人権問題 

問 14 あなたは、インターネットに関する人権問題について、現時点で特に問題がある

と思われるのはどのようなことですか。（〇は３つまで） 

「情報発信者が特定されないため、無責任な発言を行うこと」の割合が 44.1％と最も高く、次

いで「自分の実名、住所、顔写真や電話番号等、プライバシーを暴露されること」の割合が 38.7％、

「ＳＮＳや出会い系サイトの存在など犯罪を誘発する場となっていること」の割合が 31.6％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

自分の実名、住所、顔写真や電話番号等、
プライバシーを暴露されること

自分以外の人の実名、住所、顔写真や電話番号等、

プライバシーを暴露されること

自分に対する、いわれのない非難・中傷、あるいは

根拠のないうわさが流されること

自分以外の人に対する、いわれのない誹謗中傷、

あるいは根拠のないうわさが流されること

犯罪捜査の対象の未成年者の名前・顔写真が

掲載されること

情報発信者が特定されないため、無責任な発言を

行うこと

ＳＮＳや出会い系サイトの存在など犯罪を誘発する

場となっていること

ネットポルノなど違法、有害なホームページが

存在すること

悪質商法によるインターネット取引で被害が発生する

こと

特定の集団、職業等に対する、いわれのない非難・中傷、

あるいは差別を助長するような情報が掲載されること

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

38.7

16.1

23.6

15.8

6.5

44.1

31.6

11.0

17.3

8.9

1.4

2.4

7.1

4.7

0 10 20 30 40 50
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「自分に対する、いわれのない非難・中傷、あるいは根拠の

ないうわさが流されること」「自分以外の人に対する、いわれのない誹謗中傷、あるいは根拠のな

いうわさが流されること」の割合が高くなっています。また、女性で「ＳＮＳや出会い系サイト

の存在など犯罪を誘発する場となっていること」「ネットポルノなど違法、有害なホームページ

が存在すること」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

自
分
の
実
名
、
住
所
、
顔
写
真
や
電

話
番
号
等
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
暴
露

さ
れ
る
こ
と 

自
分
以
外
の
人
の
実
名
、
住
所
、
顔

写
真
や
電
話
番
号
等
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
暴
露
さ
れ
る
こ
と 

自
分
に
対
す
る
、
い
わ
れ
の
な
い
非

難
・
中
傷
、
あ
る
い
は
根
拠
の
な
い

う
わ
さ
が
流
さ
れ
る
こ
と 

自
分
以
外
の
人
に
対
す
る
、
い
わ
れ

の
な
い
誹
謗
中
傷
、
あ
る
い
は
根
拠

の
な
い
う
わ
さ
が
流
さ
れ
る
こ
と 

犯
罪
捜
査
の
対
象
の
未
成
年
者
の

名
前
・
顔
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と 

情
報
発
信
者
が
特
定
さ
れ
な
い
た

め
、
無
責
任
な
発
言
を
行
う
こ
と 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
存

在
な
ど
犯
罪
を
誘
発
す
る
場
と
な

っ
て
い
る
こ
と 

男性 519 40.7 16.2 27.0 19.5 5.8 43.9 24.3 

女性 765 38.3 15.7 21.8 13.7 7.2 44.3 36.3 

選択しない 25 28.0 20.0 16.0 12.0 － 44.0 40.0 

 

区分 

ネ
ッ
ト
ポ
ル
ノ
な
ど
違
法
、
有
害
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
存
在
す
る
こ
と 

悪
質
商
法
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
取
引
で
被
害
が
発
生
す
る
こ
と 

特
定
の
集
団
、
職
業
等
に
対
す
る
、

い
わ
れ
の
な
い
非
難
・
中
傷
、
あ
る

い
は
差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な
情

報
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

男性 6.2 17.7 10.0 1.7 4.0 6.9 3.3  

女性 13.9 17.1 8.1 1.0 1.4 7.2 5.1  

選択しない 12.0 16.0 8.0 4.0 － 16.0 －  
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、男性の 16～19 歳、女性の 20～39 歳で「自分の実名、住所、

顔写真や電話番号等、プライバシーを暴露されること」の割合が、女性の 40～49 歳、50～59 歳

で「情報発信者が特定されないため、無責任な発言を行うこと」の割合が、女性の 50～59 歳で

「ＳＮＳや出会い系サイトの存在など犯罪を誘発する場となっていること」の割合が高く、約５

割となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

自
分
の
実
名
、
住
所
、
顔
写
真
や
電

話
番
号
等
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
暴
露

さ
れ
る
こ
と 

自
分
以
外
の
人
の
実
名
、
住
所
、
顔

写
真
や
電
話
番
号
等
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
暴
露
さ
れ
る
こ
と 

自
分
に
対
す
る
、
い
わ
れ
の
な
い
非

難
・
中
傷
、
あ
る
い
は
根
拠
の
な
い

う
わ
さ
が
流
さ
れ
る
こ
と 

自
分
以
外
の
人
に
対
す
る
、
い
わ
れ

の
な
い
誹
謗
中
傷
、
あ
る
い
は
根
拠

の
な
い
う
わ
さ
が
流
さ
れ
る
こ
と 

犯
罪
捜
査
の
対
象
の
未
成
年
者
の

名
前
・
顔
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と 

情
報
発
信
者
が
特
定
さ
れ
な
い
た

め
、
無
責
任
な
発
言
を
行
う
こ
と 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
存

在
な
ど
犯
罪
を
誘
発
す
る
場
と
な

っ
て
い
る
こ
と 

男性 16～19 歳 19 52.6 15.8 31.6 15.8 5.3 31.6 10.5 

    20～29 歳 41 46.3 31.7 12.2 31.7 4.9 39.0 22.0 

    30～39 歳 62 43.5 19.4 33.9 17.7 11.3 46.8 16.1 

    40～49 歳 87 49.4 19.5 27.6 23.0 5.7 40.2 23.0 

    50～59 歳 95 41.1 15.8 36.8 23.2 7.4 55.8 21.1 

    60～69 歳 132 34.1 12.1 22.7 12.9 3.8 40.9 29.5 

    70 歳以上 80 32.5 10.0 22.5 18.8 3.8 41.3 32.5 

女性 16～19 歳 26 46.2 7.7 23.1 11.5 15.4 30.8 34.6 

    20～29 歳 46 52.2 23.9 28.3 8.7 6.5 32.6 21.7 

    30～39 歳 108 50.9 33.3 24.1 18.5 8.3 42.6 35.2 

    40～49 歳 166 44.6 18.1 32.5 17.5 4.8 51.8 28.9 

    50～59 歳 147 31.3 17.7 18.4 17.0 8.2 49.0 47.6 

    60～69 歳 179 27.9 5.6 16.2 8.9 8.4 43.0 37.4 

    70 歳以上 88 33.0 5.7 12.5 9.1 4.5 38.6 40.9 

選択しない 
    16～19 歳 

1 100.0 － － － － － 100.0 

    20～29 歳 1 － － － － － － － 

    30～39 歳 4 50.0 50.0 50.0 25.0 － 50.0 25.0 

    40～49 歳 8 25.0 37.5 － － － 62.5 25.0 

    50～59 歳 5 20.0 － 20.0 20.0 － 60.0 40.0 

    60～69 歳 2 50.0 － 50.0 － － － 100.0 

    70 歳以上 3 － － － － － 33.3 33.3 
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【性・年齢別】 

単位：％      

区分 

ネ
ッ
ト
ポ
ル
ノ
な
ど
違
法
、
有
害
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
存
在
す
る
こ
と 

悪
質
商
法
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
取
引
で
被
害
が
発
生
す
る
こ
と 

特
定
の
集
団
、
職
業
等
に
対
す
る
、

い
わ
れ
の
な
い
非
難
・
中
傷
、
あ
る

い
は
差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な
情

報
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

男性 16～19 歳 5.3 5.3 5.3 － － 5.3 5.3  

    20～29 歳 2.4 7.3 22.0 4.9 － 7.3 －  

    30～39 歳 6.5 19.4 6.5 － 4.8 3.2 6.5  

    40～49 歳 1.1 16.1 5.7 2.3 2.3 6.9 3.4  

    50～59 歳 7.4 17.9 12.6 1.1 4.2 1.1 1.1  

    60～69 歳 6.8 18.9 10.6 3.0 7.6 8.3 3.0  

    70 歳以上 10.0 23.8 7.5 － 2.5 15.0 5.0  

女性 16～19 歳 3.8 23.1 3.8 － － 3.8 3.8  

    20～29 歳 10.9 13.0 13.0 － 2.2 6.5 4.3  

    30～39 歳 13.0 6.5 9.3 0.9 － 1.9 4.6  

    40～49 歳 19.3 13.3 5.4 0.6 1.2 2.4 5.4  

    50～59 歳 10.9 23.8 7.5 2.0 － 5.4 3.4  

    60～69 歳 14.0 21.8 11.2 0.6 1.1 14.0 6.1  

    70 歳以上 14.8 18.2 4.5 2.3 5.7 12.5 6.8  

選択しない 
    16～19 歳 

－ 100.0 － － － － －  

    20～29 歳 － － － － － 100.0 －  

    30～39 歳 25.0 － － － － － －  

    40～49 歳 12.5 12.5 12.5 － － 12.5 －  

    50～59 歳 20.0 － 20.0 － － 20.0 －  

    60～69 歳 － 100.0 － － － － －  

    70 歳以上 － － － － － 33.3 －  
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（９）ＬＧＢＴなどの性的少数者に関する人権問題 

問 15 あなたは、ＬＧＢＴ（異性愛、同性愛、両性愛、性同一性障がいなど）などの性

的少数者に関する人権問題について、現時点で特に問題があると思われるのはどの

ようなことですか。（〇は３つまで） 

「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」「差別的な言動をされること」の割合が

32.0％と最も高く、次いで「性的少数者の人権を守るための法律や制度の整備が十分でないこと」

の割合が 27.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

「男らしく、女らしく」という考えを押しつける

こと

職場、学校等で嫌がらせやいじめを受ける

こと

就職時や職場で不利な扱いを受けること

差別的な言動をされること

アパート等への入居を拒否されること

性的少数者の人権を守るための法律や

制度の整備が十分でないこと

近所や地域の人とのふれあいや理解を

深める機会が少なく孤立していること

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

25.6

32.0

20.5

32.0

8.3

27.8

6.6

2.0

6.0

21.3

3.7

0 10 20 30 40 50
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「特に問題と思うことはない」の割合が高くなっています。

また、女性で「「男らしく、女らしく」という考えを押しつけること」「職場、学校等で嫌がらせ

やいじめを受けること」「就職時や職場で不利な扱いを受けること」「差別的な言動をされること」

の割合が高くなっています。 

 

 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

「
男
ら
し
く
、
女
ら
し
く
」
と

い
う
考
え
を
押
し
つ
け
る
こ

と 職
場
、
学
校
等
で
嫌
が
ら
せ
や

い
じ
め
を
受
け
る
こ
と 

就
職
時
や
職
場
で
不
利
な
扱

い
を
受
け
る
こ
と 

差
別
的
な
言
動
を
さ
れ
る
こ

と ア
パ
ー
ト
等
へ
の
入
居
を
拒

否
さ
れ
る
こ
と 

男性 519 22.2 28.5 17.3 28.7 6.0 

女性 765 27.6 34.9 23.3 34.4 9.8 

選択しない 25 24.0 20.0 12.0 28.0 12.0 

 

区分 

性
的
少
数
者
の
人
権
を
守
る

た
め
の
法
律
や
制
度
の
整
備

が
十
分
で
な
い
こ
と 

近
所
や
地
域
の
人
と
の
ふ
れ

あ
い
や
理
解
を
深
め
る
機
会

が
少
な
く
孤
立
し
て
い
る
こ

と そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な

い わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 27.2 8.3 2.7 11.2 20.4 3.1 

女性 28.9 5.5 1.6 2.5 22.1 3.4 

選択しない 20.0 － 4.0 － 32.0 4.0 
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、男性の 16～19 歳、女性の 30～39 歳で「職場、学校等で嫌が

らせやいじめを受けること」の割合が高く、約５割となっています。また、女性の 30～39 歳で

「差別的な言動をされること」の割合が、女性の 20～29 歳で「性的少数者の人権を守るための

法律や制度の整備が十分でないこと」の割合が高く、４割台半ばとなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

「
男
ら
し
く
、
女
ら
し
く
」
と

い
う
考
え
を
押
し
つ
け
る
こ

と 職
場
、
学
校
等
で
嫌
が
ら
せ
や

い
じ
め
を
受
け
る
こ
と 

就
職
時
や
職
場
で
不
利
な
扱

い
を
受
け
る
こ
と 

差
別
的
な
言
動
を
さ
れ
る
こ

と ア
パ
ー
ト
等
へ
の
入
居
を
拒

否
さ
れ
る
こ
と 

男性 16～19 歳 19 21.1 52.6 15.8 42.1 5.3 

    20～29 歳 41 36.6 36.6 17.1 43.9 12.2 

    30～39 歳 62 27.4 37.1 24.2 32.3 8.1 

    40～49 歳 87 24.1 24.1 8.0 13.8 5.7 

    50～59 歳 95 21.1 31.6 16.8 32.6 7.4 

    60～69 歳 132 15.9 24.2 17.4 26.5 3.0 

    70 歳以上 80 18.8 20.0 22.5 30.0 3.8 

女性 16～19 歳 26 34.6 38.5 26.9 38.5 15.4 

    20～29 歳 46 34.8 39.1 17.4 43.5 13.0 

    30～39 歳 108 32.4 50.0 23.1 46.3 13.0 

    40～49 歳 166 37.3 35.5 24.1 35.5 14.5 

    50～59 歳 147 23.8 38.8 24.5 34.0 10.9 

    60～69 歳 179 20.1 26.3 22.9 30.7 3.9 

    70 歳以上 88 19.3 22.7 23.9 20.5 3.4 

選択しない 16～19 歳 1 － － － － － 

    20～29 歳 1 － － － － － 

    30～39 歳 4 50.0 25.0 － 75.0 25.0 

    40～49 歳 8 12.5 12.5 － 12.5 12.5 

    50～59 歳 5 40.0 60.0 20.0 － 20.0 

    60～69 歳 2 － － 50.0 50.0 － 

    70 歳以上 3 － － 33.3 33.3 － 
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【性・年齢別】 

単位：％ 

区分 

性
的
少
数
者
の
人
権
を
守
る

た
め
の
法
律
や
制
度
の
整
備

が
十
分
で
な
い
こ
と 

近
所
や
地
域
の
人
と
の
ふ
れ

あ
い
や
理
解
を
深
め
る
機
会

が
少
な
く
孤
立
し
て
い
る
こ

と そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な

い わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 16～19 歳 21.1 5.3 5.3 － 15.8 5.3 

    20～29 歳 39.0 7.3 － 4.9 14.6 － 

    30～39 歳 29.0 11.3 3.2 4.8 19.4 3.2 

    40～49 歳 23.0 3.4 3.4 12.6 27.6 2.3 

    50～59 歳 28.4 9.5 4.2 11.6 12.6 3.2 

    60～69 歳 23.5 8.3 1.5 17.4 20.5 3.8 

    70 歳以上 31.3 11.3 － 10.0 27.5 3.8 

女性 16～19 歳 30.8 3.8 3.8 3.8 11.5 － 

    20～29 歳 45.7 6.5 6.5 4.3 8.7 － 

    30～39 歳 35.2 5.6 1.9 － 10.2 1.9 

    40～49 歳 24.7 5.4 2.4 1.2 19.9 3.0 

    50～59 歳 28.6 4.1 0.7 2.0 22.4 1.4 

    60～69 歳 28.5 6.7 － 2.8 28.5 6.7 

    70 歳以上 22.7 5.7 1.1 5.7 36.4 5.7 

選択しない 16～19 歳 － － － － 100.0 － 

    20～29 歳 － － － － 100.0 － 

    30～39 歳 － － － － － － 

    40～49 歳 37.5 － 12.5 － 37.5 － 

    50～59 歳 20.0 － － － 40.0 － 

    60～69 歳 － － － － － － 

    70 歳以上 － － － － 33.3 33.3 
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（10）東日本大震災や福島第１原子力発電所事故に関する人権問題 

問 16 あなたは、東日本大震災や福島第 1原子力発電所事故に関する人権問題について、

現時点で特に問題があると思われるのはどのようなことですか。（〇は３つまで） 

「避難先で差別的な言動をされること」の割合が 49.8％と最も高く、次いで「生まれ育った土

地での生活再建が難しいこと」の割合が 49.4％、「被災地に関する風評被害があること」の割合

が 48.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333 ％

避難先で差別的な言動をされること

生まれ育った土地での生活再建が
難しいこと

被災地に関する風評被害があること

家族が離ればなれに暮らさなければ

ならないこと

避難している人の健康被害が増えて

いること

震災の記憶が風化し、忘れ去られる

こと

その他

特に問題と思うことはない

わからない

無回答

49.8

49.4

48.8

35.5

22.0

24.7

1.6

2.0

3.7

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、女性で「避難先で差別的な言動をされること」「家族が離ればなれに

暮らさなければならないこと」「避難している人の健康被害が増えていること」「震災の記憶が風

化し、忘れ去られること」の割合が高くなっています。また、男女ともに「生まれ育った土地で

の生活再建が難しいこと」「被災地に関する風評被害があること」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

避
難
先
で
差
別
的
な
言
動
を
さ
れ

る
こ
と 

生
ま
れ
育
っ
た
土
地
で
の
生
活
再

建
が
難
し
い
こ
と 

被
災
地
に
関
す
る
風
評
被
害
が
あ

る
こ
と 

家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
暮
ら
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と 

避
難
し
て
い
る
人
の
健
康
被
害
が

増
え
て
い
る
こ
と 

震
災
の
記
憶
が
風
化
し
、
忘
れ
去
ら

れ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 519 45.3 50.5 50.9 31.6 18.9 21.8 3.1 3.3 4.4 2.3 

女性 765 53.3 49.7 48.0 38.4 24.6 26.9 0.7 1.2 2.5 3.5 

選択しない 25 52.0 16.0 40.0 32.0 20.0 20.0 － － 28.0 － 
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、女性の 40～49 歳で「避難先で差別的な言動をされること」の

割合が高く、６割台半ばとなっています。また、男性の 60～69 歳、女性の 50～59 歳で「生まれ

育った土地での生活再建が難しいこと」の割合が、男性の 60～69 歳で「生まれ育った土地での

生活再建が難しいこと」の割合が高く、約６割となっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

避
難
先
で
差
別
的
な
言
動
を
さ
れ

る
こ
と 

生
ま
れ
育
っ
た
土
地
で
の
生
活
再

建
が
難
し
い
こ
と 

被
災
地
に
関
す
る
風
評
被
害
が
あ

る
こ
と 

家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
暮
ら
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と 

避
難
し
て
い
る
人
の
健
康
被
害
が

増
え
て
い
る
こ
と 

震
災
の
記
憶
が
風
化
し
、
忘
れ
去
ら

れ
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
問
題
と
思
う
こ
と
は
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

男性 16～19 歳 19 26.3 31.6 26.3 36.8 － 10.5 5.3 5.3 10.5 5.3 

    20～29 歳 41 41.5 41.5 48.8 34.1 14.6 22.0 7.3 4.9 7.3 － 

    30～39 歳 62 40.3 43.5 40.3 25.8 19.4 30.6 4.8 6.5 9.7 3.2 

    40～49 歳 87 46.0 41.4 54.0 19.5 14.9 17.2 6.9 2.3 4.6 2.3 

    50～59 歳 95 48.4 51.6 55.8 29.5 20.0 30.5 1.1 2.1 3.2 2.1 

    60～69 歳 132 46.2 62.1 57.6 37.9 21.2 13.6 0.8 3.0 1.5 2.3 

    70 歳以上 80 48.8 55.0 46.3 36.3 23.8 25.0 1.3 2.5 3.8 2.5 

女性 16～19 歳 26 46.2 30.8 38.5 19.2 19.2 38.5 － 3.8 7.7 － 

    20～29 歳 46 52.2 43.5 41.3 34.8 26.1 34.8 2.2 2.2 6.5 － 

    30～39 歳 108 53.7 52.8 55.6 37.0 20.4 17.6 － － 1.9 4.6 

    40～49 歳 166 66.3 42.2 47.0 34.9 27.1 23.5 0.6 1.8 1.8 4.2 

    50～59 歳 147 51.0 57.1 51.0 42.9 25.2 25.2 0.7 － 1.4 2.7 

    60～69 歳 179 44.7 52.5 46.9 41.3 25.1 31.3 － 1.7 2.2 5.0 

    70 歳以上 88 52.3 52.3 46.6 42.0 25.0 33.0 2.3 － 2.3 2.3 

選択しない 
    16～19 歳 

1 100.0 － － 100.0 100.0 － － － － － 

    20～29 歳 1 － － － － － － － － 100.0 － 

    30～39 歳 4 50.0 － 25.0 50.0 － 50.0 － － 25.0 － 

    40～49 歳 8 50.0 25.0 50.0 25.0 25.0 12.5 － － 25.0 － 

    50～59 歳 5 40.0 － 40.0 － 20.0 40.0 － － 40.0 － 

    60～69 歳 2 50.0 50.0 － 50.0 － － － － 50.0 － 

    70 歳以上 3 66.7 33.3 100.0 66.7 － － － － － － 
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４．人権学習や行政への要望等 

（１）人権問題の講演会や研修会への参加状況 

問 17 あなたは、人権問題の講演会や研修会のうち、どのようなものに参加しました

か。今までとこの１年間のそれぞれについてお答えください。 

問 17－（１）今までに参加したものはどのようなものですか。（○はいくつでも） 

「参加したことはない」の割合が 56.2％と最も高く、次いで「学校やＰＴＡがおこなったもの」

の割合が 21.9％、「職場での研修会」の割合が 18.6％となっています。 

平成 16 年度調査と比較すると、「参加したことはない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

生駒市や教育委員会、生駒市人権教育

推進協議会がおこなった各種の市民集

会、セミナー、地区別懇談会など

学校やＰＴＡがおこなったもの

自治会、子ども会、婦人会など各種市

民団体がおこなったもの

公民館活動の中でおこなわれたもの

職場での研修会

その他

参加したことはない

無回答

12.2

21.9

6.8

2.0

18.6

1.3

56.2

2.9

15.1

24.0

7.3

2.7

14.9

2.3

47.6

6.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 1,333）

平成16年度調査 （N = 1,996）
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「職場での研修会」「参加したことはない」の割合が高くなっ

ています。また、女性で「生駒市や教育委員会、生駒市人権教育推進協議会がおこなった各種の

市民集会、セミナー、地区別懇談会など」「学校やＰＴＡがおこなったもの」の割合が高くなって

います。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

生
駒
市
や
教
育
委
員
会
、
生
駒
市
人
権
教

育
推
進
協
議
会
が
お
こ
な
っ
た
各
種
の
市

民
集
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
地
区
別
懇
談
会
な
ど 

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
お
こ
な
っ
た
も
の 

自
治
会
、
子
ど
も
会
、
婦
人
会
な
ど
各
種

市
民
団
体
が
お
こ
な
っ
た
も
の 

公
民
館
活
動
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の 

職
場
で
の
研
修
会 

そ
の
他 

参
加
し
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

男性 519 8.1 12.1 5.2 1.7 23.3 1.2 62.0 1.7 

女性 765 15.6 28.6 7.8 2.0 15.7 1.3 52.3 3.7 

選択しない 25 － 24.0 4.0 4.0 12.0 4.0 60.0 － 
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【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「生駒市や教育委員会、生駒市人権教育推進協議会がお

こなった各種の市民集会、セミナー、地区別懇談会など」の割合が高くなっています。また、他

に比べ、16～19 歳で「学校やＰＴＡがおこなったもの」の割合が、20～39 歳で「参加したことは

ない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

生
駒
市
や
教
育
委
員
会
、
生
駒
市
人
権
教

育
推
進
協
議
会
が
お
こ
な
っ
た
各
種
の
市

民
集
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
地
区
別
懇
談
会
な
ど 

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
お
こ
な
っ
た
も
の 

自
治
会
、
子
ど
も
会
、
婦
人
会
な
ど
各
種

市
民
団
体
が
お
こ
な
っ
た
も
の 

公
民
館
活
動
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の 

職
場
で
の
研
修
会 

そ
の
他 

参
加
し
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

16～19 歳 46 4.3 60.9 6.5 － － 2.2 30.4 － 

20～29 歳 88 4.5 21.6 2.3 1.1 18.2 1.1 65.9 2.3 

30～39 歳 174 4.6 14.9 2.9 0.6 21.3 1.1 67.2 1.1 

40～49 歳 263 8.7 25.5 3.8 0.8 19.4 1.9 56.3 1.5 

50～59 歳 248 10.1 25.0 6.9 2.0 25.8 0.4 53.2 2.4 

60～69 歳 314 19.7 19.4 10.5 2.9 19.1 1.9 52.5 4.1 

70 歳以上 171 21.1 15.2 9.9 4.1 8.8 0.6 57.3 5.8 
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（２）最近１年間の参加状況 

問 17－（２）そのうち、この１年間に参加したものはどのようなものですか。 

（○はいくつでも） 

「参加したことはない」の割合が42.0％と最も高く、次いで「職場での研修会」の割合が25.1％、

「学校やＰＴＡがおこなったもの」の割合が 14.1％となっています。 

平成 16 年度調査と比較すると、「学校やＰＴＡがおこなったもの」「職場での研修会」の割合

が増加しています。また、「参加したことはない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

生駒市や教育委員会、生駒市人権教育

推進協議会がおこなった各種の市民集

会、セミナー、地区別懇談会など

学校やＰＴＡがおこなったもの

自治会、子ども会、婦人会など各種市

民団体がおこなったもの

公民館活動の中でおこなわれたもの

職場での研修会

その他

参加したことはない

無回答

11.9

14.1

5.3

1.5

25.1

1.3

42.0

7.9

12.0

8.6

4.6

2.7

14.6

1.5

54.6

10.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 545）

平成16年度調査 （N = 910）
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「職場での研修会」「参加したことはない」の割合が高くなっ

ています。また、女性で「職場での研修会」「学校やＰＴＡがおこなったもの」「参加したことは

ない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

生
駒
市
や
教
育
委
員
会
、
生
駒
市
人
権
教

育
推
進
協
議
会
が
お
こ
な
っ
た
各
種
の
市

民
集
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
地
区
別
懇
談
会
な
ど 

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
お
こ
な
っ
た
も
の 

自
治
会
、
子
ど
も
会
、
婦
人
会
な
ど
各
種

市
民
団
体
が
お
こ
な
っ
た
も
の 

公
民
館
活
動
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の 

職
場
で
の
研
修
会 

そ
の
他 

参
加
し
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

男性 188 13.8 8.0 5.9 1.1 36.2 1.1 36.7 4.3 

女性 337 11.3 17.2 4.7 1.8 19.0 1.2 45.4 10.1 

選択しない 10 － 30.0 － － 10.0 10.0 40.0 10.0 
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～19 歳で「学校やＰＴＡがおこなったもの」の割合が高く、７

割台半ばとなっています。また、30～39 歳、50～59 歳で「職場での研修会」の割合が、60～69 歳

で「参加したことはない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

生
駒
市
や
教
育
委
員
会
、
生
駒
市
人
権
教

育
推
進
協
議
会
が
お
こ
な
っ
た
各
種
の
市

民
集
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
地
区
別
懇
談
会
な
ど 

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
お
こ
な
っ
た
も
の 

自
治
会
、
子
ど
も
会
、
婦
人
会
な
ど
各
種

市
民
団
体
が
お
こ
な
っ
た
も
の 

公
民
館
活
動
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の 

職
場
で
の
研
修
会 

そ
の
他 

参
加
し
た
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

16～19 歳 32 3.1 75.0 － － 3.1 3.1 15.6 － 

20～29 歳 28 7.1 17.9 7.1 － 32.1 － 35.7 7.1 

30～39 歳 55 7.3 20.0 1.8 － 41.8 － 30.9 5.5 

40～49 歳 111 6.3 18.0 3.6 － 32.4 1.8 37.8 9.0 

50～59 歳 110 6.4 10.0 1.8 1.8 40.9 0.9 40.9 6.4 

60～69 歳 136 15.4 1.5 5.9 2.9 12.5 2.2 57.4 10.3 

70 歳以上 63 34.9 4.8 15.9 3.2 4.8 － 46.0 9.5 
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（３）今まで参加した講演会の内容 
問 17 で今までに参加したことがあると答えた方におうかがいします。 

問 18－（１） 今までに参加した講演会や研修会の内容は、どのようなものでしたか。 

（○はいくつでも） 

「同和問題について」の割合が 45.1％と最も高く、次いで「障がい者の人権について」の割合

が 28.8％、「個人情報の保護について」の割合が 25.3％となっています。 

平成 16 年度調査と比較すると、「高齢者の人権について」「子どもの人権について」「労働者の

人権について」「さまざまな性に関する人権について（性同一性障がい者、同性愛者など）」「個人

情報の保護について」の割合が増加し、「在日外国人の人権について」「同和問題について」「民族

問題や人種差別について」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

犯罪被害者の人権について

さまざまな性に関する人権につ

いて（性同一性障がい者、同性

愛者など）

家庭におけるさまざまな人権に

ついて（夫婦間の暴力、親子間

の虐待など）

個人情報の保護について

子どもへの暴力防止プログラム

について

インターネット上の人権につい

て

貧困問題について

生活保護に関する問題につい

て

その他  具体的に

無回答

3.1

16.9

10.5

25.3

5.1

17.6

4.6

3.1

2.6

7.5

1.6

3.2

9.2

9.8

3.4

0.9

10.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

％

女性の人権について

障がい者の人権について

在日外国人の人権について

同和問題について

高齢者の人権について

子どもの人権について

民族問題や人種差別について

ＨＩＶ感染者等の人権について

ハンセン病患者・元患者の人権

について

労働者の人権について

25.0

28.8

14.3

45.1

14.1

23.3

9.2

4.6

3.9

12.7

28.2

26.9

24.3

72.6

8.7

15.5

17.7

6.6

5.1

4.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 545）

平成16年度調査 （N = 910）
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「労働者の人権について」「個人情報の保護について」の割合

が高くなっています。また、女性で「子どもの人権について」「家庭におけるさまざまな人権につ

いて（夫婦間の暴力、親子間の虐待など）」の割合が高くなっています。また、男女ともに「同和

問題について」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
の
人
権
に
つ
い
て 

障
が
い
者
の
人
権
に
つ
い
て 

在
日
外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て 

同
和
問
題
に
つ
い
て 

高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て 

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て 

民
族
問
題
や
人
種
差
別
に
つ
い
て 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
の
人
権
に 

つ
い
て 

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
の 

人
権
に
つ
い
て 

労
働
者
の
人
権
に
つ
い
て 

男性 188 23.9 29.8 14.9 44.7 13.8 16.5 11.7 5.9 4.3 19.1 

女性 337 26.1 28.8 14.5 45.7 15.1 27.3 8.3 3.9 3.6 9.5 

選択しない 10 10.0 10.0 － 30.0 － 10.0 － 10.0 － － 

 

区分 

犯
罪
被
害
者
の
人
権
に
つ
い
て 

さ
ま
ざ
ま
な
性
に
関
す
る
人
権
に

つ
い
て
（
性
同
一
性
障
が
い
者
、 

同
性
愛
者
な
ど
） 

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

に
つ
い
て
（
夫
婦
間
の
暴
力
、 

親
子
間
の
虐
待
な
ど
） 

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て 

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
に 

つ
い
て 

貧
困
問
題
に
つ
い
て 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題
に 

つ
い
て 

そ
の
他 

 

具
体
的
に 

無
回
答 

 

男性 2.1 17.6 5.9 30.9 2.1 18.6 1.6 3.2 2.1 6.4  

女性 3.6 16.6 12.2 22.8 6.5 17.8 5.9 3.0 2.7 8.3  

選択しない 10.0 20.0 10.0 10.0 － 10.0 － － － 10.0  
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、20～29 歳で「障がい者の人権について」の割合が、60 歳以上で

「同和問題について」の割合が、16～19 歳で「インターネット上の人権について」の割合が高く、

約６割となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
の
人
権
に
つ
い
て 

障
が
い
者
の
人
権
に
つ
い
て 

在
日
外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て 

同
和
問
題
に
つ
い
て 

高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て 

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て 

民
族
問
題
や
人
種
差
別
に
つ
い
て 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
の
人
権
に 

つ
い
て 

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
の 

人
権
に
つ
い
て 

労
働
者
の
人
権
に
つ
い
て 

16～19 歳 32 28.1 56.3 34.4 37.5 6.3 18.8 31.3 12.5 12.5 9.4 

20～29 歳 28 21.4 60.7 25.0 53.6 17.9 17.9 14.3 14.3 7.1 14.3 

30～39 歳 55 21.8 27.3 10.9 45.5 12.7 40.0 5.5 5.5 1.8 25.5 

40～49 歳 111 25.2 28.8 13.5 27.9 10.8 30.6 6.3 1.8 0.9 9.0 

50～59 歳 110 26.4 23.6 12.7 40.0 10.9 22.7 8.2 2.7 1.8 18.2 

60～69 歳 136 27.9 25.0 14.7 58.1 19.1 16.2 8.8 4.4 3.7 8.1 

70 歳以上 63 20.6 20.6 6.3 57.1 20.6 15.9 6.3 4.8 9.5 9.5 

 

区分 

犯
罪
被
害
者
の
人
権
に
つ
い
て 

さ
ま
ざ
ま
な
性
に
関
す
る
人
権
に

つ
い
て
（
性
同
一
性
障
が
い
者
、 

同
性
愛
者
な
ど
） 

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

に
つ
い
て
（
夫
婦
間
の
暴
力
、 

親
子
間
の
虐
待
な
ど
） 

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て 

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
に 

つ
い
て 

貧
困
問
題
に
つ
い
て 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題
に 

つ
い
て 

そ
の
他 

 

具
体
的
に 

無
回
答 

 

16～19 歳 6.3 34.4 15.6 28.1 3.1 59.4 3.1 6.3 － 3.1  

20～29 歳 10.7 32.1 14.3 32.1 7.1 17.9 21.4 － 3.6 10.7  

30～39 歳 1.8 27.3 10.9 32.7 5.5 25.5 3.6 1.8 5.5 7.3  

40～49 歳 1.8 14.4 9.0 25.2 8.1 23.4 2.7 3.6 3.6 8.1  

50～59 歳 1.8 18.2 13.6 30.0 5.5 18.2 4.5 2.7 2.7 3.6  

60～69 歳 5.1 11.8 6.6 19.9 3.7 5.9 2.2 3.7 0.7 9.6  

70 歳以上 － 6.3 6.3 17.5 － 6.3 4.8 1.6 1.6 9.5  
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（４）最近１年間に参加した講演会の内容 

問 18－（２） そのうち、この１年間に参加した講演会や研修会の内容は、どのような

ものでしたか。（○はいくつでも） 

「障がい者の人権について」「個人情報の保護について」の割合が 20.5％と最も高く、次いで

「女性の人権について」の割合が 19.4％となっています。 

平成 16 年度調査と比較すると、「労働者の人権について」「さまざまな性に関する人権につい

て（性同一性障がい者、同性愛者など）」「個人情報の保護について」の割合が増加し、「女性の人

権について」「障がい者の人権について」「在日外国人の人権について」「同和問題について」「民

族問題や人種差別について」「家庭におけるさまざまな人権について（夫婦間の暴力、親子間の虐

待など）」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

犯罪被害者の人権について

さまざまな性に関する人権につ

いて（性同一性障がい者、同性

愛者など）

家庭におけるさまざまな人権に

ついて（夫婦間の暴力、親子間

の虐待など）

個人情報の保護について

子どもへの暴力防止プログラム

について

インターネット上の人権につい

て

貧困問題について

生活保護に関する問題につい

て

その他  具体的に

無回答

1.1

19.0

3.3

20.5

4.0

16.1

2.6

1.8

3.7

10.3

1.6

3.5

9.4

12.6

5.3

0.9

11.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

％

女性の人権について

障がい者の人権について

在日外国人の人権について

同和問題について

高齢者の人権について

子どもの人権について

民族問題や人種差別について

ＨＩＶ感染者等の人権について

ハンセン病患者・元患者の人権

について

労働者の人権について

19.4

20.5

8.1

18.3

13.6

18.3

4.4

2.6

2.2

10.3

27.0

26.4

21.1

46.9

10.4

14.5

10.1

6.0

6.9

5.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 273）

平成16年度調査 （N = 318）
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「労働者の人権について」「個人情報の保護について」の割合

が高くなっています。また、女性で「インターネット上の人権について」の割合が高くなってい

ます。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
の
人
権
に
つ
い
て 

障
が
い
者
の
人
権
に
つ
い
て 

在
日
外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て 

同
和
問
題
に
つ
い
て 

高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て 

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て 

民
族
問
題
や
人
種
差
別
に
つ
い
て 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
の
人
権
に 

つ
い
て 

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
の 

人
権
に
つ
い
て 

労
働
者
の
人
権
に
つ
い
て 

男性 111 19.8 19.8 7.2 17.1 14.4 15.3 5.4 1.8 2.7 15.3 

女性 150 20.0 21.3 9.3 19.3 14.0 20.0 4.0 2.7 2.0 6.7 

選択しない 5 － － － 20.0 － － － 20.0 － － 

 

区分 

犯
罪
被
害
者
の
人
権
に
つ
い
て 

さ
ま
ざ
ま
な
性
に
関
す
る
人
権
に

つ
い
て
（
性
同
一
性
障
が
い
者
、 

同
性
愛
者
な
ど
） 

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

に
つ
い
て
（
夫
婦
間
の
暴
力
、 

親
子
間
の
虐
待
な
ど
） 

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て 

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
に 

つ
い
て 

貧
困
問
題
に
つ
い
て 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題
に 

つ
い
て 

そ
の
他 

 

具
体
的
に 

無
回
答 

 

男性 1.8 18.9 0.9 24.3 1.8 12.6 0.9 1.8 2.7 9.9  

女性 0.7 19.3 4.7 18.0 4.7 19.3 2.7 1.3 4.0 8.7  

選択しない － 20.0 － － － 20.0 － － － 40.0  
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【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が下がるにつれ「インターネット上の人権について」の割合が高くなる

傾向がみられます。また、他に比べ、16～19 歳で「障がい者の人権について」「さまざまな性に

関する人権について（性同一性障がい者、同性愛者など）」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
の
人
権
に
つ
い
て 

障
が
い
者
の
人
権
に
つ
い
て 

在
日
外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て 

同
和
問
題
に
つ
い
て 

高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て 

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て 

民
族
問
題
や
人
種
差
別
に
つ
い
て 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
の
人
権
に 

つ
い
て 

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
の 

人
権
に
つ
い
て 

労
働
者
の
人
権
に
つ
い
て 

16～19 歳 27 22.2 29.6 18.5 25.9 7.4 11.1 14.8 7.4 7.4 7.4 

20～29 歳 16 6.3 18.8 6.3 25.0 12.5 6.3 － 12.5 12.5 6.3 

30～39 歳 35 22.9 20.0 2.9 31.4 14.3 31.4 2.9 － － 14.3 

40～49 歳 59 15.3 22.0 8.5 11.9 10.2 23.7 5.1 1.7 － 5.1 

50～59 歳 58 13.8 19.0 10.3 12.1 8.6 10.3 3.4 1.7 1.7 22.4 

60～69 歳 44 34.1 18.2 6.8 13.6 20.5 18.2 2.3 － － 4.5 

70 歳以上 28 17.9 14.3 3.6 25.0 28.6 14.3 3.6 3.6 3.6 3.6 

 

区分 

犯
罪
被
害
者
の
人
権
に
つ
い
て 

さ
ま
ざ
ま
な
性
に
関
す
る
人
権
に

つ
い
て
（
性
同
一
性
障
が
い
者
、 

同
性
愛
者
な
ど
） 

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

に
つ
い
て
（
夫
婦
間
の
暴
力
、 

親
子
間
の
虐
待
な
ど
） 

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て 

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
に 

つ
い
て 

貧
困
問
題
に
つ
い
て 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題
に 

つ
い
て 

そ
の
他 

 

具
体
的
に 

無
回
答 

 

16～19 歳 3.7 37.0 3.7 22.2 － 29.6 3.7 3.7 － 3.7  

20～29 歳 － 12.5 12.5 25.0 － 25.0 － － 6.3 6.3  

30～39 歳 2.9 20.0 － 34.3 2.9 17.1 － － 2.9 14.3  

40～49 歳 － 15.3 1.7 15.3 6.8 18.6 1.7 － 6.8 8.5  

50～59 歳 1.7 22.4 3.4 20.7 3.4 15.5 － 3.4 1.7 8.6  

60～69 歳 － 13.6 4.5 15.9 4.5 9.1 4.5 2.3 2.3 15.9  

70 歳以上 － 14.3 － 14.3 － 7.1 3.6 － 3.6 10.7  
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（５）今までに参加した回数 

問 18－（３）講演会や研修会には、今までに何回ぐらい参加しましたか。 

（○は１つだけ） 

「３～５回」の割合が 26.8％と最も高く、次いで「おぼえていない」の割合が 21.1％、「６回

以上」の割合が 19.4％となっています。 

平成 16 年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

 

 

※参考 

【奈良県調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１回だけ参加した ２～４回くらい参加した ５回以上参加した

参加したことがない 無回答

１回 ２回 ３～５回 ６回以上 おぼえていない 無回答

N =

　 545 12.1 10.6 26.8 19.4 21.1 9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

910 8.0 14.6 26.3 18.8 24.2 8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,219 8.4 12.1 3.9 73.6 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「６回以上」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、70 歳以上で「３～５回」の割合が高く、３割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１回 ２回 ３～５回 ６回以上 おぼえていない 無回答

N =

男性 188

女性 337

選択しない 10

9.0

13.6

10.0

11.2

10.4

26.1

27.6

30.0

23.4

17.2

10.0

22.3

20.2

30.0

8.0

11.0

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１回 ２回 ３～５回 ６回以上 おぼえていない 無回答

N =

16～19歳 32

20～29歳 28

30～39歳 55

40～49歳 111

50～59歳 110

60～69歳 136

70歳以上 63

6.3

10.7

16.4

11.7

12.7

10.3

14.3

6.3

3.6

1.8

13.5

10.0

15.4

7.9

18.8

21.4

29.1

27.0

29.1

25.0

33.3

15.6

14.3

18.2

18.0

20.0

24.3

14.3

50.0

39.3

27.3

16.2

20.9

14.7

17.5

3.1

10.7

7.3

13.5

7.3

10.3

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（６）参加しての印象や感想 

問 18－（４）参加してどのような印象や感想を持ちましたか。（○はいくつでも） 

「差別をしてはいけないと思った」の割合が 36.5％と最も高く、次いで「人権問題は何かとい

うことがわかった」の割合が 32.3％、「人権問題を解決するため、自分も何かをしたいと思った」

の割合が 18.5％となっています。 

平成 16 年度調査と比較すると、「人権問題を解決するため、自分も何かをしたいと思った」の

割合が増加し、「同じ話のくりかえしが多かった」「人権問題は何かということがわかった」「差別

をしてはいけないと思った」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

人権問題を解決するため、自分

も何かをしたいと思った

人権問題について話し合える仲

間ができてよかった

同じ話のくりかえしが多かった

話がむずかしくてよくわからな

かった

人権問題は何かということがわ

かった

差別をしてはいけないと思った

その他

おぼえていない

無回答

18.5

4.8

16.0

2.8

32.3

36.5

4.0

6.2

13.2

11.8

5.6

21.8

3.1

38.2

46.8

5.9

4.4

10.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 545）

平成16年度調査 （N = 910）
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「同じ話のくりかえしが多かった」の割合が高く、約２割と

なっています。 

 

単位：％ 

区分 
 

有
効
回
答
数
（
件
） 

人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

自
分
も
何
か
を
し
た
い
と 

思
っ
た 

人
権
問
題
に
つ
い
て
話
し
合

え
る
仲
間
が
で
き
て
よ
か
っ

た 同
じ
話
の
く
り
か
え
し
が 

多
か
っ
た 

話
が
む
ず
か
し
く
て
よ
く 

わ
か
ら
な
か
っ
た 

人
権
問
題
は
何
か
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
た 

差
別
を
し
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
た 

そ
の
他 

お
ぼ
え
て
い
な
い 

無
回
答 

男性 188 20.2 3.2 22.9 1.6 35.6 34.0 4.3 2.7 12.2 

女性 337 17.8 5.3 11.9 2.7 31.5 38.9 3.9 8.0 13.9 

選択しない 10 － 20.0 20.0 10.0 20.0 30.0 － － 20.0 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、70歳以上で「差別をしてはいけないと思った」の割合が高く、４

割台半ばとなっています。また、60～69 歳で「同じ話のくりかえしが多かった」の割合が高く、

約２割となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

自
分
も
何
か
を
し
た
い
と
思

っ
た 

人
権
問
題
に
つ
い
て
話
し
合

え
る
仲
間
が
で
き
て
よ
か
っ

た 同
じ
話
の
く
り
か
え
し
が
多

か
っ
た 

話
が
む
ず
か
し
く
て
よ
く
わ

か
ら
な
か
っ
た 

人
権
問
題
は
何
か
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
た 

差
別
を
し
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
た 

そ
の
他 

お
ぼ
え
て
い
な
い 

無
回
答 

16～19 歳 32 25.0 － 12.5 － 34.4 37.5 3.1 9.4 3.1 

20～29 歳 28 28.6 10.7 14.3 3.6 35.7 28.6 － － 10.7 

30～39 歳 55 18.2 1.8 12.7 1.8 38.2 36.4 3.6 1.8 18.2 

40～49 歳 111 17.1 4.5 9.9 1.8 30.6 38.7 6.3 6.3 16.2 

50～59 歳 110 22.7 4.5 16.4 0.9 31.8 33.6 5.5 5.5 9.1 

60～69 歳 136 16.2 5.1 22.1 5.1 29.4 36.8 3.7 6.6 14.7 

70 歳以上 63 11.1 7.9 15.9 1.6 38.1 46.0 － 9.5 14.3 
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（７）見聞きしたことがある人権啓発活動 

問 19 人権問題について次のようなもので啓発活動がおこなわれていますが、あなた

は、どのようなもので見聞きされましたか。（○はいくつでも） 

「テレビ」の割合が 62.0％と最も高く、次いで「市・県等のＨＰ・広報紙」の割合が 35.8％、

「ポスター・ステッカー」の割合が 34.7％となっています。 

平成 16 年度調査と比較すると、「テレビ」の割合が増加し、「新聞」「市・県等のＨＰ・広報紙」

「映画」「啓発塔・横断幕・懸垂幕」「ポスター・ステッカー」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

テレビ

ラジオ

新聞

市・県等のＨＰ・広報紙

映画

インターネット

書籍や週刊誌等の雑誌

書籍

週刊誌などの雑誌

啓発塔・横断幕・懸垂幕

ポスター・ステッカー

その他  具体的に

いずれも見聞きしたことがない

無回答

62.0

6.4

31.6

35.8

8.6

16.2

13.2

16.7

34.7

1.7

7.7

2.9

49.6

7.0

37.3

54.2

16.5

14.6

6.5

28.7

41.4

1.2

5.2

5.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 1,333）

平成16年度調査 （N = 1,996）
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※参考 

【奈良県調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,219

本

週刊誌、月刊誌

新聞

テレビ、ラジオ

映画・ビデオ

インターネットによる情報

県や市町村の発行する広報誌や
パンフレット

地域や会社等での学習、議演会、
イベント

4.4

0.6

13.8

13.3

2.1

9.1

8.9

6.2

14.8

12.1

31.6

33.6

12.2

22.8

31.9

16.2

25.3

25.1

16.2

17.1

23.4

15.6

20.5

23.2

40.1

46.0

24.9

21.5

45.6

36.8

25.8

40.4

15.3

16.2

13.6

14.6

16.7

15.7

13.0

13.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく利用する たまに利用する ほとんど利用しない

まったく利用しない 無回答
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「新聞」「啓発塔・横断幕・懸垂幕」の割合が高くなっていま

す。また、女性で「市・県等のＨＰ・広報紙」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

テ
レ
ビ 

ラ
ジ
オ 

新
聞 

市
・
県
等
の
Ｈ
Ｐ
・
広
報
紙 

映
画 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

書
籍
や
週
刊
誌
等
の
雑
誌 

啓
発
塔
・
横
断
幕
・
懸
垂
幕 

ポ
ス
タ
ー
・
ス
テ
ッ
カ
ー 

そ
の
他 

 

具
体
的
に 

い
ず
れ
も
見
聞
き
し
た 

こ
と
が
な
い 

無
回
答 

男性 519 61.5 9.1 35.3 32.9 6.7 18.1 11.2 20.2 32.9 1.9 10.2 1.7 

女性 765 62.2 4.6 28.9 38.0 9.9 14.9 14.2 14.1 35.6 1.4 5.9 3.3 

選択しない 25 60.0 4.0 28.0 20.0 8.0 16.0 16.0 20.0 44.0 － 12.0 8.0 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「新聞」の割合が高く、20歳以上で年齢が下がるにつれ

「インターネット」の割合が高くなっています。また、他に比べ、50歳以上で「市・県等のＨＰ・

広報紙」の割合が高く、約４割となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

テ
レ
ビ 

ラ
ジ
オ 

新
聞 

市
・
県
等
の
Ｈ
Ｐ
・
広
報
紙 

映
画 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

書
籍
や
週
刊
誌
等
の
雑
誌 

啓
発
塔
・
横
断
幕
・
懸
垂
幕 

ポ
ス
タ
ー
・
ス
テ
ッ
カ
ー 

そ
の
他 
 

具
体
的
に 

い
ず
れ
も
見
聞
き
し
た 

こ
と
が
な
い 

無
回
答 

16～19 歳 46 41.3 － 10.9 10.9 10.9 17.4 10.9 15.2 43.5 4.3 13.0 2.2 

20～29 歳 88 60.2 4.5 15.9 15.9 15.9 37.5 6.8 10.2 33.0 1.1 14.8 1.1 

30～39 歳 174 64.4 6.3 20.1 30.5 6.9 31.0 12.1 14.4 39.7 1.1 10.9 0.6 

40～49 歳 263 62.7 3.4 24.0 36.1 3.8 14.4 9.5 16.0 40.7 1.9 9.1 3.0 

50～59 歳 248 61.7 5.2 30.6 40.7 9.3 17.7 14.9 19.4 38.3 2.0 4.8 2.4 

60～69 歳 314 63.4 8.0 41.7 39.8 10.5 7.6 15.9 19.4 28.0 1.6 5.7 2.9 

70 歳以上 171 61.4 10.5 49.7 42.1 8.2 5.3 14.6 13.5 25.7 0.6 5.3 5.8 

 

  



128 

（８）人権問題に関する読書や学習の意向 

問 20 あなたは、人権問題の理解を深めるために、今後読書や学習（講演会や研修会の

参加を含む）をしてみたいと思いますか。（１つに○） 

「わからない」の割合が 36.2％と最も高く、次いで「できたらしてみたい」の割合が 32.3％、

「その気持ちはない」の割合が 26.3％となっています。 

平成 16 年度調査、平成 25 年度調査と比較すると、「その気持ちはない」の割合が減少してい

ます。また、平成 16 年度調査と比較すると、「できたらしてみたい」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「その気持ちはない」の割合が高くなっています。また、女

性で「できたらしてみたい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ぜひしてみたい できたらしてみたい その気持ちはない

わからない 無回答

N =

　 1,333 3.6 32.3 26.3 36.2 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

4.0

3.3

4.0

29.3

35.0

16.0

31.0

23.5

16.0

34.7

36.3

64.0

1.0

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,401 3.9 31.5 34.5 25.4 4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

1,996 2.3 24.8 34.0 33.4 5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、男性の 20～49 歳で「その気持ちはない」の割合が高く、３割

を超えています。また、男性の 16～19 歳で「ぜひしてみたい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ぜひしてみたい できたらしてみたい その気持ちはない

わからない 無回答

N =

男性　16～19歳 19

　　　　20～29歳 41

　　　　30～39歳 62

　　　　40～49歳 87

　　　　50～59歳 95

　　　　60～69歳 132

　　　　70歳以上 80

女性　16～19歳 26

　　　　20～29歳 46

　　　　30～39歳 108

　　　　40～49歳 166

　　　　50～59歳 147

　　　　60～69歳 179

　　　　70歳以上 88

選択しない
         16～19歳

1

　　　　20～29歳 1

　　　　30～39歳 4

　　　　40～49歳 8

　　　　50～59歳 5

　　　　60～69歳 2

　　　　70歳以上 3

15.8

4.9

3.2

4.6

3.2

3.8

2.5

3.8

10.9

4.6

1.8

2.7

2.2

3.4

20.0

31.6

29.3

33.9

19.5

29.5

29.5

35.0

38.5

39.1

35.2

42.2

34.0

31.8

28.4

50.0

12.5

20.0

10.5

36.6

32.3

35.6

27.4

32.6

27.5

23.1

23.9

25.9

15.1

26.5

25.7

26.1

25.0

12.5

50.0

42.1

26.8

29.0

40.2

40.0

33.3

32.5

34.6

26.1

34.3

40.4

35.4

36.9

36.4

100.0

100.0

25.0

75.0

60.0

50.0

100.0

2.4

1.6

0.8

2.5

0.6

1.4

3.4

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（９）特に理解を深めたい人権問題 
問20で「１ ぜひしてみたい」または「２ できたらしてみたい」と答えた方におうかがいします。 

問 21－（１）特に理解を深めたいと思う問題はなんですか。（○は３つまで） 

「子どもの人権について」の割合が 24.9％と最も高く、次いで「女性の人権について」の割合

が 23.0％、「障がい者の人権について」「高齢者の人権について」の割合が 22.6％となっていま

す。 

平成 16 年度調査と比較すると、「障がい者の人権について」「在日外国人の人権について」「同

和問題について」「高齢者の人権について」「民族問題や人種差別について」「ＨＩＶ感染者等の人

権について」「ハンセン病患者・元患者の人権について」「労働者の人権について」「犯罪被害者の

人権について」「家庭におけるさまざまな人権について（夫婦間の暴力、親子間の虐待など）」「個

人情報の保護について」「子どもへの暴力防止プログラムについて」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

犯罪被害者の人権について

さまざまな性に関する人権につ

いて（性同一性障がい者、同性

愛者など）

家庭におけるさまざまな人権に

ついて（夫婦間の暴力、親子間

の虐待など）

個人情報の保護について

子どもへの暴力防止プログラム

について

インターネット上の人権につい

て

貧困問題について

生活保護に関する問題につい

て

その他  具体的に

無回答

4.8

9.6

11.9

18.2

5.4

19.0

10.7

4.0

1.3

10.3

20.2

6.1

18.9

32.8

17.2

0.7

1.5

0 10 20 30 40 50

％

女性の人権について

障がい者の人権について

在日外国人の人権について

同和問題について

高齢者の人権について

子どもの人権について

民族問題や人種差別について

ＨＩＶ感染者等の人権について

ハンセン病患者・元患者の人権

について

労働者の人権について

23.0

22.6

7.3

6.1

22.6

24.9

5.4

0.0

1.0

12.3

26.1

29.4

14.3

16.9

31.7

25.2

13.9

5.9

7.0

21.7

0 10 20 30 40 50

平成30年度調査 （N = 478）

平成16年度調査 （N = 540）
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※参考 

【奈良県調査】 

具体的なご意見をいただいた方（特になし等は除く）は 249 名、性別の割合は男性 38.5％、女

性 52.2％、回答しない 0.8％、無回答が 7.2％であった。年齢別での割合は 18～19 歳 0.8％、20

～24 歳 3.2％、25～29 歳 2.4％、30～34 歳 4.8％、35～39 歳 7.6％、40～44 歳 8.4％、45～49 歳

6.8％、50～54 歳 6.8％、55～59 歳 6.4％、60～64 歳 6.4％、65～69 歳 10.8％、70歳以上 27.7％、

無回答 6.4％となっている。 

主なご意見としては、249 名の方から計 296 件いただいた。 

分野別の代表的な意見として「同和問題」では、『同和地区の優遇・逆差別についての意見』が

11 件、『同和地区出身者の就職・結婚差別についての意見』が６件、「女性」では、『職場での男

女差別・女性の活躍の場についての意見』が７件、『社会の男女差別・女性の権利についての意

見』が３件、「子ども」では、『子どもの人権問題（虐待・貧困等）に関する意見』が８件、『子ど

もの学校における人権、学習の機会についての意見』が２件、「高齢者」では、『高齢者問題・認

知症・介護についての意見』が 13件、『高齢者の就労の機会についての意見』が１件、「障害者」

では、『障害者と共生できる・差別や偏見のない社会の実現、理解の促進に関する意見』が 14件、

『障害者の雇用問題・就労の場の確保についての意見』が７件、「外国人」では、『外国人と共生

できる社会の実現、外国人への配慮についての意見』が５件、「犯罪被害者等」では、『犯罪被害

者の人権保護についての意見』が４件、「LGBT」では、『性的マイノリティに対する差別について

の意見』が４件などがあった。 
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「障がい者の人権について」「インターネット上の人権につい

て」の割合が高くなっています。また、女性で「女性の人権について」「子どもの人権について」

の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
の
人
権
に
つ
い
て 

障
が
い
者
の
人
権
に
つ
い
て 

在
日
外
国
人
の
人
権
に
つ
い

て 同
和
問
題
に
つ
い
て 

高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て 

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て 

民
族
問
題
や
人
種
差
別
に
つ

い
て 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
の
人
権
に

つ
い
て 

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
の

人
権
に
つ
い
て 

労
働
者
の
人
権
に
つ
い
て 

男性 173 13.3 24.3 8.1 9.2 22.5 17.3 7.5 － 1.2 14.5 

女性 293 28.0 22.2 7.2 4.4 22.5 28.7 4.4 － 1.0 11.3 

選択しない 5 40.0 － － － － 20.0 － － － － 

 

 
区分 

犯
罪
被
害
者
の
人
権
に
つ
い

て さ
ま
ざ
ま
な
性
に
関
す
る
人

権
に
つ
い
て
（
性
同
一
性
障
が

い
者
、
同
性
愛
者
な
ど
） 

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
に
つ
い
て
（
夫
婦
間
の
暴

力
、
親
子
間
の
虐
待
な
ど
） 

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て 

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権

に
つ
い
て 

貧
困
問
題
に
つ
い
て 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て 

そ
の
他 

 

具
体
的
に 

無
回
答 

 

男性 6.4 10.4 13.3 20.2 5.8 22.5 9.8 5.8 1.2 8.7  

女性 3.8 9.2 11.3 17.1 5.1 17.1 11.6 3.1 1.4 10.6  

選択しない － 20.0 － 20.0 － 20.0 － － － 40.0  
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【性・年齢別】 

性・年齢別でみると、他に比べ、女性の 30～49 歳で「子どもの人権について」の割合が高く、

特に 40～49 歳で４割台半ばとなっています。また、男性の 50～59 歳で「労働者の人権について」

の割合が高く、約４割となっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
の
人
権
に
つ
い
て 

障
が
い
者
の
人
権
に
つ
い
て 

在
日
外
国
人
の
人
権
に
つ
い

て 同
和
問
題
に
つ
い
て 

高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て 

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て 

民
族
問
題
や
人
種
差
別
に
つ

い
て 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
の
人
権
に

つ
い
て 

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
の

人
権
に
つ
い
て 

労
働
者
の
人
権
に
つ
い
て 

男性 16～19 歳 9 22.2 44.4 22.2 22.2 11.1 11.1 － － － － 

    20～29 歳 14 14.3 14.3 － 7.1 7.1 21.4 7.1 － － 21.4 

    30～39 歳 23 17.4 8.7 17.4 4.3 13.0 39.1 8.7 － － 17.4 

    40～49 歳 21 9.5 23.8 4.8 4.8 19.0 38.1 9.5 － 4.8 － 

    50～59 歳 31 19.4 25.8 6.5 6.5 12.9 6.5 6.5 － － 38.7 

    60～69 歳 44 9.1 31.8 9.1 18.2 29.5 9.1 11.4 － 2.3 6.8 

    70 歳以上 30 6.7 23.3 3.3 3.3 43.3 6.7 3.3 － － 10.0 

女性 16～19 歳 11 18.2 18.2 27.3 － 9.1 18.2 － － － － 

    20～29 歳 23 30.4 30.4 13.0 17.4 4.3 26.1 4.3 － － 21.7 

    30～39 歳 43 32.6 11.6 14.0 7.0 14.0 41.9 4.7 － － 7.0 

    40～49 歳 73 23.3 23.3 5.5 6.8 16.4 45.2 1.4 － － 13.7 

    50～59 歳 54 31.5 24.1 3.7 － 16.7 22.2 1.9 － － 16.7 

    60～69 歳 61 31.1 26.2 1.6 1.6 34.4 18.0 9.8 － 1.6 8.2 

    70 歳以上 28 21.4 17.9 7.1 － 57.1 7.1 7.1 － 7.1 3.6 

選択しない 
    16～19 歳 

－ － － － － － － － － － － 

    20～29 歳 － － － － － － － － － － － 

    30～39 歳 2 50.0 － － － － 50.0 － － － － 

    40～49 歳 1 － － － － － － － － － － 

    50～59 歳 2 50.0 － － － － － － － － － 

    60～69 歳 － － － － － － － － － － － 

    70 歳以上 － － － － － － － － － － － 
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【性・年齢別（つづき）】 

単位：％    

区分 

犯
罪
被
害
者
の
人
権
に
つ
い

て さ
ま
ざ
ま
な
性
に
関
す
る
人

権
に
つ
い
て
（
性
同
一
性
障
が

い
者
、
同
性
愛
者
な
ど
） 

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
に
つ
い
て
（
夫
婦
間
の
暴

力
、
親
子
間
の
虐
待
な
ど
） 

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て 

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権

に
つ
い
て 

貧
困
問
題
に
つ
い
て 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て 

そ
の
他 

 

具
体
的
に 

無
回
答 

 

男性 16～19 歳 － 33.3 － 11.1 － 33.3 － － － 11.1  

    20～29 歳 14.3 35.7 7.1 14.3 7.1 21.4 － － － 7.1  

    30～39 歳 8.7 8.7 21.7 － 8.7 21.7 21.7 － 4.3 4.3  

    40～49 歳 19.0 4.8 9.5 19.0 9.5 23.8 － 9.5 4.8 9.5  

    50～59 歳 3.2 6.5 9.7 29.0 3.2 32.3 16.1 3.2 － 3.2  

    60～69 歳 2.3 6.8 18.2 22.7 2.3 18.2 4.5 6.8 － 11.4  

    70 歳以上 3.3 6.7 13.3 30.0 10.0 16.7 13.3 13.3 － 13.3  

女性 16～19 歳 9.1 18.2 － 9.1 9.1 － 18.2 － － 18.2  

    20～29 歳 8.7 13.0 13.0 13.0 － 17.4 13.0 － － 8.7  

    30～39 歳 4.7 9.3 4.7 9.3 11.6 4.7 11.6 9.3 － 11.6  

    40～49 歳 2.7 8.2 9.6 15.1 1.4 19.2 13.7 － 1.4 12.3  

    50～59 歳 1.9 13.0 9.3 22.2 9.3 25.9 11.1 3.7 1.9 11.1  

    60～69 歳 1.6 8.2 13.1 18.0 1.6 18.0 8.2 3.3 3.3 9.8  

    70 歳以上 7.1 － 28.6 28.6 7.1 17.9 10.7 3.6 － 3.6  

選択しない 
    16～19 歳 

－ － － － － － － － － －  

    20～29 歳 － － － － － － － － － －  

    30～39 歳 － － － － － － － － － 50.0  

    40～49 歳 － － － 100.0 － 100.0 － － － －  

    50～59 歳 － 50.0 － － － － － － － 50.0  

    60～69 歳 － － － － － － － － － －  

    70 歳以上 － － － － － － － － － －  

 

  



135 

 

【世帯構成別】 

世帯構成別でみると、他に比べ、親と子ども、孫からなる世帯で「障がい者の人権について」

「在日外国人の人権について」の割合が高くなっています。また、夫婦と子どもからなる世帯で

「子どもの人権について」の割合が、ひとり親と子どもからなる世帯で「労働者の人権について」

の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

女
性
の
人
権
に
つ
い
て 

障
が
い
者
の
人
権
に
つ
い
て 

在
日
外
国
人
の
人
権
に
つ
い

て 同
和
問
題
に
つ
い
て 

高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て 

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て 

民
族
問
題
や
人
種
差
別
に
つ

い
て 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
の
人
権
に

つ
い
て 

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
の

人
権
に
つ
い
て 

労
働
者
の
人
権
に
つ
い
て 

ひとり暮らし世帯 30 26.7 23.3 － 6.7 20.0 23.3 10.0 － 3.3 10.0 

夫婦だけの世帯 128 18.8 20.3 9.4 6.3 28.1 15.6 10.2 － 2.3 13.3 

夫婦と子どもから 
なる世帯 

241 25.3 22.0 5.4 6.2 20.7 30.7 2.5 － － 10.8 

親と子ども、孫から 
なる世帯 

33 21.2 39.4 21.2 6.1 24.2 24.2 9.1 － － 6.1 

ひとり親と子どもから 
なる世帯 

24 12.5 16.7 8.3 8.3 8.3 20.8 4.2 － 4.2 33.3 

その他 17 17.6 17.6 5.9 － 29.4 11.8 － － － 17.6 

 

 
区分 

犯
罪
被
害
者
の
人
権
に
つ
い

て さ
ま
ざ
ま
な
性
に
関
す
る
人

権
に
つ
い
て
（
性
同
一
性
障
が

い
者
、
同
性
愛
者
な
ど
） 

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
に
つ
い
て
（
夫
婦
間
の
暴

力
、
親
子
間
の
虐
待
な
ど
） 

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て 

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権

に
つ
い
て 

貧
困
問
題
に
つ
い
て 

生
活
保
護
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て 

そ
の
他 

 

具
体
的
に 

無
回
答 

 

ひとり暮らし世帯 10.0 6.7 16.7 20.0 3.3 16.7 16.7 10.0 3.3 13.3  

夫婦だけの世帯 3.9 7.8 17.2 25.8 6.3 18.8 10.9 4.7 0.8 6.3  

夫婦と子どもから 
なる世帯 

5.0 10.4 8.7 14.1 6.2 19.9 8.7 2.1 1.2 11.6  

親と子ども、孫から 
なる世帯 

3.0 15.2 9.1 15.2 － 9.1 12.1 9.1 － 12.1  

ひとり親と子どもから 
なる世帯 

8.3 4.2 12.5 16.7 － 29.2 20.8 8.3 － 12.5  

その他 － 17.6 11.8 17.6 5.9 17.6 11.8 － 5.9 11.8  
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（10）意向がない人の理由 
問 20 で「３ その気持ちはない」と答えた方におうかがいします。 

問 21－（２）それはなぜですか。（１つに○） 

「人権問題にいちおうの理解をもっているつもりなので」の割合が 35.0％と最も高く、次いで

「生活におわれて余裕がない」の割合が 23.9％、「特に関心があるわけではないので」の割合が

22.2％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「人権問題にいちおうの理解をもっているつもりなので」の割

合が増加し、「特に関心があるわけではないので」の割合が減少しています。また、平成 16年度

調査と比較すると、「生活におわれて余裕がない」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 25年度調査】 

 

 

 

 

【平成 16年度調査】 

 

 

 

 

【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「人権問題にいちおうの理解をもっているつもりなので」の

割合が高くなっています。また、女性で「生活におわれて余裕がない」の割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

  

人権問題にいちおうの理解をもっているつもりなので

特に関心があるわけではないので

生活におわれて余裕がない

その他

特に理由はない

無回答

N =

　 351 35.0 22.2 23.9 5.7 9.7 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男性 161

女性 180

選択しない 4

42.2

30.0

21.1

23.3

25.0

19.3

27.8

25.0

6.2

4.4

25.0

7.5

11.1

25.0

3.7

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

484 28.9 33.7 20.2 7.6 8.9 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

678 38.1 26.0 15.5 6.5 12.1 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が下がるにつれ「生活におわれて余裕がない」の割合が高くなる傾向が

みられます。また、他に比べ、70歳以上で「人権問題にいちおうの理解をもっているつもりなの

で」の割合が高く、約５割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人権問題にいちおうの理解をもっているつもりなので

特に関心があるわけではないので

生活におわれて余裕がない

その他

特に理由はない

無回答

N =

16～19歳 8

20～29歳 26

30～39歳 49

40～49歳 57

50～59歳 65

60～69歳 91

70歳以上 45

12.5

23.1

34.7

28.1

33.8

40.7

51.1

37.5

23.1

20.4

17.5

21.5

23.1

24.4

25.0

42.3

34.7

36.8

27.7

11.0

4.4

12.5

3.8

4.1

10.5

6.2

2.2

4.4

12.5

7.7

2.0

1.8

6.2

18.7

15.6

4.1

5.3

4.6

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（11）人権学習を深めるための支援 

問 22 人権学習を深めるための支援としては特にどのようなことが重要だと思います

か。（○は３つまで） 

「学校等教育の場で当事者の話を聞いたり交流を深める」の割合が 54.1％と最も高く、次いで

「学習講座や場の提供を充実する」の割合が 24.6％、「身近な地域で話が聞けるように出前講座

を開催する」の割合が 23.3％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「学校等教育の場で当事者の話を聞いたり交流を深める」の割

合が 3.9 ポイント増加しています。また、平成 16 年度調査と比較すると、「学校等教育の場で当

事者の話を聞いたり交流を深める」「学習講座や場の提供を充実する」の割合が増加し、「特に必

要ない」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

分野別の人権問題等学習のた

めの書籍・資料を充実する

学校等教育の場で当事者の話

を聞いたり交流を深める

学習相談への対応を充実する

学習講座や場の提供を充実す

る

身近な地域で話が聞けるように

出前講座を開催する

学習グループを育て、支援する

その他

特に必要ない

無回答

15.2

54.1

13.7

24.6

23.3

10.0

3.7

7.8

7.7

17.3

50.2

18.5

29.1

25.6

11.6

3.1

10.1

18.0

48.7

11.5

19.4

21.4

7.4

2.9

13.6

14.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 1,333）

平成25年度調査 （N = 1,401）

平成16年度調査 （N = 1,996）
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※参考 

【奈良県調査】 

具体的なご意見をいただいた方（特になし等は除く）は 219 名、性別の割合は男性 42.4％、女

性 48.8％、回答しない 1.3％、無回答が 7.3％であった。年齢別での割合は 18～19 歳 1.3％、20

～24 歳 1.8％、25～29 歳 3.6％、30～34 歳 4.5％、35～39 歳 6.3％、40～44 歳 8.6％、45～49 歳

7.3％、50～54 歳 7.3％、55～59 歳 6.8％、60～64 歳 7.3％、65～69 歳 12.3％、70歳以上 25.5％、

無回答 6.8％となっている。 

主なご意見としては、219 名の方から計 234 件いただいた。 

代表的な意見として、 

・まずは、行政に関わるものが人権問題について理解を深めることが必要である。 

・相談窓口を充実させてほしい。 

・人権・差別教育について市町村での取組方を統一してほしい。 

・人権問題についてきちんとした調査研究が必要。単なる啓発では問題が上滑りする。 

・人権問題や障害問題の研修や学習会は行政が積極的に行うべきである。 

・教育・啓蒙による意識の向上と、法整備による人権保護が両輪だと思う。 

・部落差別は過去のものとなっているのではないか。 

・学校での人権教育、小さい頃の人権教育が大事である。 

・子育てママが働きやすいようにしてほしい。 

・子どもの権利がもっと守られるべき。 

・高齢者が暮らしやすい社会になるために介護教育を実技演習を含め、中学生くらいから行

った方がよい。 

・障害者に対する理解促進に取り組んでほしい。障害者スポーツに対しても、行政がもっと

広く理解し選手育成などにも力を入れて取り組んでほしい。 

・同性婚を認めるべきである。 

などがあった。 
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、男性で「学校等教育の場で当事者の話を聞いたり交流を深める」「学

習講座や場の提供を充実する」の割合が高くなっています。また、女性で「学校等教育の場で当

事者の話を聞いたり交流を深める」「身近な地域で話が聞けるように出前講座を開催する」の割

合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

分
野
別
の
人
権
問
題
等
学
習

の
た
め
の
書
籍
・
資
料
を
充
実

す
る 

学
校
等
教
育
の
場
で
当
事
者

の
話
を
聞
い
た
り
交
流
を
深

め
る 

学
習
相
談
へ
の
対
応
を
充
実

す
る 

学
習
講
座
や
場
の
提
供
を
充

実
す
る 

身
近
な
地
域
で
話
が
聞
け
る

よ
う
に
出
前
講
座
を
開
催
す

る 学
習
グ
ル
ー
プ
を
育
て
、
支
援

す
る 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
い 

無
回
答 

男性 519 18.5 50.1 12.1 25.2 20.2 9.4 5.2 9.6 7.3 

女性 765 13.1 57.3 14.5 24.4 25.4 10.1 2.7 6.5 7.5 

選択しない 25 8.0 44.0 20.0 16.0 24.0 20.0 － 12.0 12.0 
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【年齢別】 

年齢別でみると、20 歳以上で年齢が下がるにつれ「学校等教育の場で当事者の話を聞いたり交

流を深める」の割合が高くなっており、20～29 歳で約７割となっています。また、他に比べ、70

歳以上で「身近な地域で話が聞けるように出前講座を開催する」の割合が高く、約３割となって

います。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

分
野
別
の
人
権
問
題
等
学
習

の
た
め
の
書
籍
・
資
料
を
充
実

す
る 

学
校
等
教
育
の
場
で
当
事
者

の
話
を
聞
い
た
り
交
流
を
深

め
る 

学
習
相
談
へ
の
対
応
を
充
実

す
る 

学
習
講
座
や
場
の
提
供
を
充

実
す
る 

身
近
な
地
域
で
話
が
聞
け
る

よ
う
に
出
前
講
座
を
開
催
す

る 学
習
グ
ル
ー
プ
を
育
て
、
支
援

す
る 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
い 

無
回
答 

16～19 歳 46 10.9 47.8 13.0 21.7 19.6 4.3 4.3 2.2 6.5 

20～29 歳 88 12.5 68.2 14.8 26.1 13.6 11.4 5.7 8.0 3.4 

30～39 歳 174 14.9 59.2 11.5 29.9 20.1 6.3 4.6 6.9 3.4 

40～49 歳 263 13.3 58.2 15.6 27.4 17.5 10.3 3.8 8.0 6.8 

50～59 歳 248 16.9 56.0 14.5 27.4 26.6 9.3 5.2 4.4 4.0 

60～69 歳 314 16.9 49.4 13.7 20.7 25.8 13.4 2.2 10.2 8.6 

70 歳以上 171 13.5 45.6 12.3 19.3 31.6 9.4 1.8 10.5 16.4 
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（12）人権が尊重される社会実現のための取り組み 

問 23 あなたは、人権が尊重される社会を実現するためには、今後特にどのようなこと

に取り組んでいくことが重要だと思いますか。（○は３つまで） 

「保育所・幼稚園・学校での人権教育を充実する」の割合が 46.8％と最も高く、次いで「幼児

期から思いやりの心をはぐくむなど、家庭における教育を充実する」の割合が 44.8％、「国や県・

市が、人権教育・啓発を積極的に進める」の割合が 37.0％となっています。 

平成 16 年度調査、平成 25 年度調査と比較すると、「国や県・市が、人権教育・啓発を積極的に

進める」「職場、事業所での人権尊重（教育・学習）の取り組みを支援する」の割合が増加し、「幼

児期から思いやりの心をはぐくむなど、家庭における教育を充実する」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

国や県・市が、人権教育・啓発

を積極的に進める

保育所・幼稚園・学校での人権

教育を充実する

幼児期から思いやりの心をはぐ

くむなど、家庭における教育を

充実する

公民館などでおこなう講座など

で、人権についての学習を活発

におこなう

職場、事業所での人権尊重（教

育・学習）の取り組みを支援す

る

住民やＮＰＯなどの団体による

人権尊重に向けた取り組みを支

援する

市民が人権教育・啓発に参画

する機会を充実できるように情

報の収集や提供に努める

公務員や警察官、教員などの

人権教育を充実する

人権侵害を受けた人に対する

相談活動や救済策を充実する

社会的に弱い立場にある人に

対する支援を充実する

その他

特に必要ない

無回答

37.0

46.8

44.8

4.7

20.0

5.4

14.2

19.1

25.1

2.4

3.2

5.9

28.9

47.0

57.7

3.9

13.5

5.4

8.0

15.7

20.8

22.4

1.3

3.6

25.8

39.1

58.7

4.8

10.8

5.7

17.2

22.9

27.3

2.0

5.0

5.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成30年度調査 （N = 1,333）

平成25年度調査 （N = 1,401）

平成16年度調査 （N = 1,996）
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【性 別】 

性別でみると、他に比べ、女性で「保育所・幼稚園・学校での人権教育を充実する」「幼児期か

ら思いやりの心をはぐくむなど、家庭における教育を充実する」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

国
や
県
・
市
が
、
人
権
教
育
・

啓
発
を
積
極
的
に
進
め
る 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
で
の

人
権
教
育
を
充
実
す
る 

幼
児
期
か
ら
思
い
や
り
の
心

を
は
ぐ
く
む
な
ど
、
家
庭
に
お

け
る
教
育
を
充
実
す
る 

公
民
館
な
ど
で
お
こ
な
う
講

座
な
ど
で
、
人
権
に
つ
い
て
の

学
習
を
活
発
に
お
こ
な
う 

職
場
、
事
業
所
で
の
人
権
尊
重

（
教
育
・
学
習
）
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る 

住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体

に
よ
る
人
権
尊
重
に
向
け
た

取
り
組
み
を
支
援
す
る 

男性 519 37.8 43.5 39.1 4.6 22.7 4.0 

女性 765 36.5 49.4 49.4 4.7 18.0 6.1 

選択しない 25 32.0 36.0 36.0 － 12.0 4.0 

 

 
区分 

公
務
員
や
警
察
官
、
教
員
な
ど

の
人
権
教
育
を
充
実
す
る 

人
権
侵
害
を
受
け
た
人
に
対

す
る
相
談
活
動
や
救
済
策
を

充
実
す
る 

社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る

人
に
対
す
る
支
援
を
充
実
す

る そ
の
他 

特
に
必
要
な
い 

無
回
答 

 

男性 17.0 18.3 24.5 3.9 3.9 5.6  

女性 12.3 19.6 25.5 1.4 2.6 5.6  

選択しない 16.0 24.0 20.0 4.0 12.0 12.0  
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、30～49 歳で「保育所・幼稚園・学校での人権教育を充実する」の

割合が高く、５割台半ばとなっています。また、30～39 歳で「幼児期から思いやりの心をはぐく

むなど、家庭における教育を充実する」の割合が高く、約５割となっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

国
や
県
・
市
が
、
人
権
教
育
・

啓
発
を
積
極
的
に
進
め
る 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
で
の

人
権
教
育
を
充
実
す
る 

幼
児
期
か
ら
思
い
や
り
の
心

を
は
ぐ
く
む
な
ど
、
家
庭
に
お

け
る
教
育
を
充
実
す
る 

公
民
館
な
ど
で
お
こ
な
う
講

座
な
ど
で
、
人
権
に
つ
い
て
の

学
習
を
活
発
に
お
こ
な
う 

職
場
、
事
業
所
で
の
人
権
尊
重

（
教
育
・
学
習
）
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る 

住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体

に
よ
る
人
権
尊
重
に
向
け
た

取
り
組
み
を
支
援
す
る 

16～19 歳 46 37.0 41.3 34.8 － 13.0 2.2 

20～29 歳 88 35.2 51.1 37.5 2.3 33.0 6.8 

30～39 歳 174 36.8 55.7 52.3 2.9 19.5 5.2 

40～49 歳 263 36.1 53.2 45.2 5.3 20.9 5.7 

50～59 歳 248 35.9 49.2 44.4 3.6 29.4 4.8 

60～69 歳 314 38.2 40.1 44.3 5.4 15.3 5.4 

70 歳以上 171 39.2 37.4 46.2 7.6 8.8 5.8 

 

区分 

公
務
員
や
警
察
官
、
教
員
な
ど

の
人
権
教
育
を
充
実
す
る 

人
権
侵
害
を
受
け
た
人
に
対

す
る
相
談
活
動
や
救
済
策
を

充
実
す
る 

社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る

人
に
対
す
る
支
援
を
充
実
す

る そ
の
他 

特
に
必
要
な
い 

無
回
答 

 

16～19 歳 28.3 10.9 21.7 4.3 2.2 6.5  

20～29 歳 11.4 22.7 26.1 3.4 5.7 1.1  

30～39 歳 10.9 18.4 21.3 3.4 2.9 4.0  

40～49 歳 15.2 17.9 21.7 3.4 2.3 4.9  

50～59 歳 12.1 23.8 25.0 2.0 1.2 4.4  

60～69 歳 13.1 18.8 28.0 1.6 5.4 6.1  

70 歳以上 19.9 17.0 28.7 0.6 3.5 10.5  
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【世帯構成別】 

世帯構成別でみると、他に比べ、夫婦と子どもからなる世帯、親と子ども、孫からなる世帯で

「保育所・幼稚園・学校での人権教育を充実する」の割合が高く、約５割となっています。また、

夫婦だけの世帯、夫婦と子どもからなる世帯、親と子ども、孫からなる世帯で「幼児期から思い

やりの心をはぐくむなど、家庭における教育を充実する」の割合が高く、４割台半ばとなってい

ます。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

国
や
県
・
市
が
、
人
権
教
育
・

啓
発
を
積
極
的
に
進
め
る 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
で
の

人
権
教
育
を
充
実
す
る 

幼
児
期
か
ら
思
い
や
り
の
心

を
は
ぐ
く
む
な
ど
、
家
庭
に
お

け
る
教
育
を
充
実
す
る 

公
民
館
な
ど
で
お
こ
な
う
講

座
な
ど
で
、
人
権
に
つ
い
て
の

学
習
を
活
発
に
お
こ
な
う 

職
場
、
事
業
所
で
の
人
権
尊
重

（
教
育
・
学
習
）
の
取
り
組
み

を
支
援
す
る 

住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体

に
よ
る
人
権
尊
重
に
向
け
た

取
り
組
み
を
支
援
す
る 

ひとり暮らし世帯 85 42.4 36.5 35.3 10.6 14.1 4.7 

夫婦だけの世帯 368 35.9 44.0 47.6 4.1 16.8 5.2 

夫婦と子どもからなる世帯 636 36.9 50.3 46.2 4.1 22.0 5.7 

親と子ども、孫からなる世帯 97 37.1 48.5 47.4 3.1 18.6 3.1 

ひとり親と子どもからなる世帯 60 40.0 45.0 36.7 8.3 30.0 6.7 

その他 58 34.5 46.6 36.2 1.7 15.5 5.2 

 

区分 

公
務
員
や
警
察
官
、
教
員
な
ど

の
人
権
教
育
を
充
実
す
る 

人
権
侵
害
を
受
け
た
人
に
対

す
る
相
談
活
動
や
救
済
策
を

充
実
す
る 

社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る

人
に
対
す
る
支
援
を
充
実
す

る そ
の
他 

特
に
必
要
な
い 

無
回
答 

 

ひとり暮らし世帯 16.5 15.3 23.5 3.5 8.2 11.8  

夫婦だけの世帯 13.3 20.4 25.0 1.4 3.5 6.0  

夫婦と子どもからなる世帯 14.3 20.3 25.3 2.4 2.2 4.4  

親と子ども、孫からなる世帯 12.4 14.4 28.9 3.1 5.2 3.1  

ひとり親と子どもからなる世帯 18.3 15.0 28.3 1.7 3.3 5.0  

その他 15.5 19.0 13.8 8.6 3.4 12.1  
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（13）人権に関する宣言や法律等の認知状況 

問 24 あなたは、人権問題にかかわる次のような法律や条例などを知っていますか。 

１.～15.のそれぞれについて選んでください。（それぞれ１つに○） 

４．児童虐待防止法（2000）で「内容は知っている」の割合が高く、約２割となっています。一方、

６．プロバイダ責任制限法（2001）で「知らない」の割合が高く、７割台半ばとなっています。 

奈良県調査と比較すると、４．児童虐待防止法（2000）、で「内容は知っている」の割合が低く

なっています。また、３．人権教育及び人権啓発の推進に関する法律（2000）、５．ＤＶ防止法

（2001）、９．いじめ防止対策推進法（2013）、10．ヘイトスピーチ解消法（2016）、11．部落差別

解消推進法（2016）で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 1,333

１． 人種差別撤廃条約（1965）

２． 国際人権規約（1966）

３． 人権教育及び人権啓発の推進に
関する法律（2000）

４． 児童虐待防止法（2000）

５． ＤＶ防止法（2001）

６． プロバイダ責任制限法（2001）

７． 障害者差別解消法（2013）

８．
子どもの貧困対策法（2013）

９． いじめ防止対策推進法（2013）

10． ヘイトスピーチ解消法（2016）

11． 部落差別解消推進法（2016）

12． 生駒市人権擁護に関する条例（1994）

13． 差別をなくす強調月間
（7 月1日～31日）

14． 人権週間（12月4日～10日）

15． 人権を確かめあう日（毎月11日）

8.5

5.3

2.9

23.0

18.3

2.6

7.2

8.3

11.6

8.9

7.3

2.9

7.4

11.4

6.7

40.8

37.1

25.1

61.0

56.3

14.3

29.6

44.9

48.7

40.0

33.0

28.4

35.7

52.4

26.7

44.6

51.2

64.3

11.6

20.5

76.7

56.9

41.3

33.8

45.6

53.9

62.7

51.3

31.1

61.1

6.2

6.4

7.7

4.4

5.0

6.5

6.2

5.6

5.9

5.5

5.8

5.9

5.6

5.1

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答



147 

 

【奈良県調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N = 1,219

人種差別撤廃条約（1965）

国際人権規約（1966）

人権教育及び人権啓発の推進に
関する法律（2000）

児童虐待防止法（2000）

ＤＶ防止法（2001）

プロバイダ責任制限法（2001）

障害者差別解消法（2013）

子どもの貧困対策法（2013）

いじめ防止対策推進法（2013）

ヘイトスピーチ解消法（2016）

部落差別解消推進法（2016）

奈良県あらゆる差別の撤廃及び
人権の尊重に関する条例（1997）

奈良県障害がある人もない人もとも
に暮らしやすい社会づくり条例
（2015）

戸籍・住民票などの「本人通知制
度」

7.4

4.3

5.6

28.9

25.9

1.8

8.9

10.7

16.1

10.7

10.6

3.9

4.7

10.2

45.8

40.7

35.9

58.7

55.5

16.1

33.5

45.6

54.3

45.9

41.4

20.9

19.7

24.0

42.7

50.5

53.8

8.4

14.0

77.4

53.2

39.2

25.3

38.6

43.6

71.1

71.4

61.6

4.1

4.5

4.7

4.0

4.6

4.7

4.4

4.5

4.3

4.8

4.4

4.1

4.3

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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１．人種差別撤廃条約（1965） 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～29 歳で「内容は知っている」の割合が高く、約２割となって

います。また、40～49 歳で「知らない」の割合が高く、約６割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

9.4

8.1

4.0

40.8

40.9

60.0

45.9

45.6

24.0

3.9

5.4

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

23.9

20.5

5.7

5.7

7.3

7.6

9.4

58.7

45.5

51.1

32.7

36.7

43.6

41.5

17.4

31.8

40.8

57.8

51.6

42.7

38.6

2.3

2.3

3.8

4.4

6.1

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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２．国際人権規約（1966） 

性別でみると、他に比べ、男性で「名称は知っている」の割合が高くなっています。また、女

性で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～29 歳で「内容は知っている」の割合が高く、約１割となって

います。また、40～59 歳で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

6.9

3.9

16.0

41.2

34.8

40.0

47.8

55.7

32.0

4.0

5.6

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

13.0

12.5

5.2

4.2

5.6

4.1

2.9

63.0

45.5

42.5

33.5

33.9

36.6

35.1

23.9

39.8

51.1

58.6

57.3

51.6

49.7

2.3

1.1

3.8

3.2

7.6

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３．人権教育及び人権啓発の推進に関する法律（2000） 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、20～29 歳、50～59 歳で「名称は知っている」の割合が高く、約３

割となっています。また、16～19 歳、30～49 歳で「知らない」の割合が高く、約７割となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

2.1

3.7

27.6

23.4

40.0

64.9

65.9

48.0

5.4

7.1

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

2.2

4.5

2.9

2.3

3.2

3.5

2.3

26.1

31.8

24.1

20.2

30.2

24.5

26.3

71.7

61.4

70.7

71.1

61.7

63.7

58.5

2.3

2.3

6.5

4.8

8.3

12.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４．児童虐待防止法（2000） 

性別でみると、他に比べ、男性で「知らない」の割合が高くなっています。また、女性で「内

容は知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、20 歳以上で年齢が下がるにつれ「内容は知っている」の割合が高くなってい

ます。また、他に比べ、16～19 歳で「知らない」の割合が高く、約２割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

19.7

25.2

40.0

61.3

63.0

36.0

16.2

8.9

12.0

2.9

2.9

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

28.3

33.0

28.2

25.1

21.8

22.3

14.0

52.2

54.5

59.2

59.3

66.5

63.1

66.1

19.6

10.2

12.6

12.9

9.7

11.1

11.1

2.3

2.7

2.0

3.5

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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５．ＤＶ防止法（2001） 

性別でみると、他に比べ、男性で「知らない」の割合が高く、２割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、20～29 歳で「内容は知っている」の割合が高く、２割台半ばとな

っています。また、60～69 歳で「名称は知っている」の割合が、16～19 歳、30～39 歳で「知ら

ない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

16.0

20.1

20.0

56.5

57.9

40.0

24.1

18.6

24.0

3.5

3.4

16.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

15.2

26.1

19.5

18.3

21.4

15.9

16.4

54.3

48.9

51.1

58.9

57.7

60.5

56.7

30.4

22.7

28.2

19.0

18.1

19.7

18.7

2.3

1.1

3.8

2.8

3.8

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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６．プロバイダ責任制限法（2001） 

性別でみると、他に比べ、男性で「名称は知っている」の割合が高くなっています。また、女

性で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～19 歳で「名称は知っている」の割合が高く、約２割となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

4.2

1.2

8.0

18.9

11.6

8.0

72.4

81.7

72.0

4.4

5.5

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

2.2

6.8

2.3

2.3

4.8

1.0

0.6

19.6

15.9

14.9

16.3

14.5

14.0

10.5

78.3

75.0

81.0

76.8

77.0

79.0

76.0

2.3

1.7

4.6

3.6

6.1

12.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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７．障害者差別解消法（2013） 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、20～29 歳で「内容は知っている」の割合が高くなっています。ま

た、16～19 歳で「名称は知っている」の割合が、30～39 歳で「知らない」の割合が高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

6.6

7.8

4.0

31.2

28.4

44.0

58.2

58.4

40.0

4.0

5.4

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

13.0

17.0

7.5

6.8

8.5

4.1

5.8

39.1

33.0

24.7

27.8

29.4

31.2

33.9

47.8

47.7

66.1

61.6

58.9

58.3

48.0

2.3

1.7

3.8

3.2

6.4

12.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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８．子どもの貧困対策法（2013） 

性別でみると、他に比べ、男性で「知らない」の割合が高くなっています。また、女性で「名

称は知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、20～29 歳で「内容は知っている」の割合が高くなっています。ま

た、60～69 歳で「名称は知っている」の割合が、16～19 歳、30～39 歳で「知らない」の割合が

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

7.1

9.3

8.0

39.7

49.2

48.0

48.6

37.8

32.0

4.6

3.8

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

2.2

18.2

8.6

6.8

7.7

6.1

12.9

43.5

34.1

37.9

45.2

48.4

50.6

47.4

54.3

45.5

51.1

44.5

40.7

37.9

31.0

2.3

2.3

3.4

3.2

5.4

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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９．いじめ防止対策推進法（2013） 

性別でみると、他に比べ、男性で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～19 歳で「内容は知っている」の割合が高くなっています。ま

た、30～39 歳で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

10.0

13.1

12.0

47.2

50.5

52.0

38.2

32.0

24.0

4.6

4.4

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

21.7

15.9

12.6

10.6

12.1

8.3

14.6

41.3

46.6

42.5

50.6

49.6

53.2

50.3

37.0

35.2

42.5

35.0

35.9

31.8

25.1

2.3

2.3

3.8

2.4

6.7

9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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10．ヘイトスピーチ解消法（2016） 

性別でみると、他に比べ、男性で「名称は知っている」の割合が高くなっています。また、女

性で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が下がるにつれ「知らない」の割合が高くなっています。また、他に比

べ、60～69 歳で「名称は知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

10.4

8.4

4.0

45.1

37.3

40.0

41.0

49.9

44.0

3.5

4.4

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

10.9

13.6

6.3

8.0

9.3

8.0

12.9

28.3

29.5

39.1

36.5

42.3

47.1

42.7

60.9

54.5

53.4

51.3

45.6

40.4

33.9

2.3

1.1

4.2

2.8

4.5

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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11．部落差別解消推進法（2016） 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～19 歳で「内容は知っている」の割合が高くなっています。ま

た、30～49 歳で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

7.5

7.5

4.0

33.1

33.9

24.0

55.5

54.1

56.0

3.9

4.6

16.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

15.2

9.1

3.4

3.8

6.5

8.9

12.9

30.4

35.2

23.6

26.2

37.5

39.8

38.6

54.3

53.4

71.8

65.8

53.2

45.9

37.4

2.3

1.1

4.2

2.8

5.4

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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12．生駒市人権擁護に関する条例（1994） 

性別でみると、男性と女性で大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ「名称は知っている」の割合が高くなる傾向がみられま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

3.1

3.0

28.1

29.3

32.0

64.7

62.9

56.0

4.0

4.8

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

3.4

0.6

1.5

5.2

3.8

3.5

21.7

17.0

18.4

21.7

29.8

36.6

44.4

78.3

77.3

79.3

71.5

62.5

54.5

40.9

2.3

1.7

5.3

2.4

5.1

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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13．差別をなくす強調月間（7 月 1 日～31 日） 

性別でみると、他に比べ、男性で「知らない」の割合が高くなっています。また、女性で「名

称は知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が下がるにつれ「知らない」の割合が高くなっています。また、40 歳以

上で「名称は知っている」の割合が高く、約４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

6.6

8.5

33.1

38.3

32.0

56.1

49.2

56.0

4.2

4.1

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

2.2

4.5

5.7

6.1

10.9

7.0

11.1

19.6

18.2

32.8

38.8

37.5

41.7

38.6

78.3

75.0

59.2

51.0

48.8

46.5

41.5

2.3

2.3

4.2

2.8

4.8

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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14．人権週間（12 月 4 日～10 日） 

性別でみると、他に比べ、男性で「知らない」の割合が高くなっています。また、女性で「名

称は知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～19 歳で「内容は知っている」「知らない」の割合が高くなっ

ています。また、40～49 歳で「名称は知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

11.8

11.6

4.0

49.7

55.6

52.0

34.7

29.3

32.0

3.9

3.5

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

17.4

11.4

9.8

11.4

14.5

10.2

11.1

37.0

46.6

57.5

60.5

54.0

50.3

50.3

45.7

39.8

32.2

25.5

28.6

34.7

29.2

2.3

0.6

2.7

2.8

4.8

9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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15．人権を確かめあう日（毎月 11日） 

性別でみると、他に比べ、男性で「知らない」の割合が高くなっています。また、女性で「名

称は知っている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、16～19 歳で「内容は知っている」の割合が高くなっています。ま

た、60～69 歳で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容は知っている 名称は知っている 知らない 無回答

N =

男性 519

女性 765

選択しない 25

6.7

7.1

22.2

30.1

32.0

67.1

58.7

56.0

4.0

4.2

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

16～19歳 46

20～29歳 88

30～39歳 174

40～49歳 263

50～59歳 248

60～69歳 314

70歳以上 171

17.4

13.6

8.0

4.9

8.1

4.5

4.7

28.3

27.3

29.9

30.4

31.9

20.7

24.0

54.3

56.8

60.9

60.1

57.7

70.1

61.4

2.3

1.1

4.6

2.4

4.8

9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（14）自由記述（抜粋） 
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Ⅲ 人権に関する市民意識調査結果のまとめ 

生駒市人権施策審議会 

 

 

はじめに 

 生駒市は、平成３０年５月に、「人権施策をより一層促進するための基礎資料を得ることを目的」

とする市民意識調査を実施しました。 

私達生駒市人権施策審議会（以下当審議会という）は、アンケート項目を作成する際、以下の視

点で注文を付けました。 

① 人権の主体、担い手はあくまで生駒市民であり、市民が主人公である。 
② 市民の率直な意見が出せるような質問に整える。 
③ 生駒市が人権に関する基本計画の見直しを検討する参考にさせてもらう。 
はじめに、今回の市民意識調査に回答をいただいた多数の市民の皆さんに対し、当審議会として

も心から感謝申し上げる次第です。 

この市民意識調査は、人権に関する全項目の回答について、全国および奈良県での同様の市民意

識調査との比較、生駒市が平成１６年、同２５年に行った市民意識調査結果との比較を含めて、市

民の皆さんに活用いただくべく公表されることとなっています。その際、自由記述欄に記載いただ

いた多くの市民の自由闊達な、時には辛辣なご意見もすべて、掲載されることになっています。ぜ

ひとも、市民の皆さんにおいても目を通してください。 
以下、いくつかの自由意見を紹介します。 
 
【自由意見をいくつか入れる】 

 

ここにいくつかの自由記載の意見を紹介しましたが、いずれも率直で現実生活に土台を置いた貴

重な意見です。 

当審議会は、こうした意見を含めてすべての自由意見もしっかり受け止めながら、今後とも、住

民が人権の主体であり担い手という立場で、生駒市における人権施策をすすめるために、今回の市

民意識調査結果から何を学ぶか、という視点での受け止めた結果を市民にお返ししたいと思います。 

今回の市民意識調査結果を踏まえて、市民のみなさんの意見交換ができる機会を設定したいとも

考えていますので、ぜひその機会にはご参加、忌憚のない意見交換ができることを楽しみにしてい

ます。 

以下、人権に関する市民意識調査結果について、当審議会として検討を始めたばかりですが、受

け止めた内容をここに記したいと思います。 

 

○ 市民の人権問題についての意識について 

市民の人権問題や世の中の事柄や意見についての考えでは、「９．国や自治体は、外国人に対す

るヘイトスピーチ（差別的な発言）を繰り返す団体に、毅然とした態度をとる必要がある」（生駒

市（以下本市とする）：90.1％、奈良県：78.3％）、「12．犯罪被害者のプライバシーが興味本位に

とりあげられることは問題だ」（本市：94.3、奈良県：90.4％）で「そうと思う」と「どちらかと

いえばそう思う」をあわせた“そう思う”の割合が高く、９割以上となっています。他の項目にお
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いても、奈良県と比較しても高くなっていることから、人権問題に対する市民の関心が高いこと

がうかがえます。 

一方で、障がい者への人権問題については「障がいがあることを理由に乗り物への乗車や入店を断

られるのは問題だ」（本市：86.2％、奈良県：81.6％）の割合が高くなっていますが、精神障がいの

ある方に対しては「精神に障がいがある人に対しては、なんとなく不安を感じる」（本市：76.4％、

奈良県：80.8％）の割合が高いことがわかりました。【問１】 

 

人権問題で関心があるものについては、「子どもに関する問題」（H30：56.4％、H25：38.5％）、「高

齢者に関する問題」（H30：55.1％、H25：４７.０％）、「インターネットを悪用した人権侵害に関す

る問題」（H30：54.7％、H25：36.1％）の割合が特に高くなっており、比較ができるすべての項目で

平成 25 年調査に比べて割合が増加しており、市民の人権問題についての関心は様々な分野で高く

なっています。【問２】 

 

平成 29 年度内閣府人権擁護に関する世論調査（内閣府調査）と比較すると、「女性に関する問題」

（本市：47.9％、国：30.6％）、「子どもに関する問題」（本市：56.4％、国：33.7％）、「高齢者に関

する問題」（本市：55.1％、国：36.7％）、「同和問題」（本市：25.9％、国：14.0％）、「在日外国人

に関する問題」（本市：30.7％、国：15.0％）、「性同一性障がい者（身体的な性と心の性が一致しな

い者）に関する問題」、（本市：25.3％、国：15.5％）「性的指向（異性愛、同性愛、両性愛など）に

関する問題」（本市：23.6％、国：15.0％）、「北朝鮮当局による拉致問題」（本市：49.4％、国：26.6％）

の割合が高くなっており、国に比べても市民の意識は高いことがうかがえます。 

一方で、「障がい者に関する問題」（本市：44.5％、国：51.1％）の割合が低くなっています。   

【問２】 

 

人権尊重の意味については、人権が尊重されることについては、「個人として尊重される」（H30：

68.4％、H25：59.1％）、「差別されない、平等である」（H30：65.5％、H25:56.2％）、「健康で文化的

な最低限度の生活を送ることができる」（H30：53.2％、H25：45.0％）と市民の人権に対する理解は

広がっています。【問４】 

 

○ 身近に感じる人権問題について 

人権についてどの程度身近に感じるかについては、「非常に身近に感じる」と「身近に感じる」を

あわせた“身近に感じる”（H30：38.8％、H25：30.5%）、「あまり身近に感じない」と「まったく身

近に感じない」をあわせた“身近に感じない”（H30：45.9%、H25：56.6%）となっており、人権問題

を身近に感じている市民が増えています。【問３】 

 

身近にあるものについては、「高齢者に関する問題」（H30：40.7％、H25：25.2％）と最も高く、

次いで「子どもに関する問題」（H30：28.5％、H25：14.5％）、「女性に関する問題」（H30：24.8％、

H25：8.2％）の割合が特に高くなっており、「障がい者に関する問題」（H30：23.7％、H25：11.5％）、

「同和問題」（H30：9.1％、H25：3.8％）、「在日外国人に関する問題」（H30：11.0％、H25：4.2％）、

「ハラスメントなど職場での問題」（H30：19.7％、H25：8.2％）、「非正規雇用など雇用形態の問題」

（H30：20.9％、H25：12.8％）、「ワーキング・プアの問題」（H30：14.1％、H25：7.8％）、「プライ
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バシー保護に関する問題」（H30：18.4％、H25：6.6％）、「インターネットを悪用した人権侵害に関

する問題」（H30：14.1％、H25：5.0％）の割合が増加しており、人権意識の高まりの背景には人権

問題が自分に近い問題であるとの認識が広まっていることが影響していると想定されます。【問２】 

 

 

○ 人権侵害を受けた経験について 

市民が人権侵害を受けた経験の有無、及びその内容については、自分が人権侵害を受けた経験が

「ある」（H30：14.3％、H25：10.3％）の割合は横ばいとなっています。 

性・年齢別でみると、男性の 30～39 歳（H30：29.0％、H25：24.１％）、女性の 20～29 歳（H30：

28.3％、H25：20.0％）で「ある」の割合が高く、約３割となっています。男性で２0歳から５9歳

で、女性では 20～29 歳、50～59 歳で自分が人権侵害を受けた経験が「ある」の割合が増加してい

ます。【問５】 

 

人権侵害の内容については、「働いている場で雇用主や上司などから不当な待遇を受けた」（H30：

39.8％、H25：42.1％）、「うわさをたてられたり、悪口、かげ口をいわれたりした」（H30：30.9％、

H25：33.8％）「責任や義務のないことをやらされた」（H30：12.6％、H25：9.0％）の割合が特に高

くなっており、職場での人権侵害にあったと回答した市民が多くなっています。 

年齢別でみると、「働いている場で雇用主や上司などから不当な待遇を受けた」（20～29 歳：45.0％、

30～39 歳：42.4％、40～49 歳：46.7％、50～59 歳：41.7％）となっており、職場での人権侵害が

大きな問題となっています。【問６―（１）】 

 

○ 人権侵害を受けた際の対処について 

人権侵害を受けた方の人権侵害を受けたときの対応については、「だまってがまんした（特にな

にもしなかった）」（H30：49.7％、H25：28.3％）の割合が最も高く、次いで「友人、同僚や上司に

相談した」（H30：36.1％、H25：33.8％）、「親、きょうだい、子どもや親せきに相談した」（H30：

27.2％、H25：29.0％）となっています。【問６－（２）】 

人権侵害を受けながらも黙って我慢した理由としては、「抗議や対抗措置ができる相手ではなかっ

た」（H30：31.6％、H25：39.0％）の割合が最も高く、次いで「我慢できる程度の事柄だった」（H30：

26.3％、H25：17.1％）、「相談したかったが、誰に相談してよいか分からなかった」（H30：24.2％、

H25：19.5％）、「人間関係を壊したくなかった」（H30：24.2％、H25：14.6％）となっています。特

に、「過去に相談、訴えたりしたが役に立たなかった」（H30：23.2％、H25：9.8％）の割合が平成 25

年に比べ増加しています。 

「受けた人権侵害」の内容によってその対応や相談相手の選び方に大きく影響すると考えられます

が、一人で悩みを抱え込んでいる状況がうかがえます。【問６－（３）】 

 

○ 人権問題の講演会や研修会への参加について 

今まで人権問題の講演会や研修会への参加したことがあるかについては、「参加したことはない」

（H30：56.2％、H16：47.6％）の割合が最も高く、次いで「学校やＰＴＡがおこなったもの」（H30：

21.9％、H16：24.0％）、「職場での研修会」（H30：18.6％、H16：14.9％）となっており、参加した

ことのない市民が増加している一方で、職場での人権問題に関する講演会や研修会への参加してい
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る人が増えています。【問 17－（１）】 

 

今までに参加した講演会等の内容については、「同和問題について」（H30：45.1％、H16：72.6％）

の割合がと最も高く、次いで「障がい者の人権について」（H30：28.8％、H16：26.9％）、「個人情報

の保護について」（H30：25.3％、H16：9.8％）となっています。【問 18－（１）】 

 

最近１年間の参加状況については、「参加したことはない」（H30：42.0％、H16：54.6％）の割合

が最も高く、次いで「職場での研修会」（H30：25.1％、H16：14.6％）、「学校やＰＴＡがおこなった

もの」（H30：14.1％、H16：8.6％）となっており、職場、学校やＰＴＡでの活動への参加した人が

増加しています。【問 17－（２）】 

 

最近１年間に参加した講演会の内容は、「障がい者の人権について」（H30：20.5％、H16：26.4％）、

「個人情報の保護について」（H30：20.5％、H16：12.6％）の割合が最も高く、次いで「女性の人権

について」（H30：19.4％、H16：27.0％）となっています。 

平成 16 年度調査と比較すると、「労働者の人権について」（H30：10.3％、H16：5.0％）、「さまざま

な性に関する人権について（性同一性障がい者、同性愛者など）」（H30：19.0％、H16：3.5％）、「個

人情報の保護について」（H30：20.5％、H16：12.6％）の割合が増加しており、平成 16 年調査時に

比べ、市民はさまざまなテーマでの人権問題への研修会、講演会に参加していることがわかります。 

【問 18－（２）】 

 

講演会等へ参加しての印象や感想は、「差別をしてはいけないと思った」（H30：36.5％、H16：46.8）

と最も高く、次いで「人権問題は何かということがわかった」（H30：32.3％、H16：38.2％）、「人権

問題を解決するため、自分も何かをしたいと思った」（H30：18.5％、H16：11.8％）となっており、

人権講演会の開催等の人権の意識向上への効果がうかがえます。【問 18－（４）】 

 

○ 人権啓発活動の認知度について 

市民が見聞きしたことがある人権啓発活動は、「テレビ」（H30：62.0％、H16：49.6％）の割合が

最も高く、次いで「市・県等のＨＰ・広報紙」（H30：35.8％、H16：54.2％）、「ポスター・ステッカ

ー」（H30：34.7％、H16：41.4％）となっています。 

年齢別でみると、20 歳以降で「テレビ」の割合が６割以上となっており、年齢が上がるにつれ「新

聞」「市・県等のＨＰ・広報紙」の割合が高くなっています。20 から 39歳「インターネット」の割

合が高くなっています。情報の入手として「テレビ」各年代に共通したメディアとなっていますが、

新聞や市の広報、インターネットでは年代による差がみられました。【問 19】 

 

○ 人権問題に関する学習の意向について 

人権問題に関する読書や学習の意向については、「わからない」（H30：36.2％、H16：33.4％）の

割合が最も高く、次いで「できたらしてみたい」（H30：32.3％、H16：24.8％）、「その気持ちはない」

（H30：26.3％、H16：34.0％）となっており、市民の学習意向については高まっています。【問 20】 

 

特に理解を深めたい人権問題は、「子どもの人権について」（H30：24.9％、H16：25.2％）の割合
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が最も高く、次いで「女性の人権について」（H30：23.0％、H16：26.1％）、「障がい者の人権につい

て」（H30：22.6％、H16：29.4％）、「高齢者の人権について」（H30：22.6％、H16：31.7％）となっ

ています。 

性別でみると、他に比べ、男性で「障がい者の人権について」「インターネット上の人権につい

て」の割合が高くなっています。また、女性で「女性の人権について」「子どもの人権について」の

割合が高くなっています。 

性・年齢別でみると、男女ともに 30 から 49 歳で「子どもの人権について」の割合が高くなって

います。また、男性の 50～59 歳で「労働者の人権について」の割合が高くなっています。さらに、

男女ともに 60 歳以上では「高齢者の人権について」の割合が高く、性別や年代での理解を深めた

い人権問題に差がみられました。【問 21－（１）】 

 

人権問題の理解を深めるための学習の意向がない理由として、「人権問題にいちおうの理解をも

っているつもりなので」（H30：35.0％、H25：28.9％）の割合が最も高く、次いで「生活におわれて

余裕がない」（H30：23.9％、H25：20.2％）、「特に関心があるわけではないので」（H30：22.2％、H25：

33.7％）となっています。 

年齢別でみると、20 から 49 歳で「生活におわれて余裕がない」の割合が高くなっています。年

齢があがるにつれて「人権問題にいちおうの理解をもっているつもりなので」の割合が高くなる傾

向となっています。【問 21－（２）】 

 

 

○ 人権学習を深めるために重要なことについて 

人権学習を深めるための支援として重要なことについては、「学校等教育の場で当事者の話を聞い

たり交流を深める」（H30：54.1％、H25：50.2％）の割合がと最も高く、次いで「学習講座や場の提

供を充実する」（H30：24.6％、H25：29.1％）の割合が、「身近な地域で話が聞けるように出前講座

を開催する」（H30：23.3％、H25：25.6％）となっており、当事者との交流や学習の場を求める市民

の割合が高くなっています。【問 22】 

 

 

○ 人権が尊重される社会を実現するための取り組みについて 

人権が尊重される社会実現のため取り組みについては、「保育所・幼稚園・学校での人権教育を充

実する」（H30：46.8％、H25：47.0％）の割合が最も高く、次いで「幼児期から思いやりの心をはぐ

くむなど、家庭における教育を充実する」（H30：44.8％、H25：57.7％）、「国や県・市が、人権教育・

啓発を積極的に進める」（H30：37.0％、H25：28.9％）となっています。 

年齢別でみると、他に比べ、30～49 歳で「保育所・幼稚園・学校での人権教育を充実する」の割

合が高く、５割台半ばとなっています。また、30～39 歳で「幼児期から思いやりの心をはぐくむな

ど、家庭における教育を充実する」の割合が高く、約５割となっています。 

人権教育においては、幼いころから園や学校、家庭での教育への期待が高くなっています。また、

国や県・市が啓発を積極的に行うことも必要との回答が増加しています。【問 23】 
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おわりに 

当審議会においては、これまで市民意識調査結果について、いろいろと審議をしてまいりました。 

その結果、今後の推進については、 

 

【相 談】 

人権に関する市民意識調査によると、「ここ５年ぐらいの間に、自分の人権が侵害されたと思う」

の割合が 14.3％となっており、その内容は「働いている場で雇用主や上司などから不当な待遇を受

けた」の割合が 39.8％と最も高く、「うわさをたてられたり、悪口、かげ口をいわれたりした」の

割合が 30.9％、「責任や義務のないことをやらされた」の割合が 12.6％となっています。そのとき

の対処法は「だまってがまんした（特になにもしなかった）」の割合が 49.7％と最も高くなってお

り、一人で悩みを抱え込んでいる状況もうかがえます。 

 

今後は、さまざまな機会や広報媒体を活用して、相談窓口や相談活動の周知を図ることが必要で

す。また、社会情勢の変化に伴い、相談内容はさまざまな要因が絡みあって複雑になるとともに、

新たな人権問題が生じており、今後は総合的な相談・支援が重要となります。さらに、個々の相談

窓口では対応が困難な場合などは適切な専門的な相談機関へ円滑につなげられるよう、各種相談機

関の連携強化が必要であるとともに、相談窓口の専門性、信頼性の向上を図るため、相談員の研修

等を充実し、資質の向上を図ることが必要となっています。 

 

【人権教育・啓発】 

人権に関する市民意識調査によると、「人権」ということについて「非常に身近に感じ 

る」と「身近に感じる」をあわせた“身近に感じる”の割合が 38.8％と前回調査に比べ、8.3 ポイ

ント増加しており、人権に関する意識が高くなっています。 

一方で、最近１年間で人権問題の講演会や研修会に参加したことがない人の割合が 

42.0％と前々回調査に比べ、12.6 ポイント減少しており、市民の人権問題に対する関心度が、理解

への積極的な行動につながっていない状態であり、より効果的な啓発活動を展開することが必要と

なっています。 

また、人権学習を深めるための重要な支援について「学校等教育の場で当事者の話を聞 

いたり交流を深める」の割合が 54.1％と最も高く、次いで「学習講座や場の提供を充実する」の割

合が24.6％、「身近な地域で話が聞けるように出前講座を開催する」の割合が23.3％となっており、

当事者との交流や学習の場を求める市民が多くなっています。 

今後も、幼いころから人権教育や様々な立場の人々との交流等の機会を通じて人権尊 

重意識を高めていくことが必要です。 

 

また、市民一人ひとりが、人権問題を自分のこととして捉え、人権尊重の理念が日常生活の中に

いきづく、豊かな人権感覚を育んでいくための人権啓発を効果的に行っていくことが重要です。 

なお、生駒市における人権の保障という観点からみた場合、子どもに関する問題、高齢者に関す

る問題、インターネットを利用した人権侵害に関する問題に関して、より積極的な対応が求められ

ているのではないかとの結論に至りました。今後は、特にこれらの分野に関する具体的な施策につ

いても提言できればと考えております。 
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Ⅳ 生駒市人権に関する市民意識調査 調査票 


